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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 徳山工業高等専門学校 

（２）所在地 山口県周南市 

（３）学科等の構成 

学 科： 

機械電気工学科，情報電子工学科， 

土木建築工学科 

専攻科： 

機械制御工学専攻，情報電子工学専攻， 

環境建設工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成２４年５月１日現在） 

学生数：学 科６３１人 

    専攻科６８人 

専任教員数：５７人 

助手数：２人 

 

２ 特徴 

・伝統，建学の精神，理念など 

本校は，３つの複合学科および専攻より成り，それぞ

れの境界領域を含めた専門分野において基礎理論の習熟

とともに実験実習に重点をおいた教育を行い，実技に明

るく，総合的判断力に優れた実践的技術者の養成をめざ

している。開学（昭和４９年）当初から，開発型教育に

力を注いできており，ロボコンを始めとする各種コンテ

ストや創造教育に係る受賞などで多くの実績を有してい

る。なお，本科１年は混合学級制度が採用され，得意と

する技術分野の異なる学生同士が交流し易い環境にある。 

平成６年に「テクノ・リフレッシュ教育センター」を，

さらに平成９年には高専と地場の企業との連携を行う

「徳山高専テクノ・アカデミア」を創設し，地域の企業

との共同研究などを通じ，実際の現場の問題を解決する

ことによって，実践力のある技術者の育成に努めてきた。 

・創造教育 

 高専が早期創造教育の可能な高等教育機関であるとの

認識から，創造性育成のための教育方法の開発と実践を

積極的に進めている。平成７年度からは機械電気工学科

で，平成８年度からは情報電子工学科および土木建築工

学科で創造演習の時間を新設し，学生の自発性，創造性

育成の取り組みを開始した。創造教育では，自分自身で

課題を見出し，自らの発想により答えをみつけ，新しい

ものを生み出す力を養成することを目的としている。 

・専攻科教育 

平成７年度に，専攻科を設置した。平成１５年度には

工学（融合複合・新領域）関連分野でJABEE認定の本審査

を受審し，以来，継続してプログラム認定されている。

JABEEプログラムの修了に際しては，研究の成果をまとめ，

世に問う経験を積むため，特別研究の成果について学協

会での発表を修了要件として義務づけ，国際会議を含め

毎年３０件程度の発表があり，優秀講演表彰なども受け

ている。さらにTOEICスコア420以上の取得と、情報関連

等外部資格の取得を修了要件としている。カリキュラム

上の特色は，専攻科１年次前期のインターンシップ（約

３ヶ月），情報技術，英語力およびプレゼンテーション

能力の向上に力を注いでいること，並びに実践的な開発

型教育の充実にある。なかでも，専攻科１年次前期の

「産業論」を起点とし「インターンシップ」および「総

合演習」「総合実験」から構成されるデザイン能力の育

成と，これらを補完する「経営管理」「経営工学」等の

リベラルアーツ教育に特色がある。 

・新しい取り組み 

平成１９年度より「複合技術商品の導入により知識を

知恵に変えるものづくり教育プラン」の取組みを開始し，

本科・専攻科ともにデザイン能力の育成に努めるととも

に，専攻科ではこれらを補完する形でリベラルアーツ教

育を充実して総合的マネージメント能力の育成に努めて

いる。平成２１年度には「英語力向上タスクフォース

II」において英語力向上のための方策を検討し，英語授

業への多読教材の導入や，海外研修助成制度による語学

研修，海外の高等教育機関におけるインターンシップを

推進して高い成果をあげている。平成２２年度より情報

電子工学科において「高専―大学連携による組込みソフ

トウェア関連技術教育の高度化」事業を開始し，組み込

みソフトウェアに関するカリキュラムやシラバスの改善

に取組んでいる。 

平成１４年度に開設したチャレンジショップ「高専夢

広場」では，学生も参加して，「いんぐりっしゅ☆る～

む」を継続して開催するとともに，平成２０年以降には

「哲学カフェ」「英語多読教習所」「サイエンスアゴ

ラ」などを新たに開催し，本校の活動について地域の理

解と連携を深めている。
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Ⅱ 目的  

徳山工業高等専門学校の使命 

教育目標 

世界に通用する実践力のある開発型技術者をめざす人材の育成 

１ 学習・教育目標 

○ 準学士課程の学習・教育目標と具体的到達目標 

（Ａ）「世界に通用する」技術者をめざすために 

（Ａ１）複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること 

・数学・自然科学・基礎工学の科目を修得する 

（Ａ２）国際理解を深め，技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養うこと 

・国際文化・技術者倫理・日本語・外国語の科目を修得する 

・自らの目標を定め，外部試験を活用して，英語力のステップアップを図る 

（Ｂ）「実践力のある」技術者をめざすために 

（Ｂ１）情報技術をベースに，実体験を通して表現力を身につけること 

・情報関連・実験の科目を修得する 

（Ｂ２）自主性と自立性を養うこと 

・卒業研究の科目を修得する 

（Ｃ）「開発型」技術者をめざすために 

（Ｃ１）複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること 

・メカトロ技術・情報電子技術・社会環境整備技術のうち，ひとつの分野の定められた科目を修得する 

（Ｃ２）課題を把握し解決する力を身につけ，感性・創造性を磨き養うこと 

・創造系の科目を修得する 

・創造演習発表会，卒業研究発表会などで発表を行う 

○ 専攻科課程の学習・教育目標と具体的到達目標 

（Ａ）「世界に通用する」技術者をめざすために 

（Ａ１）複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること 

・数学・自然科学・基礎工学の科目を修得する 

・学士を取得する 

（Ａ２）国際理解を深め，技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養うこと 

・国際文化・技術者倫理・日本語・外国語の科目を修得する 

・ＴＯＥＩＣにおいて４２０以上のスコアを取得する 

（Ｂ）「実践力のある」技術者をめざすために 

（Ｂ１）情報技術をベースに，実体験を通して表現力を身につけること 

・情報関連・実験の科目を修得する 

・情報関連等外部資格を取得する 

（Ｂ２）自主性と自立性を養うこと 

・卒業研究の科目を修得する 

（Ｃ）「開発型」技術者をめざすために 

（Ｃ１）複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること 

・メカトロ技術・情報電子技術・社会環境整備技術のうち，ひとつの分野の定められた科目を修得する 

    ・総合科目（２科目以上）及び総合演習の科目を修得する 
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（Ｃ２）課題を把握し解決する力を身につけ，感性・創造性を磨き養うこと 

・インターンシップ及び特別研究の科目を修得する 

・国内外の学協会で発表を行う 

２ 養成しようとする技術者像 

情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生かして，設計・開発を行う素養をもつ技術者 

○本科卒業生のめざす技術者像と到達目標 

       自らの業務における技術的課題を解決できる技術者 

○専攻科修了生のめざす技術者像と到達目標 

 自らの専門分野に関連する技術的課題に幅広く対応できる技術者 

３ 各学科／専攻で修得する技術 

 準学士課程と専攻科課程が１対１で対応しているため，双方のめざす技術者像も踏まえて，学科／専攻を通

して修得する技術を明確に定めている。 

○機械電気工学科／機械制御工学専攻 

「コンピュータで制御する機械を設計・製作する技術」／ 

「コンピュータで制御する機械を設計・開発する技術」 

○情報電子工学科／情報電子工学専攻 

「コンピュータ技術をベースに電子情報通信システムを設計・構築する技術」／ 

「コンピュータを核とする多様なシステムを設計・開発する技術」 

○土木建築工学科／環境建設工学専攻 

「情報技術を活用し社会基盤や建築空間を設計・施工する技術」／ 

「情報技術を活用し社会基盤や建築空間を設計・開発する技術」 

 

教育活動等の基本的な方針，教育目標等 

１ 教育，研究，社会との連携，国際交流等に関する目標 

 上述のような人材の育成を目標として，既成概念にとらわれずチャレンジ精神をもって教育・研究に取り組

み，世界に認められる個性をもった教育界のオンリーワンをめざす。 

２ 業務運営の改善および効率化に関する目標 

自己評価委員会を中心として，各部署の教育点検システム（計画-実施-評価-改善のサイクル）が機能してい

ることを確認し、業務の継続的な改善を図る。また，毎年度各教員に年間職務の自己評価を行わせ，教育方法

等の改善を図らせる。 

３ 財務内容の改善に関する目標 

 国立高等専門学校機構の定めた中期計画による効率化を踏まえ，従来業務に係る経費の削減を行うとともに，

新規業務に対する戦略的な資金投入を行う。また，外部資金の積極的な導入を進め，総経費の５％程度を外部

資金（知的財産の活用に伴う資金も含む。）により確保する。 

４ 社会への説明責任に関する目標 

 Webサイトの充実などによる可能な限りの情報公開，授業や卒業研究の成果の公開，シラバスの内容，授業評

価の内容などの公開，教員の研究成果などの開示を通して，社会に対する説明責任能力を高める。 

５ その他業務運営に関する重要目標 

 日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定を継続するとともに，本校教育の高度化と教員の業績向上により国

際的同等性を確保し，専攻科修了生の学位授与を実質的に可能とする。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 高等専門学校の目的が，それぞれの学校の個性や特色に応じて明確に定められ，

その内容が，学校教育法第115条に規定された，高等専門学校一般に求められる

目的に適合するものであるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明確に定めら

れているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では，昭和４９年の開学時に「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を養い，有為の

人材を育成する」ことを目的に掲げ，現在に至るまで教育を行ってきた（資料１－１－①－１）。 

 

資料１－１－①－１ 本校の使命 

 

出典：学生便覧 

 

 平成５年には，教育目標を 

     「世界に通用する実践力のある開発型技術者をめざす人材の育成」 

とし，めざすべき教育のねらいを明示した。平成１４年度にはそのねらいをより明確にするため，

「世界に通用する」「実践力のある」「開発型」という３つの理念をそれぞれ２つに具体化し，学

習・教育目標とした（資料１－１－①－２）。それと同時に，養成しようとする技術者像を 

     「情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生かして， 

                          設計・開発を行う素養をもつ技術者」 

と定めた（資料１－１－①－３）。 

 これらは本校の伝統や実績並びに社会の要求等を考慮しており，準学士課程と専攻科課程に共通

した本校全体でめざすべき目標である。 

 平成１７年度には，準学士課程卒業生と専攻科課程修了生のめざす技術者像や到達目標をさらに

明確にした（資料１－１－①－３）。基本的素養や自主性・自立性の到達度は準学士課程卒業生も

専攻科課程修了生も変わりがなく，両者の差は，技術的課題への対応経験や訓練が社会でなされる

か在学中になされるかの違いと位置づけている。これらの内容を，学習・教育目標に沿ってより具

体的に定めたものを（資料１－１－①－４）に示す。 

 なお，この具体的到達目標は，準学士課程と専攻科課程を終えるとき，全員が到達する内容を示

している。また，そのイメージを，（資料１－１－①－３）に併せて示した。 
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 さらに，本校は準学士課程と専攻科課程が１対１に対応しているため，各学科／専攻を通し，修

得すべき複合技術を定めている。また，準学士課程卒業生と専攻科課程修了生のめざす技術者像を

踏まえ，学科と専攻でそれぞれ修得する技術も明確にしている（資料１－１－①－５）。 

 学習・教育目標と養成しようとする技術者像，それらを実現すべき具体的到達目標，並びに各学

科／専攻で修得する技術の相互関係を（資料１－１－①－６）に示した。 

 学校教育法第１１５条には「深く専門の学芸を教授」し，「職業に必要な能力を育成」するとい

う二つの具体的な目的が規定されている。これらの目的と，本校の学習・教育目標や養成しようと

する技術者像との対応を示すと，次のようになる。 

  「深く専門の学芸を教授」 

 学習・教育目標：（Ａ１）複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること 

         （Ｃ１）複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけるこ 

             と 

養成しようとする技術者像： 

          ・・・，それぞれ得意とする専門技術を生かして，・・・ 

  「職業に必要な能力を育成」 

 学習・教育目標：（Ａ２）国際理解を深め，技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を 

             養うこと 

         （Ｂ１）情報技術をベースに，実体験を通して表現力を身につけること 

         （Ｂ２）自主性と自立性を養うこと 

         （Ｃ２）課題を把握し解決する力を身につけ，感性・創造性を磨き養うこと 

 養成しようとする技術者像： 

          情報技術をベースに，・・・，設計・開発を行う素養をもつ 

 以上のように，本校の学習・教育目標や養成しようとする技術者像は，学校教育法で定められて

いる目的との関連を明確に意識して定められている。 
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資料１－１－①－２ 学習・教育目標 

 

出典：学校要覧 
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資料１－１－①－３ 養成しようとする技術者像 

 

出典：学校要覧 
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資料１－１－①－４ 具体的到達目標 

 

出典：学校要覧 
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資料１－１－①－５ 各学科／専攻で修得する技術 

 

出典：学校要覧 
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資料１－１－①－６ 学習・教育目標，養成しようとする技術者像および具体的到達目標の相互

関係 

 

出典：学校要覧 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，昭和４９年の開学以来，教育の基本方針は一貫して変わっていないが，平成５年に現

在の教育目標を掲げることでめざすべき教育のねらいを定め，以後，学習・教育目標，養成しよう

とする技術者像，各学科／専攻で修得する技術並びに準学士課程卒業時と専攻科課程修了時の具体

的到達目標など，その内容をより明確に示してきており，全体像が定まっている。 

 また本校の学習・教育目標や養成しようとする技術者像は，高等専門学校の設立趣旨および学校

教育法上の目的との対応が明確となっている。 

 以上のことから，本校は，高等専門学校としての目的，学科，専攻科ごとの目的を個性や特色に

応じて明確に定め，その目的は学校教育法の定める目的から外れるものではない。 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況） 

 学習・教育目標，養成しようとする技術者像，各学科／専攻で修得する技術は，本校が作成する

多くの出版物に明示されている。代表的な出版物として学生便覧（資料１－２－①－１）やシラバ

ス（資料１－２－①－２）があり，全学生と非常勤を含む教職員全員（ただし，職員は基本的には

各係に１冊）に，毎年配布し周知されている。また，専攻科履修要覧（資料１－２－①－３）や専

攻科学生募集要項（資料１－２－①－４）にも同様に記載がされており，関係者にはこれらも配布

している。さらに,これらの情報はすべて本校Webサイトに掲載し，公表している（資料１－２－①

－５）。 
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資料１－２－①－１ 学生便覧（学習・教育目標，養成しようとする技術者像部分） 

 

出典：学生便覧 
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資料１－２－①－２ シラバス（養成しようとする技術者像，学習・教育目標部分） 

 

出典：シラバス 



徳山工業高等専門学校 基準１ 

 

- 14 - 

資料１－２－①－３ 養成しようとする技術者像，各学科／専攻で修得する技術 

 

出典：専攻科履修要覧 
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資料１－２－①－４ 専攻科学生募集要項（目的，学習・教育目標部分） 

 

出典：専攻科学生募集要項 
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資料１－２－①－５ 学習・教育目標 

 

出典：本校 Web サイト 

  



徳山工業高等専門学校 基準１ 

 

- 17 - 

 学生に対しては，新年度当初に配布する出版物をもとに，周知に努めている。新入学生に対して

は，入学時のオリエンテーションにおいて，本科は教務主事，専攻科は専攻科長が周知を図ってい

る（資料１－２－①－６）。また，在学生に対しては，毎年度，始業式に行う学年別オリエンテー

ション並びに学科ホームルームにおいて，教務主事室および学科主任が周知を図っている(資料１

－２－①－７)。なお，学年別オリエンテーションと学科ホームルームには教員全員が参加するこ

とになっており(資料１－２－①－７)，全教員への周知を図っている。 

 さらに，日頃から学習・教育目標に触れる機会をもつため，すべての教室に，目標と時計とが一

体になった本校オリジナルのパネル（資料１－２－①－８）を掲示している。 

 これらの目的は，教職員（非常勤教員を含む）に対しては配布する印刷物やWebサイトにより周

知しており，新任転任教職員には研修会（資料１－２－①－９）を開催し，重点的に説明を行って

いる。さらに教職員は，裏に学習・教育目標が印刷されている顔写真入りの名札（資料１－２－①

－１０）を付けており，必要に応じて利用している。 

 

資料１－２－①－６ 新入学生オリエンテーション実施要領 

 

出典：教務係資料 
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資料１－２－①－７ 学科別オリエンテーション実施要領 

 
出典：教務係資料 
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資料１－２－①－８ 本校オリジナルの各教室掲示板 

 

出典：教務係資料 

 

資料１－２－①－９ 新規採用教職員オリエンテーション 

 

出典：総務課資料 

 

資料１－２－①－１０ 学習・教育目標が記載されている教職員名札 

 

出典：教務係資料 
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 本校では，平成１４年度より５年おきに，本科４・５年生および専攻科生を対象にアンケートを

実施している。平成１９年度のアンケートでは，始業式オリエンテーション，学校要覧やシラバス

等の出版物，教室の時計付き掲示板により，約 95％の学生が本校の学習・教育目標を知ったこと

が明らかとなっており，本校の学習・教育目標の公開方法は効果的であると言える（資料１－２－

①－１１）。なお，平成２４年度のアンケートを，現在，実施中である。 

 

資料１－２－①－１１ 平成１９年度アンケート結果 

 

出典：教務係資料 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校が作成する多くの出版物や Web サイトに，学習・教育目標を始めとする一連の教育目的が記

載・掲載され，本校の構成員に対してさまざまな方法で周知に努めている。平成１９年度に実施し

たアンケート調査において約 95％の学生が本校の学習・教育目標を知ったことが明らかとなって

いる。 

 以上のことから，本校では，目的が学校の構成員に周知されている。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況） 

学習・教育目標，養成しようとする技術者像，各学科／専攻で修得する技術は，本校が作成する

多くの出版物に明示されている。就職先企業や進学先の大学・大学院など,学外に対しては代表的

なものとして学校要覧（資料１－１－①－２）を配布している。その他，主として中学生を対象と

した学校案内（資料１－２－②－１）や準学士課程学生（資料１－２－②－２）や編入学生（資料

１－２－②－３），専攻科学生（資料１－２－②－４）の各募集要項にも入学案内として記載して

いる。 

 また,これらの情報は，すべて本校Webサイトに掲載することによって，広く社会に公表している

（資料１－２－①－５）。 
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資料１－２－②－１ 学校案内（学習・教育目標部分） 

 

出典：学校案内 
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資料１－２－②－２ 入学案内（学習・教育目標部分） 

 

出典：学生募集要項 
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資料１－２－②－３ 編入学生募集要項（学習・教育目標部分） 

 

出典：編入学生募集要項 

 

資料１－２－②－４ 専攻科学生募集要項（学習・教育目標部分） 

 

出典：専攻科学生募集要項 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校が作成する多くの出版物やWebサイトに，学習・教育目標を始めとする一連の教育目的が記

載・掲載され，中学生や編入生などに対しては「入学案内」等で積極的に説明している。また就職

先企業や進学先の大学・大学院などには「学校要覧」等を配布している。 

 以上のことから，本校の目的は，社会に対して広く公開されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 学習・教育目標，養成しようとする技術者像，各学科／専攻で修得する技術や準学士課程卒業時

と専攻科課程修了時の具体的到達目標など，めざしている教育方針が明確で具体性があり，それら

の間に整合性がとれている。また，学校内外に対して，意識的に発信されている。 

 

（改善を要する点） 

 特になし。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 本校は，学則第１章第１条において，その目的を明文化している。平成５年度以来掲げてきた教

育目標を，引き続き本校の教育目標とするにふさわしいと確認し，そのねらいをより明確にするた

め，最終的には平成１４年度にこれを教育理念とし，それに基づく６つの目標を設定した。そのめ

ざすべきところは，情報技術をもとに，それぞれが得意とする複合分野で具体的な物を設計・開発

できる能力を養うことにある。これらは本校の伝統や実績並びに社会の要求等を考慮しており，外

部の客観的な評価も可能な具体性のあるものとなっている。すなわち「世界に通用する」「実践力

のある」「開発型」という３つの理念がそれぞれ２つに具体化され，それを達成するために，開設

されるすべての科目との関連がシラバス等で明示されている。さらに，平成１７年度には，準学士

課程および専攻科課程での目標のさらなる明確化に取り組み，教育目標，養成しようとする技術者

像および具体的到達目標の相互関係を明らかにした。また，これらは高等専門学校の設立趣旨およ

び学校教育法上の目的との対応が明確となっており，その規定から外れるものではない。 

 教職員や学生に対しては，本校の学習・教育目標，養成しようとする技術者像，各学科／専攻で

修得する技術などについて，それぞれ積極的に周知を図っており，周知状況を調査するアンケート

結果からも，これらが周知されている事を把握している。 

 また，本校の教育理念および教育目的は，学校要覧などの出版物や本校Webサイト等によって公

開され，本校教職員や学生，社会一般に対して広く公表されている。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の準学士課程における学科は学則に定められており，機械電気工学科，情報電子工学科，土

木建築工学科の３つの複合学科で構成されている（資料２－１－①－１）。 

 機械電気工学科は「コンピュータで制御する機械を設計・製作する技術（メカトロ技術）」の修

得をめざしており，それを実現するため，材料・エネルギー・情報・設計加工の４つの分野に実験

・実習ならびに創造性を養う科目でカリキュラムを構成している（資料２－１－①－２，３）。 

 情報電子工学科は「コンピュータ技術をベースに電子情報通信システムを設計・構築する技術

（情報電子技術）」の修得をめざしており，それを実現するため，ソフトとハードのコンピュータ

教育をベースに，情報処理システム・コンピュータ応用機器システム・情報通信システムの３つの

分野に実験・実習並びに創造性を養う科目でカリキュラムを構成している（資料２－１－①－２，

３）。 

 土木建築工学科は「情報技術を活用し社会基盤や建築空間を設計・施工する技術（社会環境整備

技術）」の修得をめざしており，それを実現するため，都市交通系・防災系・環境系・建築系の４

つの分野に実験・実習並びに創造性を養う科目でカリキュラムを構成している（資料２－１－①－

２，３）。 

 本校で養成しようとする技術者像は，「情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生

かして，設計・開発を行う素養をもつ技術者」であり，準学士課程では「自らの業務における技術

的課題を解決できる技術者」をめざす技術者像，「実地経験と具体的な業務に応じた学習により，

専門分野の課題に対応できる基本的な素養をもつこと」を到達目標としている。 

 

資料２－１－①－１ 学科の構成 

 

出典：本校学則 
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資料２－１－①－２ 各学科／専攻で修得する技術 

 
出典：学校要覧 
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資料２－１－①－３ 授業科目系統図 
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出典：シラバス 
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（分析結果とその根拠理由） 

 平成１９年度に実施した企業（268 社）のアンケート調査によれば，本校の学習・教育目標の中

で最も「特に重要である」と思われた項目は，（Ｃ２）の「課題を把握し解決する能力を身につけ，

感性，創造性を養う」で，それに続いて（Ｂ２）の「自主性と自立性を養う」が高いポイントを示

した（資料２－１－①－４）。また，準学士課程卒業生に対するアンケート結果では，専門教育，

卒業研究，情報処理関連教育の満足度が高い。これらの項目は企業の要求とも合致しており，本校

の学習・教育目標が社会の要求も考慮したものになっていることを裏づけている（資料２－１－①

－５）。また，本校の学習・教育目標に関して，企業からみた卒業生の達成度は６つの項目の全て

において４段階評価の３以上の評価が得られている（資料２－１－①－６）。 

 本校で行っている複合教育については，本校から学生を採用している企業の 76％が適切と評価

している（資料２－１－①－７）。また，本校の卒業生に対する仕事の満足度（勤務成績）につい

て，およそ 72 ％の企業が満足していると回答している（資料２－１－①－８）。 

 なお，本校に対する求人倍率は 10 倍以上あり，就職希望者の就職率はほぼ 100％である。また，

入学志願者については，少子化の影響はあるものの，３倍を超える倍率を維持している。 

 また，平成２２年度には，高度化改革検討ワーキンググループ（資料２－１－①－９）を設置し，

本校に対する社会の要請や学科構成の適切性に関する検討を行っている。 

 これらのことは，本校準学士課程で行ってきた複合教育が社会の要請に応えていることを裏付け，

学科の構成が，教育の目的を達成するために適切なものとなっていることを示す。 

 

資料２－１－①－４ 企業に対するアンケート結果 

 

出典：平成１９年度専攻科修了生・本科卒業生・企業アンケート報告書 
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資料２－１－①－５ 準学士課程卒業生に対するアンケート結果 

 

出典：平成１９年度専攻科修了生・本科卒業生・企業アンケート報告書 

 

資料２－１－①－６ 企業から見た卒業生の達成度 

本    科 評価 

（「世界に通用する」技術者をめざすために） 

項目１．複合分野の基礎となる基本的素養を身につけ

る 

 

項目２．国際理解を深め，技術者としての倫理観とコ

ミュニケーション能力を養う 
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（「実践力のある」技術者をめざすために） 

項目３．情報技術をベースに，実体験を通して表現力

を身につける 

 

項目４．自主性と自立性を養う 

 

（「開発型」技術者をめざすために） 

項目５．複合分野にわたる知識を有機的に結びつける

設計能力を につける 

 

項目６．課題を把握し解決する能力を身につけ，感

性，創造性を養う 

 

出典：平成１９年度専攻科修了生・本科卒業生・企業アンケート報告書 
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資料２－１－①－７ 企業に対するアンケート結果 

 

出典：平成１９年度専攻科修了生・本科卒業生・企業アンケート報告書 

 

資料２－１－①－８ 企業に対するアンケート結果 

 

出典：平成１９年度専攻科修了生・本科卒業生・企業アンケート報告書 
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資料２－１－①－９ 高度化改革検討ワーキンググループの設置 

 

出典：高度化改革検討ワーキンググループ諮問 
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観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の専攻科課程における専攻は学則に定められており，機械制御工学専攻，情報電子工学専攻，

環境建設工学専攻の３つの複合分野で構成されている（資料２－１－②－１）。 

 機械制御工学専攻は「コンピュータで制御する機械を設計・開発する技術（メカトロ技術）」の

修得をめざしており，それを実現するため，材料・エネルギー・情報・設計加工の４つの分野に総

合的な実験や演習並びにインターンシップや特別研究などの科目でカリキュラムを構成している

（資料２－１－①－２，３）。 

 情報電子工学専攻は「コンピュータを核とする多様なシステムを設計・開発する技術（情報電子

技術）」の修得をめざしており，それを実現するため，ソフトとハードのコンピュータ教育をベー

スに，情報処理システム・コンピュータ応用機器システム・情報通信システムの３つの分野に総合

的な実験や演習並びにインターンシップや特別研究などの科目でカリキュラムを構成している（資

料２－１－①－２，３）。 

 環境建設工学専攻は「情報技術を活用し社会基盤や建築空間を設計・開発する技術（社会環境整

備技術）」の修得をめざしており，それを実現するため，都市交通系・防災系・環境系・建築系の

４つの分野に総合的な実験や演習並びにインターンシップや特別研究などの科目でカリキュラムを

構成している（資料２－１－①－２，３）。 

 本校で養成しようとする技術者像は，「情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生

かして，設計・開発を行う素養をもつ技術者」であり，専攻科課程では「自らの専門分野に関連す

る技術的課題に幅広く対応できる技術者」をめざす技術者像，「技術者の行う諸活動（研究，技術

指導，起業など）に必要な基本的な素養をもつこと」を到達目標としている。 

 本校ではそれぞれの複合技術に関して学科と専攻が１対１に対応して設置されており，準学士課

程で培った複合技術をそのまま継承発展させることができる体制となっている（資料２－１－②－

２）。 

 

資料２－１－②－１ 専攻科における専攻の構成 

 

出典：本校学則 

 



徳山工業高等専門学校 基準２ 

- 36 - 

資料２－１－②－２ 専攻科の構成 

 

出典：学校要覧 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 観点２－１－①で述べたように，平成１９年度に実施した企業（268 社）のアンケート調査結果

によれば，本校の学習・教育目標の中で最も「特に重要である」と思われた項目は，（Ｃ２）の

「課題を把握し解決する能力を身につけ，感性，創造性を養う」で，それに続いて（Ｂ２）の「自

主性と自立性を養う」が高いポイントを示した。また，専攻科修了生に対するアンケート結果では，

専門科目教育，特別研究・卒業研究，情報処理関連教育に対する満足度が高い（資料２－１－②－

３）。これらの項目は企業の要求とも合致しており，本校の学習・教育目標が社会の要求も考慮し

たものになっていることを裏づけている。また，本校の学習・教育目標に関して，企業からみた卒

業生の達成度は６つの項目の全てにおいて４段階評価の３以上の評価が得られている（資料２－１

－②－６）。 

 本校で行っている複合教育については，本校から学生を採用している企業の 76％が適切と評価

している（資料２－１－①－７）。専攻によりいくぶん差はあるが，修了生の 54％の者が，本校

の複合教育が就職して役立ったと回答している（資料２－１－②－５）。また，本校の修了生に対

する仕事の満足度（勤務成績）について，およそ 81％の企業が満足していると回答している（資

料２－１－②－６）。 

 これらのことは，本校専攻科で行ってきた複合教育が準学士課程と同様，社会の要請に応えてい

ることを裏づけ，専攻科の構成が，教育の目的を達成するために適切なものとなっていることを示

す。 
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資料２－１－②－３ 専攻科修了生に対するアンケート結果 

 

出典：平成１９年度専攻科修了生・本科卒業生・企業アンケート報告書 

 

資料２－１－②－４ 企業から見た卒業生の達成度 

専  攻  科 評価 

（「世界に通用する」技術者をめざすために） 

項目１．複合分野の基礎となる基本的素養を身につけ

る 

 

項目２．国際理解を深め、技術者としての倫理観とコ

ミュニケーション能力を養う 
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（「実践力のある」技術者をめざすために） 

項目３．情報技術をベースに、実体験を通して表現力

を身につける 

 

項目４．自主性と自立性を養う 

 

（「開発型」技術者をめざすために） 

項目５．複合分野にわたる知識を有機的に結びつける

設計能力を身につける 

 

項目６．課題を把握し解決する能力を身につけ、感

性、創造性を養う 

 

出典：平成１９年度専攻科修了生・本科卒業生・企業アンケート報告書 
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資料２－１－②－５ 専攻科修了生に対するアンケート結果 

 

出典：平成１９年度専攻科修了生・本科卒業生・企業アンケート報告書 

 

資料２－１－②－６ 企業に対するアンケート結果 

 
出典：平成１９年度専攻科修了生・本科卒業生・企業アンケート報告書 
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観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 全学的なセンターとして，情報処理センター，教育研究支援センターおよびテクノ・リフレッシ

ュ教育センターが設置されている。 

 情報処理センター（資料２－１－③－１）は，全学生にアカウントを発行し，情報処理教育のた

めに学生が自由に利用できるネットワーク端末を用意するなど，本校教育の基幹をなす情報処理技

術の教育環境を提供している（資料２－１－③－２）。また，学内LANの充実や情報セキュリティ

の確保，各種ソフトウェアの開発などにより，全学的に利用しやすい情報管理システムの構築も行

っており，情報処理教育環境の整備にも力を注いでいる。 

 教育研究支援センター（資料２－１－③－３）は，工作実習や工学実験，創造演習や創造製作，

ロボコンや各種コンテスト，あるいは卒業研究や特別研究に欠かせない実験装置の製作など，本校

教育の基幹をなす実践教育を支援しており，そのことを通して学生の技術レベルの向上や自主性を

育てることに貢献している（資料２－１－③－４）。 

 テクノ・リフレッシュ教育センター（資料２－１－③－５）は，地域企業との共同研究や地域社

会への学習支援などを行っているが，このセンターは，さらに徳山高専テクノ・アカデミア（地元

企業の本校への支援組織）とも協調し，各種講習会や研究会，共同研究企画などの推進を図ってい

る。テクノ・リフレッシュ教育センターの事業には学生も参加しており（資料２－１－③－６），

テクノ・リフレッシュ教育センターは学生の就職活動や資格取得への支援も行っている。 
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資料２－１－③－１ 情報処理センター規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－１－③－２ 情報処理センターパソコン室の利用状況（授業） 

 

情報処理センター パソコン室の利用状況（授業） 

2012年度 前期 

  

出典：本校Webサイト 
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資料２－１－③－３ 教育研究支援センター規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料２－１－③－４ 実習工場の利用状況（製作依頼，工作機械利用状況） 

 

出典：教育研究支援センター資料 

 

資料２－１－③－５ テクノ・リフレッシュ教育センター規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料２－１－③－６ テクノ・リフレッシュ教育センター事業への学生の参加状況 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 情報処理センターは，情報処理教育のために学生が自由に利用できるネットワーク端末の提供を

通して目標（Ｂ１）の実践力とｅ－Learningを通して目標（Ａ２）のコミュニケーション能力を，

教育研究支援センターは，日々の活動を通して目標（Ｂ１）の実践力と（Ｂ２）の自主性・自立性

を養うことを，テクノ・リフレッシュ教育センターは，地域との関わりを通して目標（Ｃ２）の開

発力に主として関与している。 

 以上のことから，これらの全学的センターは教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

観点２－２－①： 教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係

る重要事項を審議する等の必要な活動が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 本校における教育課程を検討する組織の相互関係は，教育点検システムとして概観できる（資料

２－２－①－１）。このなかで，教育課程全体を企画・調整する役割は「総合企画室」が主として

担っており，「ＦＤ委員会」が役割を一部分担している。また，その運営の方向づけと最終決定は，

「運営委員会」が担っている。そこでの企画を受け，実際に審議を行っているのが準学士課程は

「教務委員会」，専攻科課程は「専攻科委員会」であり，二つに共通する話題は「教務・専攻科合

同委員会」並びに「科目間調整会議」で検討が行われる（資料２－２－①－２，３）。さらに，そ

れを有効に展開するため，学内では「自己評価委員会」，「学習・教育レビュー室」が，学外関係

者では「顧問会議」がチェックを行っている。また，「教育モニター制度」も定めている。 

 それぞれの委員会等の主な役割並びに委員構成を，委員会規則とともにまとめて次に示す。 

 学内組織 

 「運営委員会」（教員１７名，事務職員３名，資料２－２－①－４） 

  学校全体の運営の方向づけ 

 「総合企画室」（教員５名，事務職員２名，資料２－２－①－５） 

  学校運営・教育研究に係る総合的な企画・調整 
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 「ＦＤ委員会」（教員７名，事務職員３名，資料２－２－①－６） 

  教職員のＦＤ活動を日常的に発展させる 

 「教務委員会」（教員９名，事務職員１名，資料２－２－①－７） 

  教務に関する事項を審議 

 「専攻科委員会」（教員８名，事務職員１名，資料２－２－①－８） 

  専攻科に関する教務・厚生補導に関する事項を審議 

 「自己評価委員会」（教員１０名，事務職員２名，資料２－２－①－９） 

  教育内容の点検評価，教育点検システムに関する事項を審議 

 「学習・教育レビュー室」（教員５名，事務職員１名，資料２－２－①－１０） 

  教育内容の点検評価，水準の向上提案 

 「顧問会議」（９名，資料２－２－①－１１） 

  教育研究活動等の状況について本校が行う自己点検・評価の結果について提言 

 「教育モニター制度」（４名，資料２－２－①－１２） 

  公開授業の評価 

なお，各種委員会等会議開催回数一覧を資料２－２－①－１３に示す。 

 

資料２－２－①－１ 教育点検システム 

 

出典：本校Webサイト 
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資料２－２－①－２ 教務委員会議事録（抜粋） 

 
出典：教務委員会議事録 

 

資料２－２－①－３ 専攻科委員会議事録（抜粋） 

 

出典：専攻科委員会議事録 
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資料２－２－①－４ 運営委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－５ 総合企画室規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料２－２－①－６ ＦＤ委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－７ 教務委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料２－２－①－８ 専攻科委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－９ 自己評価委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－１０ 学習・教育レビュー室規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料２－２－①－１１ 顧問規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－１２ 教育モニター制度 

 

出典：本校Webサイト 
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資料２－２－①－１３ 各種委員会等会議開催回数一覧 

 

出典：総合企画室資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育課程全体を企画調整し，有効に展開するため，「総合企画室」や「ＦＤ委員会」などが機能

しており，その運営の方向づけと最終決定は，「運営委員会」が担っている。実際の運用にあたっ

ては，「教務委員会」や「専攻科委員会」が審議し，そのチェック機能を「自己評価委員会」，

「学習・教育レビュー室」や「顧問会議」などが担っている。 

 以上のことから，教育活動を有効に展開するための各種委員会などが適切に整備され，必要な活

動が行われている。 
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観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 科目間の連携は，まず，カリキュラムの設計にあたって「系統図」を作成することから始まる。

そのためには，それぞれの科目の学習・教育目標に対する位置づけおよび相互の関連を明確にする

必要がある。その検討は，大きなコンセプトを「教務委員会」並びに「専攻科委員会」で決め，そ

の後，各学科で詳細を検討し，再度それを前述の委員会に持ち寄り，整合性をとる作業を数回繰り

返して決定している。それをシラバスの冒頭に掲載（資料２－１－①－３）するとともに，各科目

のシラバスにも関連科目の欄を設けて示した（資料２－２－②－１）。 

 その系統図をベースに，各教員が具体的な授業内容を組み立てる。その際，公開されたシラバス

も参考にし，連携がスムーズにかつ教育効果が上がるよう，授業内容の改善を図っている。平成１

５年度からは公開授業（資料２－２－②－２，３）も実施されており，指導状況についても，教員

相互が直接確認できるシステムもある。 

 また，各教員は，定期試験が終わるごとに担当科目の「学習指導連絡票」（資料２－２－②－４）

を教務係経由でクラス担任に届け，クラス担任はそれらを参考に学生の指導を行うとともに，日常

の指導を通じて得られた情報などを，月２回，定例的に開かれる各学科の教室会議で適宜報告して

いる。必要な場合は週１回行われる「教務連絡会」あるいは「専攻科連絡会」で取り上げ，全学的

な検討が必要な場合は「教務委員会」や「専攻科委員会」で審議・検討するなど，改善のための検

討が日常的に行われている（資料２－２－①－２，３）。 

 また，カリキュラム改訂等の必要がある場合は「教務委員会」において検討することとしている。

なお，特別な検討が必要とされる場合，アドホックなタスクフォースを設けることもある。平成２

１年度は｢英語力向上タスクフォースII｣（資料２－２－②－５），「エンジニアリング・デザイン

教育プログラム検討ワーキンググループ」（資料２－２－②－６）が設けられ，平成２２年度に１

２項目の提言として答申された。そこでの答申を受け，専攻科修了要件の改正や教務委員会，専攻

科委員会等での検討が始まった（資料２－２－②－７）。 

 さらに，教養科目や専門科目の科目間相互の内容や年次配当のさらなる整合性をとることを念頭

に，「科目間調整会議」を設置し数学と物理に関して検討を行い，一般科目と専門科目の教員が連

携して教養科目と専門科目の整合性をもったカリキュラムとしている（資料２－２－②－８）。 
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資料２－２－②－１ シラバスの解説 

 

出典：本校Webサイト 
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資料２－２－②－２ 公開授業の案内 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料２－２－②－３ 公開授業レビュー会結果 

 
出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料２－２－②－４ 学習指導連絡票のサンプル 

 

※ 学生個人名はぼかしてある。 

出典：教務係資料 
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資料２－２－②－５ 英語力向上タスクフォースIIの設置 

 

出典：英語力向上タスクフォースII諮問 
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資料２－２－②－６ エンジニアリング・デザイン教育プログラム検討ワーキンググループの設置 

 

出典：エンジニアリング・デザイン教育プログラム検討ワーキンググループ諮問 
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資料２－２－②－７ 「英語力向上タスクフォースII」提言 

 

出典：英語力向上タスクフォースII答申 

 

  



徳山工業高等専門学校 基準２ 

- 60 - 

資料２－２－②－８ 理科系科目間調整会議（抜粋） 

 

出典：理科系科目間調整会議議事録 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教養科目や専門科目の科目間での整合性をとるため，「科目間調整会議」をはじめ，各会議が機

能的に働き，教員間の連携が適切に行われている。非常勤教員と専任教員の連携のための懇談会や，

公開授業制度など，教員間連絡ネットワーク組織が整備され，機能している。 

 以上のことから，一般科目および専門科目を担当する教員間の連絡が，機能的に行われている。 

 

観点２－２－③： 教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 準学士課程における学習指導上の問題およびホームルーム運営計画に対しては，教務主事を中心

とした「教務委員会」が，専攻科生については，専攻科長を中心とする「専攻科委員会」が専攻特

別研究担当教員と協力しながら，クラス担任や専攻科幹事の支援を行っている（資料２－２－③－

１）。 

 また，クラス担任については学年主任を中心とする「学年担任連絡会議」を行い，３主事と学年

主任による「主事担任連絡会」を毎月開催している（資料２－２－③－２）。３～５年生について

は学科主任を中心とする「教室会議」も教育活動を円滑に実施するための支援体制として機能して

いる。 

 生活面に関する問題では，本科生の場合，学生主事室または学生主事を中心とした「厚生補導委

員会」が，専攻科生に関する問題は「専攻科委員会」が統括している（資料２－２－③－３，資料

２－２－①－８）。なお，寮生の生活指導については，寮務主事を中心とした「学寮運営委員会」

が機能しており，実務的には寮務係がクラス担任と連絡を保ちながら，学生指導を支援している

（資料２－２－③－４）。さらに，学生の精神衛生上の問題や個人的な問題に対する相談を行う組

織として，「学生相談室」が設置されている（資料２－２－③－５）。その他，学生の進路を支援
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する全学的組織として，「キャリア教育支援室」が平成１６年１０月に設置された。本科生から専

攻科生まで各学年に応じた，キャリア教育支援プログラムが制定され，実行されており，低学年か

らの段階的なキャリア形成の支援を行っている（資料２－２－③－６）。キャリア教育支援室が設

置されたことにより，全学年にわたりクラス担任の負担が軽減された。 

 課外活動については，原則として全教員が顧問を務めており，必要に応じて，学生主事が中心と

なり，課外活動の指導に関する意見交換や調整を行うためのクラブ顧問会議や，クラブリーダー研

修会（資料２－２－③－７，８）などを通して，顧問教員の支援を行っている。なお，主に後援会

費によって，顧問教員の指導従事手当や引率旅費についての財政支援も行われている。また，平成

１７年度からはクラブ活動引率のためのレンタカー利用（資料２－２－③－９）も可能となり，顧

問教員の便宜が図られている。 

 これらの支援体制には，事務職員および技術職員５１名（非常勤職員を含む。）も含まれており，

教員と緊密な協力体制を取りつつ，全校一体となって運営されている。 

資料２－２－③－１ 学級担任の手引き 

 
出典：教務係資料 
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資料２－２－③－２ 主事担任連絡会議事録（抜粋） 

 

出典：主事担任連絡会資料 
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資料２－２－③－３ 厚生補導委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－③－４ 学寮運営委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料２－２－③－５ 学生相談室規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－③－６ キャリア教育支援室規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料２－２－③－７ クラブ顧問会議議事録 

 

出典：学生係資料 

 

資料２－２－③－８ クラブリーダー研修会実施概要 

 
出典：学生係資料 
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資料２－２－③－９ レンタカー使用要領 

 

出典：学生係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教員が行う教育活動を支援するため，人的・物的・経済的な面からさまざまな方策が採られてお

り，支援体制は十分に機能している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 時代に適合した複合学科を採用している 

・ 準学士課程と専攻科課程が１対１に対応している 
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・ 教育課程全体を企画・調整する役割を総合企画室が主として担っている 

・ 英語力向上タスクフォースII，エンジニアリング・デザイン教育プログラム検討ワーキン

ググループや科目間調整会議が効果的に機能している 

・ 教育制度改善に係るさまざまな試みや，JABEE認定にともなう質的保証の積極的な取り組み

がなされている 

（改善を要する点） 

特になし。 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 準学士課程は，機械電気工学科，情報電子工学科，土木建築工学科の３つの複合学科で構成され

ており，専攻科課程は準学士課程と１対１に対応する３つの専攻，機械制御工学専攻，情報電子工

学専攻，環境建設工学専攻で構成されている。本校の教育の目的は，「情報技術をベースに，それ

ぞれ得意とする複合技術を生かして，設計・開発を行う素養をもつ技術者」であり，学科／専攻の

構成は，教育の目的を達成するために適切なものとなっている。 

 本校には，これらの教育を支援する全学的な施設として「情報処理センター」「教育研究支援セ

ンター」および「テクノ・リフレッシュ教育センター」が設置されており，本校の教育の目的を達

成する上でそれぞれが重要な役割を果たしている。 

 教育課程全体を企画・調整する役割は総合企画室が主として担っており，ＦＤ委員会が役割を一

部分担している。また，その運営の方向づけと最終決定は，運営委員会が担っている。実際に審議

を行うのは，準学士課程は教務委員会，専攻科課程は専攻科委員会で，二つに共通する話題は教務

・専攻科合同委員会並びに科目間調整会議で検討が行われる。さらに，それを有効に展開するため，

学内では自己評価委員会，学習・教育レビュー室が，学外関係者では顧問会議がそれにあたってい

る。 

 教育活動を支援する体制としては，クラス担任の学生指導の支援を学生相談室やキャリア教育支

援室が担っている。また，各学年のクラス担任のなかに代表をおき，クラス担任と３主事の意見交

換ができる場を設けている。これらの支援体制には，事務組織も教員と緊密な協力体制を取りつつ，

全校一体となって運営されている。
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況） 

 一般科目は主として，教養科目としての国語や英語の語学，数学，物理，化学，生物学などの理

科系科目や，地理，歴史，政治経済学などの社会科学系科目によって構成され，それぞれの専門分

野を担当する専任教員１５名および非常勤教員２０名が，学習・教育目標に沿って，各分野に適切

に配置されている（資料３－１－①－１，２）。 

 「世界に通用する実践力のある開発型技術者をめざす人材の育成」の教育目的を達成するため，

学生の国際感覚を養い，視野を広げるためにも選択科目の幅を広げ，２年生では，書道，工芸，美

術，音楽などの芸術分野が選択できるように，また４，５年生では，西洋史，心理学，ドイツ語，

中国語などの幅広い人文系や言語などの選択科目，専門科目の基礎をつかさどる生物学，物理化学，

などの科目を配し（資料３－１－①－３），そのための教員が配置されている（資料３－１－①－

１，２）。 

 英語教育においては，世界に通用する人材の育成として，国際感覚ある英会話教育のために，ネ

イティブスピーカー３名の非常勤教員による英会話教育等を実施している。 

 国語については，実践力のある技術者としての素養を養い，コミュニケーション能力を高めるた

めに，４年生で日本語コミュニケーションの授業が行われている（資料３－１－①－３）。 

 専任教員と非常勤教員の教育連携を図るため，懇談会，非常勤教員向けの教育改善アンケート等

を行っている（資料３－１－①－４）。 

 実践力のある開発型技術者の育成のためには，基礎科目として数学や物理学の充実が重要であり，

一般科目の教員と専門科目の教員が相互に乗り入れ，系統的な授業がなされる工夫をしている。そ

の一例として，数学および物理のカリキュラム系統図と講義内容を資料３－１－①－５に示す。 
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資料３－１－①－１ 一般科目担当教員配置 

（専任教員） 

 

 

（非常勤教員） 

 

 

出典：総務課資料 
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資料３－１－①－２ 一般科目担当教員の専門分野一覧 

 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料３－１－①－３ 教養科目カリキュラム系統図 

 

 
 

出典：シラバス 
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資料３－１－①－４ 専任教員と非常勤教員の懇談会，教育改善アンケートの案内 

 

 
 

出典：教務係資料 
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資料３－１－①－５ 数学および物理のカリキュラム系統図と講義内容 
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出典：シラバス 
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（分析結果とその根拠理由） 

 一般科目担当教員の構成は，高等専門学校設置基準第６条第２項第３号に定められた専任教員１

４名の基準を上回る１５名により構成され，教育目的を達成するために工夫されたカリキュラムを

実施するために必要な科目と関連の深い専門分野を持つ専任教員および非常勤教員が適切に配置さ

れている。また，懇談会や，アンケートを用いた意見聴取などにより，専任教員と非常勤教員との

教育の連携が図られている。 

 以上のことから，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている。 

 

 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

 本校は「情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生かして，設計・開発を行う素養

をもつ技術者」を養成する三つの複合学科を有する。３学科合計で，専任教員４３名，非常勤教員

１２名が配置され，充実している（資料３－１－②－１，２）。 

 教育の目的のうち，「実践力のある開発型技術者の育成」に対しては，各科目に専門分野が近い

教員が授業を担当している。専任教員には，博士の学位を有するもの３７名のほか，技術士の資格

を有するもの４名が含まれる（資料３－１－②－１）。民間企業で技術開発に従事していた経歴を

もつ専任教員も１２名在籍している（資料３－１－④－９）。 

 実務や開発に詳しい徳山高専テクノ・アカデミア会員や技術士・一級建築士などを含む非常勤教

員１２名（資料３−１−②−２）が授業を担当し，専任教員と連携しながら専門教育を行っている

（資料３－１－①－４）。 
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資料３－１－②－１ 専門科目担当教員配置（専任教員） 
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出典：本校 Web サイト 
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資料３－１－②－２ 専門科目担当教員配置（非常勤教員） 

 

 

出典：総務課資料 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 専門科目担当教員の構成は，高等専門学校設置基準第６条第３項に定められた専任教員２２名を大

きく上回る４３名により構成され，教育目的に沿って実践的な開発型技術者の育成のために，学位は

もとより，技術士などの技術者資格を有する者や，民間企業で実務や技術開発に従事していた者など

が適切に配置されている。また専門科目担当教員のうち３５名が専任の教授および准教授であり，高

等専門学校設置基準第８条で定められている基準を十分に満たしている。 

教育目的を達成するために工夫されたカリキュラムを実施するために，必要な科目と関連の深い専

門分野を持つ専任教員および非常勤教員が適切に配置され，懇談会やアンケートを用いた意見聴取な

どにより，専任教員と非常勤教員との教育の連携が図られ，機能している。 

以上のことから，教育の目的を達成するために必要な専門科目担当教員が適切に配置されている。 
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 専攻科の授業は，外国人教員１名を含む専任教員５０名および非常勤教員により実施されている。

教員の専門研究分野と授業科目とは合致しており適切な配置である（資料３－１－③－１）。 

 非常勤教員は民間の実務経験者・技術者を中心に１８名が配置されている（資料３－１－③－

２）。 

 教育目的に沿って教育課程を遂行するため，専攻科授業を担当する教員と特別研究を担当する教

員の研究業績の基準を設けており，授業科目と密接な関連のある研究業績を有した教員が配置され

ている（資料３－１－③－３）。 

 

 

資料３－１－③－１ 専攻科担当教員配置（専任教員） 

 
 



徳山工業高等専門学校 基準３ 

- 81 - 
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出典：専攻科履修要覧 
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資料３－１－③－２ 専攻科担当教員配置（非常勤教員） 

 

 
 

出典：総務課資料 
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資料３－１－③－３ 専攻科の授業科目および特別研究を担当する教員について 

 

 
 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科の授業担当教員の基準と特別研究担当教員の研究業績の基準を設け，教員の専門性能力の

研鑽と研究能力水準の維持向上に努めるとともに，教育課程は，教員の専門研究分野と授業科目と

が合致するよう，適切な教員配置のもとに実施されている。 

 以上のことから，教育の目的を達成するために必要な専攻科の授業科目担当教員が適切に配置さ

れている。 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講

じられているか。 

（観点に係る状況） 

 平成２４年度における本校の教員年齢構成表（資料３－１－④－１）によれば，５０歳以上が２

９名とやや多くなっているものの，過去５年間で３０歳代の教員が１０名採用され，教員全体の平

均年齢は47.6歳となっており，経験豊富な教員と若手教員とのバランスがとれている。全教員にお

ける女性教員数の割合は8.8％（５名）となっている。女性教員を積極的に採用することは本校中

期計画（資料３－１－④－２）にも述べられており，平成２４年度には，女性教職員休養室を整備

するなど，積極的な対応をしている（資料資料３－１－④－３）。 

 教員の採用は公募を基本としており（資料３－１－④－４，５），多様な経歴を持つ教員が，本

校の将来計画をふまえ採用されるよう配慮がなされている。 

 現在，学位を有する専任教員は４３名であり，全体の75.4％である。そのうち，一般科目教員は

６名（資料３－１－①－２），専門科目教員は３７名（資料３－１－②－１）であり，専門学科に

関しては86.1％となっている。他にも，専門学科には技術士の資格を有する教員が４名いる（資料

３－１－④－６）。国際情勢や国際感覚を身につけるため，国際会議に参加する教員や，海外在住

の経験をもつ教員も多い（資料３－１－④－７，８）。企業等での勤務経験をもつ専任教員が1２

名（資料３－１－④－９），専任外国人教員も１名おり（資料３－１－②－１），教員の多様化と

国際化が図られている。 

 教員の教育や研究などの能力開発や改善については，１年単位でその年度の自己評価（年間職務

の自己評価）を行っており，自己研鑽に努めている（資料３－１－④－１０）。また，学習・教育

レビュー室が主体となって教員の公開授業を実施しており（資料３－１－④－１１），教員相互の

評価によって，より良い授業をめざして自己研鑽に努めている。 

 「開発型」教育を行うため，多くの教員が地域からの依頼による各種委員や講師の経験を積んで

おり（資料３－１－④－１２），技術相談や共同研究，受託研究を行っている（資料３－１－④－

１３）。 

 他高専・技術科学大学との人事交流が制度化され，平成２３年度までに，出向・受入れ合計で，

毎年２名以上の人事交流が実施されている（資料３－１－④－１４）。 
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資料３－１－④－１ 教員の年齢構成表（平成２４年４月） 

 

出典：総務課資料 

 

資料３－１－④－２ 女性教員の採用促進 

 

出典：本校第２期中期計画 

 

資料３－１－④－３ 女性教職員休養室 

 

出典：総務課資料 
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資料３－１－④－４ 教員選考規則 

 

 
 

 

出典：本校規則集 
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資料３－１－④－５ 平成２４年度教員採用および昇任の流れ 

 

 
 

出典：総務課資料 
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資料３－１－④－６ 技術士取得者一覧 

 

 

出典：総務課資料 
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資料３－１－④－７ 専任教員の国際会議等への参加状況（平成２３年度） 

 

 

出典：総務課資料 
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資料３－１－④－８ 専任教員の海外在住経験者一覧 

 

出展：総務課資料 

 

資料３－１－④－９ 民間の職歴を有する教員一覧（平成２４年４月１日現在） 

 

    専任教員（１２名） 

 

 

出典：総務課資料 
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資料３－１－④－１０ 教員の自己研鑽を促すための自己評価 
 

 

   以下省略 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料３－１－④－１１ 公開授業の実施例 

 

 

 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 

 

  



徳山工業高等専門学校 基準３ 

- 95 - 

資料３−１－④－１２ 地域の各種委員・講師の実績 

 

 
 以下省略 

出典：総務課資料 

 

 

資料３−１－④－１３ 技術相談の実績 

 

 

 

出典：地域連携推進係資料 
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資料３－１－④－１４ 他高専・技科大との教員人事交流の実績資料 

 

 
 

出典：総務課資料 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校の教育目標を達成するため，目的に適った教員の配置がなされている。すなわち，「世界に

通用する」教育を行うため，基本的素養を兼ね備えておく必要があることから，学校全体で学位の

取得をめざしており，全教員の３／４を超える４３名が学位を取得している。 

 また，世界のレベルを知り，国際情勢や国際感覚を身につけるため，国際会議への参加や，海外

在住の経験をもつ教員も多い。「実践力のある」教育を行うため，３８名の企業経験者（専任教員

１２名，非常勤教員２６名）や，技術士（専任教員４名）および各種資格取得者がいる。「開発型」

教育を行うため，多くの教員が地域からの依頼による各種委員や講師，共同研究や受託研究を行っ

ている。 

 さらに，本校の将来計画をふまえ教員組織を多様化・活性化させるために，公募による教員の採

用，外国人教員の採用，他高専・技術科学大学との人事交流を行っている。 

 以上のことから，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられている。 
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観点３－２－①： 全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価が行われているか。また，

その結果把握された事項に対して教員組織の見直し等，適切な取組みがなされて

いるか。 

（観点に係る状況） 

 教員の教育活動に関する定期的な評価体制の１つとして，学習・教育レビュー室による「授業ア

ンケート」がある。「授業アンケート」は，各科目とも年２回（半期科目は，中間と学期末，通年

科目は，前期末と学年末）実施され，集計結果は各教員に通知され授業改善に役立てられている

（資料３－２－①－１）。さらに，内部教員と外部の教育モニター参加による「公開授業」が計画

的に行われており，授業改善に役立てられている（資料３－１－④－１１）。 

 各教員は，自己評価委員会が定めた項目について「年間職務の自己評価」の提出が義務づけられ

ている（資料３－２－①－２）。授業アンケート結果なども含めた自己評価の内容は，自己評価委

員会によりチェックされ，校長が教員の採用計画等を立案する際の参考にしている。 

 これらの評価の結果を総合し，実施された教員組織の見直しの具体例として，土木建築工学科教

員退職後の教員採用を，授業の大半を非常勤教員に依存し，専任教員の不足が認められた保健体育

教員とした例を示す（資料３－２－①－２，３）。 

 

資料３－２－①－１ 授業アンケート集計結果の例 

 

 
 

以下省略 

出典：本校 Web サイト 
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資料３－２－①－２ 年間職務の自己評価（保健体育教員：抜粋） 

 
 

 

出典：自己評価委員会資料 
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資料３－２－①－３ 教員組織の見直しの例 

 

 
 

出典：運営委員会資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 全教員の教育活動に関する定期的な評価は，学習・教育レビュー室と自己評価委員会により行う

体制が整備され，「授業アンケート」や「公開授業」，「年間職務の自己評価」などを通して適切

に行われている。評価結果が個人にフィードバックされると同時に，校長による各教員からの学校

運営全般に対する意見聴取が行われており，教員の採用計画等に具体的に活かされている。 

 以上のことから，教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われている。また，教員組織の見直しにも活用されている。 

 

観点３－２－②： 教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用がなされ

ているか。 

（観点に係る状況） 

 専任教員の採用および昇格に関する選考については，公募を原則とする教員選考規則（資料３－

２－②－１）で定められており，所定の書類と面接結果をもとに，校長が指名した委員若干名によ

り構成した教員選考委員会で審議し，採用者を決定することとなっている。平成２４年度は，土木

建築工学科教員１名が公募により採用された（資料３－１－④－５）。 

 教員の採用は，全国の大学，高等専門学校，企業等に広く公募するほか，研究者人材データベー

ス（JREC-IN）や本校Webサイトでも公募要項を公表している（資料３－２－②－２）。 

 なお，非常勤教員の採用についても，公募を原則とする任用に関する内規（資料３－２－②－３）

が定められており，これに沿って選考が行われている。 
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資料３－２－②－１ 徳山工業高等専門学校教員選考規則 

 

 
 

 

出典：総務課資料 
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資料３－２－②－２ 教員の公募要項（例） 

 

 

 
 

 

出典：総務課資料 
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資料３－２－②－３ 非常勤講師の採用基準 

 

 
 

出典：総務課資料 
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（分析結果とその根拠理由） 

 専任教員の採用・昇任については，公募を原則とする教員選考規則が定められ，年度毎に適切に

運用されている。採用や昇任に際しては，高等専門学校設置基準に示された職位に応じての資格を

満たしていること，および模擬授業などにより教育面に関する考慮や評価も行っており，教育上の

能力も判定されている。 非常勤教員の採用についても公募を原則とする内規が定められ，適切に

運用されている。 

 以上のことから，教員の採用や昇格等に関する規定などが明確に定められ，適切に運用がなされ

ている。 

 

 

観点３－３－①： 学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者が

適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の教育活動に直接関わるのは，学生課および教育研究支援センターである（資料３－３－①

－１，２）。事務職員，技術職員等の教育支援者は，学生課に課長補佐１名，教務係５名，学生係

に４名，寮務係に３名の事務職員が配置されている。図書館に３名の職員（学生課兼務１名），情

報処理センターに２名の技術職員(教育研究支援センターと兼務)，教育研究支援センターに１０名

の技術職員が学生の勉学や実習等の支援を行うために配置されており，学生の教育を支援し教員を

補佐する体制が整備されている（資料３－３－①－３）。この他に専門学科に２名の助手が配置さ

れている（資料３－３－①－４）。 
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資料３－３－①－１ 徳山工業高等専門学校事務分掌内規（抜粋） 

 

 
 

出典：本校規則集 
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資料３－３－①－２ 教育研究支援センター規則（抜粋） 

 

 
 

出典：本校規則集 
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資料３－３－①－３ 教育研究支援センター組織図 

 

 
 

出典：教育研究支援センター資料 

 

資料３－３－①－４ 教職員現員 

 

 
 

出典：本校 Web サイト 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 事務職員，技術職員等の教育支援者が，教務係や学生係，寮務係，図書館，情報処理センター，

教育研究支援センター，専門学科等に適切に配置されている。 

 以上のことから，事務職員，技術職員等の教育支援者が適切に配置されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 非常勤教員についても公募を行っている。 

・ 専攻科授業および特別研究を担当する教員に研究業績の基準を設け，教員の専門能力の研鑽

と研究能力水準の維持向上に努めている。 

・ 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，実際に評価

が行われている。また，教員組織の見直しにも活用されている。 

（改善を要する点） 

特になし。 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 養成しようとする技術者教育を行うため，各学科／専攻のカリキュラムを構成する３～４の分野

別担当者は，いずれの学科／専攻においてもほぼバランスがとれており，教員が適切に配置されて

いる。一般科目では「世界に通用する」分野を担当しているが，それを構成する各分野に教員が適

切に配置されている。 

 専攻科では，専攻科を担当できる教員の資格基準が明確に定められており，４１名の専任教員が

特別研究を担当可能な基準を満たしている。また，目的とする技術者教育が行えるよう，各分野の

教員も適切に配置されている。 

 本校の教育目標を達成するため，目的に適った教員の配置がなされている。すなわち，「世界に

通用する」教育を行うため，学位を取得し，国際会議に参加する教員や，海外在住の経験をもつ教

員も多い。「実践力のある」教育を行うため，企業経験者や技術士および各種技術者資格取得者が

揃っている。「開発型」教育を行うため，多くの教員が地域からの依頼による各種委員や講師の経

験を積んでいる。また，共同研究や受託研究を行っている教員も多い。 

 教員採用は公募を基本としており，基準を設けて適切に行われ，昇格の基準も明確になっている。

非常勤教員についても同じく公募が行われている。また，高専・両技科大教員交流制度，内地，在

外研究員制度などを活用し，教員のブラッシュアップをめざし，積極的に交流を進めている。 

 教員の教育活動に関する定期的な評価は，学習・教育レビュー室と自己評価委員会により行う体

制が整備され，「授業アンケート」や「公開授業」，「年間職務の自己評価」などを通して適切に

行われ，教員組織の見直し等に具体的に活かされている。 

 事務職員，技術職員等の教育支援者が，図書館や情報処理センター，教育研究支援センター等に

適切に配置されている。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入

方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知され

ているか。また，将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表されているか。 

（観点に係る状況） 

（ａ）アドミッション・ポリシーの設定 

 本校のアドミッション・ポリシーは次のように明確に定められている。 

 

 【準学士課程入学者選抜・編入学者選抜】 

 入学者選抜の基本方針（アドミッション・ポリシー）は，本校の学習・教育目標（世界に通用す

る実践力のある開発型技術者をめざす）を達成できる能力をもった学生を入学させることであり，

具体的には次のような人材を求めている。 

・ 数学や理科の基礎学力が身についている人 

・ コミュニケーションの基礎を身につけ，信頼される技術者をめざしている人 

・ 勉学やクラブ活動などに意欲をもって取り組んでいる人 

・ ものづくりが好きで，社会の発展に役立ちたいと考えている人 

 

 【専攻科課程入学者選抜】 

 入学者選抜の基本方針（アドミッション・ポリシー）は，本校の学習・教育目標（世界に通用す

る実践力のある開発型技術者をめざす）を達成できる能力をもった学生を入学させることであり，

具体的には次のような人材を求めている。 

・ 複合分野の基礎となる基本的素養が身についている人 

・ コミュニケーションの基礎や倫理観が身についている人 

・ 実験・演習や卒業研究に意欲をもって取り組んでいる人 

・ ものづくりや研究開発で社会の発展に役立ちたいと考えている人 

 

（ｂ）アドミッション・ポリシーの周知・公表 

 上記アドミッション・ポリシーは求める具体的な人物像をより明確にわかりやすく示すために，

語句や表現等に関し従来のアドミッション・ポリシーに修正・加筆を行ったものであり，学生募集

要項に記載している（資料４－１－①－１）。それらに加え，本校Webサイト（入試情報）にも掲

載し，公開している（資料４－１－①－２）。 

 教職員にはそれらの募集要項を配布するとともに，教員会議や各学科教室会議等により，随時周

知している（資料４－１－①－３）。 

 社会に対しては，準学士課程と専攻科課程の入試を主たる対象に，下記のように多くの機会を利

用して，学生の受け入れ方針を説明している。４年次の編入学については請求に応じて募集要項の

送付を行っている。 

 

①準学士課程入試関係 

1)中学校訪問（中学校前年度進学担当者等が対象） 
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・ 前期の中間試験結果が出揃った７月上旬前後に，学生の出身中学校を教務主事および主事補

の教員が訪問する 

・ 入学後の学習状況やクラブ活動等の状況をもとに前年度進学担当者等と懇談を行う 

・ 中学校側の進路指導や本校での学習・生活指導に役立てている（資料４－１－①－４） 

2)中学校主催高校説明会（中学生，保護者，中学校教員が対象） 

・ 中学校からの要請により近隣高校と合同で開催される 

・ ３年生や保護者等に学校の概要や入試の状況等の説明を行っている（資料４－１－①－５） 

3)校内見学会（中学生，保護者，中学校教員が対象） 

・ ８月と１１月の年２回，中学生を対象とした校内見学会を実施している（資料４－１－①－

６） 

・ 中学校教員を対象に進路担当者意見交換会・進路担当者進学説明会を実施している。延べ約

４０名の参加がある 

・ 中学生保護者を対象に入学試験Ｑ＆Ａを開催している。約１５０名の参加がある 

4)進学説明会（中学校進学担当者が対象） 

・ 本校並びに県内，県外の中学校を対象として，本校の概要や学生募集要項の説明，入学まで

の諸手続き等の説明を行っている（資料４－１－①－７） 

 

②専攻科入試関係 

1)キャリアガイダンス（準学士課程学生対象） 

・ ５月下旬に，準学士課程学生を対象としたキャリアガイダンスで専攻科の進学に関する説明

を行っている（資料４－１－①－８） 

2)専攻科説明会（保護者対象） 

・ １０月下旬あるいは１１月上旬の保護者会で，保護者を対象に約１時間，専攻科の説明会を

開いている 

・ 配付資料をもとに，専攻科の概要や現況を中心に専攻科の紹介をしている（資料４－１－①

－９） 

・ 例年，約５０名の保護者が参加している 

3)専攻科説明会（準学士課程学生対象） 

・ １２月中旬に，準学士課程学生を対象に約１時間，専攻科の説明会を開いている 

・ 配付資料をもとに，専攻科の概要や現況，JABEEや入学試験と専攻科の紹介をしている（資料

４－１－①－１０） 

・ 例年，４年生を中心に４０～５０名の学生が参加している 

 

（ｃ）アドミッション・ポリシー公開資料 

・ 学生募集要項・入学案内 

・ 編入学生募集要項・入学案内 

・ 専攻科学生募集要項 

・ 本校Webサイト 
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資料４－１－①－１ アドミッション・ポリシー 

 

出典：専攻科学生募集要項 

 

資料４－１－①－２ アドミッション・ポリシー 

 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料４－１－①－３ アドミッション・ポリシーの一部改正 

 

 

 

 

出典：運営委員会資料 
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資料４－１－①－４ 中学校訪問記録 

 

出典：教務係資料 

 



徳山工業高等専門学校 基準４ 

 

- 114 - 

資料４－１－①－５ 中学校主催進学説明会 

 

出典：教務係資料 
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資料４－１－①－６ 校内見学会 
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出典：教務係資料 
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資料４－１－①－７ 進学説明会 

 

出典：教務係資料 
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資料４－１－①－８ キャリアガイダンス（準学士課程学生対象）資料（抜粋） 

 

出典：説明会資料 
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資料４－１－①－９ 専攻科説明会（保護者用）資料 

 

出典：説明会資料 
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資料４－１－①－１０ 専攻科説明会（（準学士課程学生対象）資料 

 

 

出典：説明会資料 
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（分析結果とその根拠理由）  

・ 募集要項に，アドミッション・ポリシーが明確に示されている 

・ 教員に対する周知は，募集要項の配布や教員会議，各学科教室会議により随時行われてい

る 

・ 学校要覧，学生募集要項・入学案内は中学校を中心に配布され，本校Webサイト，校内見

学会等を通じても社会に対して広く公表している 

 以上のことから，本校のアドミッション・ポリシーは明確に定められており，学校の教職員に適

切に周知され，将来の学生を含めた社会に理解されやすい形で公表されている。 

 

 

観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

  本校のアドミッション・ポリシーにおける具体的人物像は，次のとおりである。 

 【準学士課程入学者選抜・編入学者選抜】 

・ 数学や理科の基礎学力が身についている人 

・ コミュニケーションの基礎を身につけ，信頼される技術者をめざしている人 

・ 勉学やクラブ活動などに意欲をもって取り組んでいる人 

・ ものづくりが好きで，社会の発展に役立ちたいと考えている人 

 

 【専攻科課程入学者選抜】 

・ 数学や理科の基礎学力が身についている人 

・ コミュニケーションの基礎を身につけ，信頼される技術者をめざしている人 

・ 勉学やクラブ活動などに意欲をもって取り組んでいる人 

・ ものづくりが好きで，社会の発展に役立ちたいと考えている人 

 

 上記の本校が求める人物像の各項目について，推薦選抜並びに学力選抜ごとに，準学士課程並び

に専攻科課程においてどのように選抜方法を対応させているかを資料４－２－①－１に示す。また，

それらの詳しい実施状況を以下に示す。このように，入学者選抜はアドミッション・ポリシーを反

映して，適切に行われている。 

 

（ａ）準学士課程１年次への入学試験 

①推薦による選抜 

・ 中学校長から推薦のあった者に対して一般面接，適性面接および作文を課し，推薦書並びに

調査書を併せて評価し，入学試験委員会で合格者を決定する（禁帯出：推薦書，調査書の配

点の総合得点の表） 

・ クラブ活動等の特別活動を積極的に行い，活躍している者については，優先的に選抜してい

る。なお，推薦基準は学生募集要項に明記している 

②学力検査による選抜 

・ 学力検査による選抜は，学力試験の成績と調査書の成績の合計を基本データとして，入学成
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績総合で判断している 

・ 数学の試験成績は２倍，英語と国語はそれぞれ１.５倍の傾斜配点を行っている。このこと

は，進学説明会等で説明することで，受験生および中学校に周知している（資料４－１－①

－４〜７） 

（ｂ）準学士課程４年次への編入学試験 

・ 学力検査および面接を課し，編入学試験選考会議で合格者を決定している（禁帯出：編入学

試験選考会議議事録） 

（ｃ）専攻科課程への入学試験 

① 推薦による選抜 

・ 高等専門学校長や短期大学長，専修学校長から定められた基準に基づいて推薦のあった者に

対して行っている 

・ 推薦書・調査書・成績証明書並びに卒業研究計画書に基づく口頭試問および面接の結果をも

とに，総合評価を行っている 

・ 合否の判定は，校長，専攻科長，教務主事，専攻科幹事，学科主任による専攻科入試選考会

議で行っている（禁帯出：専攻科推薦入試選考会議議事録） 

② 学力検査による選抜 

・ 学力検査（数学，英語，専門科目（６科目から３科目を選択））および面接を行い，調査書

・成績証明書と併せて総合評価を行っている 

・ 合否の判定は，合格最低基準を設定し，専攻科入試選考会議で行っている。（禁帯出：専攻

科学力入試選考会議議事録） 

③ 社会人特別選抜 

・ 所属する機関の長の推薦を受けた者に対し，推薦書・調査書・成績証明書等に基づく面接の

結果をもとに，総合評価を行っている 

・ 合否の判定は専攻科入試選考会議で行うこととしている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



徳山工業高等専門学校 基準４ 

 

- 123 - 

資料４－２－①－１ アドミッション・ポリシーと入試選抜方法の対応 

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

・ 入学者の選抜は，準学士課程，専攻科課程とも推薦および学力試験で行っており，アドミッ

ション・ポリシーの具体的な項目とそれらの選抜方法を対応させ，入学者を選抜している。 

 以上のことから，入学者選抜は，アドミッション・ポリシーに沿って，適切な学生の受け入れ方

法が採用されており，適切に実施されている。 
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観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選

抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況）  

・ 平成１８年度以降の，準学士課程と専攻科課程の入試における，志願者数などのデータを資

料４－２－②－１に示す。準学士課程では，倍率が次第に低下の傾向にある。これは山口県

における１５歳人口の減少によるところが大きいと考えられる。１５歳人口に対する志願者

数の割合（約3％）にはほとんど変化はなく，全国平均（約1.5％）を大きく上回っており，

志願倍率は依然として３倍以上を維持している。また，推薦志願者数も約80名（定員は120名）

と高レベルを維持している。専攻科課程の志願者数は，年々増加の傾向にあり、定員（12名）

を大きく上回っている 

・ 資料４－２－②－２に，平成１８年度以降の準学士課程における留年，および専攻科課程に

おける学位取得とJABEE認定プログラム修了の状況を示す。これからわかるように，平均留年

率は3％以下と極めて低いレベルにある。また，専攻科課程修了者全員が学士の学位を取得し

ている。またJABEE認定についても，専攻科課程修了生中１名を除き，ほぼすべての学生が

JABEE認定プログラムを修了している。このことは，学生が本校の教育方針に合致し，適応し

ていることを示す 

・ 資料４－２－②－３に，入学直後の定期試験と，その入学生の４年次学年末成績分布を，推

薦による入学者，学力による入学者別に示している。どちらにおいても推薦による入学者の

成績が学力による入学者の成績を上回っており，適切な推薦選抜が実施されていることがわ

かる 

・ 資料４－２－②－４に，学習到達度試験の状況を示している。これからも推薦による入学者

がよい成績を収めていることがわかる。また，受験項目数が異なるため厳密ではないが，数

学，物理ともに全国平均に比べ偏差値53～54と推測できる。このことより，特段優れている

とは言えないまでも，数学，物理の基礎的素養を身につけた（アドミッション・ポリシーに

沿った）学生が入学しているということができる 

・ 本校では，全学生を対象に本科１年から３年には英語能力テスト(ACE)を，４年から専攻科２

年にはTOEIC IPテストを毎年実施している。これには学年ごとに目標点を設定している。資

料４－２－②－５にその目標点と，平成２３年度に実施したACEとTOEICの平均スコアを示す。

これからわかるように，ACEについては１年から３年の全ての学年において学年の60％以上，

特に１，２年では80％以上の学生が目標点をクリアしている。これにより，英語力について

もその基礎を身につけた学生が入学しているといえる。４，５年については目標（学年の

60％）達成には届かないものの，TOEICスコアの平均点は目標をクリアしている。専攻科につ

いては，資料４－２－②－６に，専攻科修了時のTOEICベストスコアの分布を示している。ま

た資料４－２－②－７に，専攻科入学時におけるTOEICスコアの平均点を示す。これからも

年々，専攻科入学生の英語力が向上していることが見てとれる。これは平成２１年度に「英

語力向上タスクフォースⅡ」（資料４－２－②－８）を立ち上げ，これまでの英語教育を見

直すとともに，英語力向上に真剣に取り組んできた成果と思われる。これらのことは専攻科

課程においても，コミュニケーション能力の基礎（英語力）を身につけた学生が入学し，さ

らに改善され続けていることを示す 
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資料４－２－②－１ 準学士課程と専攻科課程の入試志願者数などのデータ 

 

 

出典：教務係資料 

 

 

資料４－２－②－２ 準学士課程の留年等状況と専攻科課程の学位取得・JABEEプログラム修了状況 

 

 

出典：教務係資料 
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資料４－２－②－３ 高専在学中の成績の変化 

 

 

出典：教務係資料 
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資料４－２－②－３ 高専在学中の成績の変化 

 

 

出典：教務係資料 
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資料４－２－②－３ 高専在学中の成績の変化 

 

 

出典：教務係資料 
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資料４－２－②－３ 高専在学中の成績の変化 

 

 

出典：教務係資料 
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資料４－２－②－３ 高専在学中の成績の変化 

 

 

         出典：教務係資料 
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資料４－２－②－４ 学習到達度試験（数学）の状況 

 

 

 

出典：教務係資料 
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資料４－２－②－４ 学習到達度試験（物理）の状況 

 

 
 

出典：教務係資料 
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資料４－２－②－５ ACEとTOEICのスコア（準学士課程） 

 

学年ごとの英語資格スコア・取得目標（要 60％以上達成） 

  
TOEIC 

スコア 
実用英検 工業英検 ACE 

専攻科 2 年 470 2 級 2 級 参考(590) 

専攻科 1 年 400 2 級 3 級 参考(540) 

5 年 350 2 級 3 級 参考(500) 

4 年 330 準 2 級 3 級 参考(470) 

3 年 （310） 準 2 級 4 級 450 

2 年 (290) 準 2 級 4 級 420 

1 年 (250) 3 級 4 級 400 

 

 

 

出典：教務係資料 

 

 



徳山工業高等専門学校 基準４ 

 

- 134 - 

資料４－２－②－６ TOEICスコア（専攻科課程） 

 

 

出典：教務係資料 
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資料４－２－②－７ 専攻科入学時における TOEIC 平均スコア 

 

出典：専攻科関連資料 

 

資料４－２－②－８ 英語力向上タスクフォース II の設置 

 

出典：英語力向上タスクフォース II 諮問 
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（分析結果とその根拠理由） 

 実際に入学した学生がアドミッション・ポリシーに沿っていたかを，準学士課程については留年

生数の状況や定期試験成績，学習到達度試験成績，英語一斉試験成績（ACEスコア）の状況，専攻

科課程については学士・JABEE認定プログラムの取得状況やTOEICスコアの状況により検証している。

その結果，準学士課程，専攻科課程ともに，ほとんどの学生は本校が求めるアドミッション・ポリ

シーに沿った学生であり，その選抜方法は適切であることを示している。推薦選抜と学力選抜の比

較においても，入学後の成績において有意な差が認められることから，推薦選抜についてもアドミ

ッション・ポリシーに沿って適切に実施されているといえる。 

 以上のことから，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が適切に実施されている。 
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていない

か。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定員と

実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

（ａ）入学定員と実入学者数 

・ 準学士課程においては過去６年間大幅に定員を超える，または下回る状況にない（資料

４－３－①－１） 

・ 専攻科課程においては，定員を大幅に超える入学者を受け入れている（資料４－３－①

－２）。これを改善するための取組として，推薦入試におけるTOEICスコア最低基準の設定

や面接試験における採点方法の見直し，学力入試における合格最低点の見直し等を行ってき

た（資料４－３－①－３）。これにより，徐々にではあるが定員の大幅な超過が改善されつ

つある 

 

（ｂ）専攻科において，入学者が多いことに対する状況 

①施設・設備 

・ 専攻科棟の講義室（２４名収容）３室に加え，テクノ・リフレッシュ教育センター多目的研

修室，ICT教室，情報処理センターなど，大人数収容の施設が利用可能である 

・ 各研究室には，自由に使用できる机やパソコンなど，学習環境が整備されている 

・ 特別研究は，各指導教員のもとに配属され，教員とコミュニケーションがとれる形で実施し

ている 

②教員数等 

・ 専攻科生は，現在，１・２年生合わせて６８名（定員は２４名）在籍しているが，専攻科の

授業を担当する資格のある専任教員は５０名であり，特別研究を指導する資格のある専任教

員も４１名と十分な教員数を確保しており，教員の負担が過重になることはない 

③修了要件と学位取得者 

・ 専攻科を修了するためには６６単位以上（必修単位４４単位（教養基礎科目１６単位，専門

基礎科目８単位，専門科目２０単位），選択科目２２単位以上（専門基礎科目２単位，専門

科目２０単位以上，専門科目のうち総合科目を４単位以上））を修得することが必要で，必

修科目は必ず修得しなければならない（平成２４年度専攻科入学生）（資料４－３－①－４） 

・ 平成１８年度以降，専攻科生のすべてが専攻科を修了し，大学評価・学位授与機構から学士

の認定を受けている。また１名を除き，その他の全員がJABEE認定プログラムを修了してい

る（資料４－３－①－５） 
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資料４－３－①－１ 学科別志願者状況の推移 

 

 

出典：教務係資料 

 

資料４－３－①－２ 専攻科志願者状況の推移 

 

 

出典：教務係資料 
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資料４－３－①－３ 専攻科入試委員会議事録（抜粋） 

 

 

出典：専攻科入試委員会資料 
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資料４－３－①－４ 専攻科修了要件 

 

 
 

出典：専攻科履修要覧 

 

資料４－３－①－５ 学位取得者数と JABEE 認定プログラム修了者数の推移 

 

出典：教務係資料 
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（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程 

・ 入学者定員と比して過不足のない優秀な学生が志願し，入学している 

専攻科課程 

・ 入学者数が定員を大幅に超えてはいるが，施設・設備面，教員数等の面で支障はなく，学生

の学業に対する不利益はない 

・ 平成１８年度以降，専攻科生全員が修了要件を満たし，専攻科課程を修了している 

・ 平成１８年度以降，専攻科課程修了生全員が学士を取得しており，十分な教育が行われてい

る 

・ 平成１８年度以降，専攻科課程修了生１名を除き，その他の全員がJABEE認定プログラムを

修了しており，十分な教育が行われている 

・ 定員超過に対する取り組みとして，推薦入試におけるTOEICスコア最低基準の設定や面接試

験における採点方法，学力入試における合格最低点の見直し等の改善を行ってきた。これに

より，徐々にではあるが定員の大幅な超過が改善されつつある 

 以上のことから，準学士課程では定員を大幅に超える，または大幅に下回る状況にはなっておら

ず，専攻科課程では，定員を大幅に超える入学者を受け入れているものの，十分な教育が実施され

ており，また，定員の大幅な超過を改善するための取組みが適切に行われている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

特になし。 

（改善を要する点） 

 特になし。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 アドミッション・ポリシーは，入試関係資料に示されている。教員に対する周知は，教員会議，

各学科教室会議により随時行われており，中学校および社会一般に対しては，学校要覧，学生募集

要項，入学案内の配布，学校訪問，Webサイト，校内見学会の開催を通じて公表している。 

 入学者の選抜は，準学士課程並びに専攻科課程とも推薦および学力試験で行っており，アドミッ

ション・ポリシーに対応した選抜方法により入学者を選抜している。 

 また入学後の定期試験成績，学習到達度試験成績，英語一斉試験成績等の追跡調査を通して，ア

ドミッション・ポリシーに沿った学生が入学しているかの検証を行っており，選抜方法等の改善に

役立てている。 

 入学者数については，準学士課程において，定員に比して過不足のない優秀な学生が入学してい

る。志願者数は減少の傾向にあるが，１５歳人口（中学校卒業生数）に対する志願者数の割合に変

化はなく，高い倍率を維持している。また，推薦選抜における志願者数は安定しており優秀な学生

が志願している。専攻科課程において，入学者数が定員大きく上回ってはいるが，学生の学業に対

する不利益は全くなく，平成１８年度以降，専攻科課程の修了生は全員が学士を取得している。ま

た専攻科課程の修了生１名を除き，その他の全員がJABEE認定プログラムを修了しており，十分な

教育が行われている。更に，定員超過に対する取り組みとして，推薦入試におけるTOEICスコア最
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低基準の設定や面接試験における採点方法の見直し等の改善を行っており，徐々にではあるが定員

の大幅な超過が改善されつつある。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程が体

系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣

旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

 

（ａ）教育課程の体系 

・ 本校では，専門３学科で準学士課程と専攻科課程が１対１に対応していることから，準学士

課程における５年間の一貫性や整合性に留意するとともに，専攻科課程の２年間も考慮し，

各学科/各専攻特有の複合技術をどのように修得させるかを念頭に置いて教育課程を編成し，

学習・教育目標の達成をめざしている 

・ 科目間において整合性を考慮し，全ての一般教育科目および，専門教育科目の授業科目系統

図を整理し，学生に提示するとともに，シラバスを年次更新し，講義内容の改訂を行ってい

る（資料５－１－①－１，２） 

・ 科目間調整会議を設置して，数学，物理科目の調整を行うことで，教養科目と専門科目との

整合性に留意した教育課程としている（資料５－１－①－３） 

 

（ｂ）授業科目の妥当性 

・ 全専門学科の共通科目である数学，物理，化学･生物，国語，英語の系統図と講義内容，並び

に各専門学科の創造系科目の系統図と講義内容を示し，科目ごとに，各学年で学習する内容

を提示している（資料５－１－①－４） 

・ 学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の関連を一般科目，および専門学科ごとに

作成し，計４枚の系統図にまとめた（資料５－１－①－１）。その際，専攻科課程も含めて

作成することで，複合技術を修得するための授業進行を明確に示している 

・ 各複合技術は複数の分野で構成されており（資料５－１－①－５），その分野ごとに学年進

行にしたがって開設科目を定めている。その際，各分野に関連する共通科目や他の分野の専

門科目の開設状況との整合性に留意している 

・ 各科目に対して学習・教育目標ごとに色分けすることで明示し，授業科目が教育目標を達成

するように構成されていることを把握できるように配慮している（資料５－１－①－１） 

・ 各授業科目の講義内容を記載したシラバスに，教育目標のどの項目に対応しているか示して

いる（資料５－１－①－６） 
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資料５－１－①－１ 全授業科目カリキュラム系統図（教養科目，各学科／各専攻） 
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出典：シラバス  
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資料５－１－①－２ シラバス入力システム（シラバス編集フォーム） 

 

 

出典： 本校 Webサイト（学内限定） 
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資料５－１－①－３ 科目間調整会議議事録 

 

 

 

 

出典：理科系科目間調整会議議事録 
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資料５－１－①－４ 数学系統図と講義内容 

 

出典：シラバス 
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資料５－１－①－５ 各学科／専攻科紹介 
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出典：シラバス 
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資料５－１－①－６ 教育目標のシラバス対応（抜粋） 

 

 
 

出典：シラバス 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 各学科の教育課程の内容は，それぞれの分野における複合技術の修得と，６つの学習・教育目標

を満足するよう設計されており，到達目標が達成できるように工夫されている。教養科目と各専門

分野で科目系統図を作成し，各科目の果たす役割を分かりやすく示している。 

 以上のことから，授業科目は，本校の教育目的に添って体系的に配置されており，教育の目的を

達成するために適切なものとなっている。 
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観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況） 

 学習・教育目標を達成する上で，多様な学習機会を望む学生からのニーズや実践力・国際性を求

める企業からの要請に応えるため，教育課程において，多様な教育機関での学習機会の提供，資格

取得の推進，就業意識の醸成や国際性の涵養の取り組みが必要とされる。本校では，以下の幅広い

教育に取り組んでいる。 

 

（ａ）多様なニーズへの対応 

・ 徳山大学，広島大学総合科学部，グリフィス大学工学部，チェコ工科大学と学術協力協定を

締結している（資料５－１－②－１） 

・ 徳山大学との単位互換制度を実施している（資料５－１－②－２） 

・ 外部資格取得など，特別学修による単位認定をしている（資料５－１－②－３） 

・ ２年次および４年次でのインターンシップを実施し，単位認定している（資料５－１－②－

４，５） 

・ 海外研修奨学生制度を実施し，単位認定している（資料５－１－②－６） 

 

 （ｂ）補充教育 

・ 学内外での教養科目関連の講座の開設を行っている（資料５－１－②－７）      

 

 （ｃ）国際的な技術者養成のための取り組み 

・ 世界で活躍できる技術者の養成は，多くの企業からの要請であり，本校では英語学習を世界

に通用する基礎コミュニケーション能力向上策の一つとして位置づけ，英語教育を推進して

いる（資料５－１－②－８） 

・ 本科１～３年生にはACE（Assessment of Communicative English），本科４，５年生と専攻

科生にはTOEICを活用し，英語能力の向上と評価を行っている（資料５－１－②－９） 

・ 平成２２年度より，英語の授業改善の一環として英語多読・多聴のプログラムを授業内外で

取り入れ，約3,000冊の多読用教材および，多聴用の英語教材を整備し，学生に提供し活用し

ている（資料５－１－②－１０） 

・ 国際性を養成する一環として，英語以外の外国語授業（選択科目）として中国語，中国文学，

ドイツ語を開講している（資料５－１－①－１） 
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資料５－１－②－１ 協定書覚書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：各協定書覚書 
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資料５－１－②－２ 協力協定運営会議議事録 

 

 

出典：協力協定運営会議議事録 
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資料５－１－②－３ 外部資格単位認定状況 

 

 

 

出典：教務係資料 
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資料５－１－②－４ インターンシップ実施状況（抜粋） 

 

 

 

出典：教務係資料 
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資料５－１－②－５ インターンシップ報告会プログラム 
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出典：各科担任資料 
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資料５－１－②－６ 海外研修奨学生募集要項 

 

 

 

出典：教務係資料 
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資料５－１－②－７ 高専夢広場活動案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：高専夢広場 Web サイト 

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 

- 163 - 

 

資料５－１－②－８ 英語系統図

 

 

出典：シラバス 
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資料５－１－②－９ 本科４，５年生 TOEIC スコアの年度推移 

 

 

 

出典：英語科資料 
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資料５－１－②－１０ 本校の多読授業風景 

 

 

 

出典：関西多読新人セミナー資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生の多様なニーズや社会の動向等に対応するため，国内外の他大学との協定や単位互換，外部

資格取得などによる単位認定やインターンシップの実施により，幅広い教育を展開している。また，

補充教育により，広範な学習機会を与えている。 

 国際性涵養の一環として，授業内外で英語多読・多聴を取り入れることで，英語教育の充実を図

り，成果を挙げてきている。 

 以上のことから，本校では学生の多様なニーズや社会の要請に配慮し，それに対応している。 
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況） 

 

（ａ）授業形態のバランス 

 本校の学習・教育目標は（Ａ１）～（Ｃ２）と６項目あり，それを実現するため，それぞれ次の

ような授業形態をとっている（資料５－１－①－１）。 

（Ａ１）「複合分野の基礎となる基本的素養」に関連する科目は，教養科目の全学年と専門学

科の主として低学年において，修得する技術を構成する３～４分野すべてにおいて開設されてお

り，講義形式で行われている。 

（Ａ２）「国際理解や技術者倫理とコミュニケーション能力」に関連する科目は，教養科目の

全学年で開設されており，講義や演習形式で行われている。 

（Ｂ１）「情報技術をベースに，実体験を通しての表現力」に関連する科目は，どの学科も全

学年で開設されており，多くの科目で実験・演習の形式が採られている。 

（Ｂ２）「自主性・自立性」に関連する科目は，工学セミナーと卒業研究が該当しており，実

験・演習科目である。 

（Ｃ１）「複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力」に関連する科目は，専門学

科の主として高学年において，修得する技術を構成する３～４分野すべてにおいて開設されてお

り，講義形式で行われている。 

（Ｃ２）「課題を把握し解決する力」に関連する科目は，創造演習や校外実習などが該当して

おり，多くは演習科目である。 

これらをまとめると，次のようになる。 

・ 学習・教育目標に適した授業形態がそれぞれとられている 

・ 専門科目ではどの学科も，実験・演習で行っている科目の割合が約４割を占めている 

・ 実験・演習形式で行っている科目は，どの学科も全学年でまんべんなく開設されている 

 

（ｂ）学習指導法の工夫 

（Ａ１）複合分野の基礎となる基本的素養の涵養 

・ 専攻科生がＴＡ（ティーチング・アシスタント）として１年生の数学演習を担当している。

これは，初学年段階でのつまずき防止と授業で学習したことを演習で定着させることを目的

としている。学習者の視点に近い指導は，初学者の質問を促し，技術者教育の基礎としての

数学の基礎学力充実に貢献している（資料５－２－①－1） 

（Ａ２）コミュニケーション能力の向上 

・ 平成２２年度より，英語の授業改善の一環として英語多読・多聴のプログラムを授業内外で

取り入れ，現在，約3,000冊の多読・多聴用の教材を整備し，自由に英語担当教員の研究室お

よび図書館で貸し出し可能となっている。ACE（本科１～３年対象）やTOEIC（本科４年～専

攻科２年対象）スコアの上昇として，その成果が現れ始めている（資料５－１－②－９） 

・ 日本語コミュニケーションでは，実践・実作を通して，各自がコミュニケーション能力を向

上させるための授業を実施している（資料５－２－①－２） 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 

- 167 - 

（Ｂ１）情報技術をベースに，実体験を通しての表現力の涵養 

・ 機械電気工学科では，電気・電子・情報系の科目に使用するＰＩＣ演習ボードを製作し，

演習に活用している（資料５－２－①－３） 

・ 情報電子工学科では，低学年からのコンピュータ教育に利用するための教育用コンピュータ

を開発し，活用している（資料５－２－①－４）。また，高学年用に演習用マイコンボード

を開発し，コンピュータシステム実験を実践している（資料５－２－①－５） 

・ 土木建築工学科では，電子図面作成に必要なＣＡＤ教育，企画書作成やプレゼンテーション

を効率良く行うために必要なプログラム技術を演習中心で展開している（資料５－２－①－

６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 

- 168 - 

資料５－２－①－1 ＴＡと数学演習の授業時間割（抜粋） 

 

 
 

出典：平成２４年度前期授業時間割 
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資料５－２－①－２ 日本語ミュニケーション 

 

出典：シラバス 
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資料５－２－①－３ コンピュータ制御シラバス 

 

 

 

出典：シラバス 
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資料５－２－①－４ 教育用コンピュータＴｅＣ 

 

 

出典：教育用コンピュータＴｅＣ Webサイト 
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資料５－２－①－５ コンピュータシステム実験指導書 

 

 

 

出典：平成２４年度コンピュータシステム実験指導書 
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資料５－２－①－６ ＣＡＤ教育，プログラミング教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：シラバス 
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（分析結果とその根拠理由） 

 学習・教育目標に適した授業形態がとられ，カリキュラムが編成されている。専門科目ではどの

学科も，実験・演習形式で行っている科目の割合が約４割を占めており，また，実験・演習形式で

行っている科目は，どの学科も全学年でまんべんなく開設されている。学習・教育目標（Ａ１）

（Ａ２）（Ｂ１）に関し，学習指導上の工夫がなされ，実践されている。  

 以上のことから，教育の目的に照らして授業形態のバランスは適切であり，学習指導法の工夫も 

なされている。 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，教

育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用されて

いるか。 

（観点に係る状況） 

（ａ）シラバスの作成 

・ シラバスの全体像を紙媒体として配布し，各授業科目のシラバスは，Webサイト上に掲載し，

学生がどこからでも参照できるようにしている。授業科目毎に授業内容のシラバスを紙媒体

で配布している（資料５－２―②－１,２） 

・ 学習・教育目標や養成しようとする技術者像，具体的到達目標や各学科／専攻で修得する技

術など，本校の教育理念をシラバスにまとめて示している 

・ 授業科目毎のシラバスは，Webサイト上で統一された書式に必要事項を記入するようにしてお

り，統一した形式で表示，印刷出力できるようになっている（資料５－１－①－２） 

・ シラバスは，学習・教育レビュー室によりチェックを受け，必要な事項が適切に記入されて

いることを確認している 

・ 各試験結果を記入する欄や資格への道しるべ，JABEEに関する内容，授業時数や年間行事予定

表など，学生生活に必要な事項を示し，学生に活用を促す工夫を行っている 

（ｂ）シラバスの活用状況 

・ 年度当初の学年ごとに行われるオリエンテーションにおいて，新年度のシラバスを用いてそ

の使い方について解説を行い，利用を促している（資料５－２－②－３） 

・ 授業科目の第１回目に担当教員がその授業のシラバスを配布し，コースガイダンスを行って

いる 

・ 学生が十分に活用しているとは言い難い状況にあるが，さまざまな機会にシラバスを活用す

るよう指導をしている（資料５－２－②－４） 

・ 教員は，作成したシラバスを学習・教育レビュー室でチェックを受け，また，学生への説明

を行うことになっており，シラバスの重要性の認識は高い（資料５－２－②－５） 

（ｃ）学修単位の表記と対応 

・ ４，５年の科目のほとんどに学修単位を導入しているが，学生便覧，シラバスに詳細に解説

し，年度当初のオリエンテーションで説明している（資料５－２－②－６）。また，学修単

位は，科目一覧などにおいて明示している（資料５－２－②－７） 

・ 学修単位を導入する上で，講義および演習の１単位授業時間を２５時間，実験，実習および

実技の１単位授業時間を３０時間とすることで，日常生活での自学自習時間が無理なく確保

できるように工夫している（資料５－２－②－６） 
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資料５－２―②－１ 紙媒体シラバス（目次） 

 

 

 

出典：シラバス 
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資料５－２－②－２ Web サイトのシラバス 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料５－２－②－３ シラバスの解説 

 

出典：シラバス 
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資料５－２－②－４ 平成２３年度シラバスアンケート（学生結果） 

 

 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料５－２－②－５ 平成２３年度シラバスアンケート（教員結果） 

 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料５－２－②－６ 学修単位と履修単位 

 

 

 

出典：シラバス 
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資料５－２－②－７ 学修単位の表示（抜粋） 

 

 

出典：学生便覧 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の教育目標の授業内容が分かるように，統一された形式でシラバスが作成され，学習・教育

レビュー室でシラバスに関する種々のチェックが適切に行われている。 

 全学生に，毎年シラバスを配布し，シラバスの活用を促す様々な工夫や随時説明を行うなど啓蒙

に努めている。 

 以上のことから，本校のシラバスは教育の理念に従って作成されており，教員は十分に重要性を

認識し，学生への周知も工夫されている。 
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

（ａ）創造教育 

・ 高専の特徴は, 高校年齢段階から自由度の高い，かつレベルの高い専門教育を行えることに

ある。この特質を最大限に活かした教育として創造教育の取り組みを進めている 

・ 機械電気工学科では，創造演習，創造製作，総合実地演習（２年次のインターンシップ），

自己提案型卒業研究を創造系の科目と位置づけて，学年ごとに学生が発想する時間を設け，

これを途切れなく行わせることで，発想力の向上に努めている（資料５－２－③－１） 

・ 情報電子工学科では，プログラミングを中心に位置づけ，学年ごとにプログラミング演習，

コンピュータシステム実験，創造演習，創造製作，電子通信システム実験，情報システム実

験を途切れなく行わせることで，発想力の向上に努めている（資料５－２－③－１） 

・ 土木建築工学科では，デザインコペティションを中心に据え，低学年での創造演習から高学

年での実験・実習を行わせることで，発想力の向上に努めている（資料５－２－③－１） 

・ 全国レベルの各種コンテストにおいて成果を挙げている（資料５－２－③－２） 

（ｂ）インターンシップ 

・ 全学において，本科４年次にインターンシップを実施している（資料５－１－②－４） 

・ 機械電気工学科においては，本科２年次にもインターンシップを実施している 
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資料５－２－③－１ 創造教育系統図 

 

 

 

出典：シラバス 
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資料５－２－③－２ 各種コンテスト成果 

 

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 創造教育は平成７年度から取り組みを始め，継続的に改善を行っている。創造教育の成果を対外

的なコンテストに応募したり，創造教育の成果として生まれたアイデアを実用化する上で必要な特

許に関する教育を組み込んだりしている。 

 以上のことから，創造性を育む教育方法の工夫やインターンシップの活用は十分行われている。 
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観点５－３－①： 教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等，豊かな人間性

の涵養が図られるよう配慮されているか。また，教育の目的に照らして，課外活

動等において，豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されているか。 

 （観点に係る状況） 

 広い視野を持った優れた技術者を育てるためには，豊かな教養を身につけることと，専門知識

や技術を修得するのに必要な学問的基礎を養うことが重要である。ＥＱ「こころの知能指数」が

優れた人材は，組織を活性化し，目的の達成に貢献し，社会で活躍することが多く実証されてい

ることから，本校では，ＥＱを伸ばす場であるクラブ活動，ホームルーム活動などに学校を挙げ

て積極的に取り組んでいる。また，１年生については，専門の授業科目を除いて学科の枠をはず

した混合学級を実施することで，多感な世代の入学生に対して，高等専門学校の学習環境に早く

適応できるよう配慮している。 

 

（ａ）一般教育の充実 

・ 一般教育の充実を目指し，人文・社会系科目，自然科学系科目を多数開講している。また，

教養の支柱となる，「倫理」「法学」「哲学」では，専任教員を配置している。更に，豊か

な人間性を育む芸術系科目を選択必修として配置している（資料５－３－①－１，資料５－

１－①－１） 

（ｂ）ホームルーム活動 

・ 特別教育活動として，準学士課程１～３年生は毎週１回，ロングホームルームを行って

おり（資料５－３－①－２），年間３０回（１回は１単位時間）の授業回数を確保し，設置

基準で定められている９０単位時間を満足している 

・ ホームルームはクラス担任が中心になって運営するが，担任に一任するのではなく，キ

ャリア教育支援室や学生相談室が人間性を涵養する上で各学年にふさわしい活動を計画

し，全学的に取り組んでいる（資料５－３－①－２） 

・ 準学士課程１〜４年生では，毎朝，ショートホームルームを実施し，学生の心身の健康状態

に配慮し規則正しい学生生活を支えている（資料５－３－①－３） 

（ｃ）学生相談室の設置 

・ 主として学生のメンタル面での問題に対応するために学生相談室を設置している。メンバー

は教員４名と専任の看護師１名，外部の専門カウンセラー２名，精神科医１名で構成してい

る（資料５－３－①－４） 

（ｄ）クラブ活動の状況 

・ クラブ顧問の決定に際しては，学生，教員の双方から希望を募り，マッチングを行うように

している（資料５－３－①－５） 

・ クラブ顧問には，原則，全教員を配当し，学生のクラブ活動を支援している。また，クラブ

活動指導の日を定め，できる限りクラブ指導が行えるように配慮している（資料５－３－①

－６） 

・ 高体連，高野連に加盟することで，準学士課程１～３年生が高校と同様な体育系クラブ活動

が出来るように支援している 

（ｅ）その他の課外活動（高専夢広場） 

・ 周南市街中に開設している高専夢広場においては，各種イベントを通じ，学生・教職員と地
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域の人々との交流が図られ，人間性の涵養に役立っている（資料５－１－②－７，資料５－

３－①－７） 

 

資料５－３－①－１ 一般科目一覧 

 

 
 

出典：学生便覧 
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資料５－３－①－２ ロングホームルーム実施計画表 

 

 

 

出典：教務係資料 
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５－３－①－３ ショートホームルーム実施要項 

 

 

出典：学級担任の手引き 

 

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 

- 189 - 

５－３－①－４ 学生相談室案内 

 

 

 

出典：学生相談室パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 

- 190 - 

資料５－３－①－５ クラブ顧問調査 

 

 

 

出典：学生係資料 
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資料５－３－①－６ クラブ活動と顧問教員一覧 

 

 

出典：学生係資料 
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資料５－３－①－７ 夢広場イベント案内 

 

 

出典：高専夢広場 Web サイト 
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（分析結果とその根拠理由） 

 一般教育の充実のため，人文・社会系科目，自然科学系科目に専任教員を配置している。準学士

課程１～３年生では，特別教育活動としてホームルームを年間３０単位時間行っており，そのなか

で，キャリア教育支援室や学生相談室が各学年にふさわしい諸活動を計画し，実施しており，人間

性の涵養に全学的に取り組んでいる。また，１～４年生には，毎朝，ショートホームルームを実施

することで，学生生活を支援している。学生相談室による学生の指導・支援が，メンタル面におい

て十分になされている。多数のクラブ活動を支援し，各クラブ顧問は教員，学生とのマッチングに

より決めており，人間性の涵養に高い効果を上げている。高専夢広場で地域との連携を図り，人と

人との交流から人間性の涵養に努めている。 

 以上のことから，教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等が図られるよう

配慮されており，また，教育の目的に照らして，一般教育，生活指導，課外活動等において，豊か

な人間性の涵養が図られるよう配慮されている。 

 

観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

（ａ）評価・認定の規定と学生への周知方法 

・ 成績評価や進級・卒業認定規定は教務規則として定められており，学生便覧，本校Webサ

イトに開示されている（資料５－４－①－１，２） 

・ 学生には，毎年学生便覧が配布され，始業日のオリエンテーションにより教育方針や規

定などを周知している。また，新入生には入学時のオリエンテーションで，学生便覧を

もとに，教育方針，評価や規定について説明がなされている（資料５－４－①－３） 

・ 各科目の成績評価法はシラバスに明記されており（資料５－１－①－６），学生には各授

業科目開始時に，シラバスをもとに各科目の評価法について説明がなされている 

（ｂ）成績評価，進級認定，卒業認定 

・ 各科目の最終成績は，シラバスに記載された評価法により評価される（資料５－１－①－

６） 

・ 成績評価に用いた資料は，定期試験の答案は原則としてすべての試験について全員分，

レポートは代表的なものをファイルに保存し，第三者にも評価の状況がわかるよう，最

近の３ヶ年分を資料室に保管している（資料５－４－①－４） 

・ 成績評価資料は，学習・教育レビュー室によりすべての科目についてチェックを受けて

いる。さらに，試験問題の妥当性などに関し，教員間でピアレビューを行っている（資

料５－４－①－５） 

・ 学生には，原則として試験が終了した翌週に答案が返却され，解答および解説によりチェッ

クの機会が与えられ，採点の修正を可能としている（資料５－１－①－６） 

・ 再試験に関する規則を整備して学生に説明し，時間割に従って実施している（資料５－

４－①－６，７） 

・ 再試験で評価を変更した場合は，保管している成績評価資料に追加・変更している 

・ 単位認定，進級認定は，学生便覧等に示された規定に従い，全教員が出席する学年修了
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認定会議で審議の上，校長が行う（禁帯出：学年修了認定会議議事録）。卒業認定も同様に，

卒業認定会議で審議の上，校長が行う（禁帯出：卒業認定会議議事録）。 

 

資料５－４－①－１ 進級, 卒業認定規定 

 

出典：学生便覧 

 

資料５－４－①－２ 本校 Webサイトの学生便覧 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料５－４－①－３ 始業式日程表 

 
 

出典：教務係資料 
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５－４－①－４ 成績評価資料（総合評価部分抜粋） 

 

 

 

出典：成績評価資料 
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資料５－４－①－５ 成績評価資料チェックシート 

 

 

 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料５－４－①－６ 再試験に関する規定 

 

 

 

 

出典：学生便覧 
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資料５－４－①－７ 再試験時間割 

 

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

成績評価や進級・卒業認定規定は教務規則に明確に定められており，学生便覧やWebサイト

に明記され，学生にも周知が徹底されている。学生には，答案が返却され，解答および解説に

より成績評価に関する異議申し立ての機会が与えられている。各科目の最終評価はシラバスに記

載された評価法で行われ，評価に用いた資料は，学習・教育レビュー室のチェック，および

ピアレビューを受けた後，成績評価資料として資料室に保管されている。これらの成績をも

とに，規定に従い，学年修了認定，卒業認定が当該認定会議において審議の上，決定される。 

以上のことから，成績評価や進級・卒業認定規定が定められ，学生に周知されるとともに，

規定に従い適切に実施されている。 
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 教育の目的に照らして，準学士課程の教育との連携，及び準学士課程の教育か

らの発展等を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，専門３学科で準学士課程と専攻科課程が１対１に対応しており（資料５－５－①－

１），各専攻科課程がめざす複合技術は，専攻科課程と準学士課程で本質的に共通である（資料５

－１－①－５）。 

 専攻科課程では準学士課程で修得した基礎技術を踏まえ，さらに発展的な内容を修得し知識と技

術力の総合化を図ることにより，専攻科でめざす技術者像を実現する（資料５－５－①－２）。準

学士課程から専攻科課程に至る７年間のカリキュラム系統図ができており（資料５－１－①－１），

教育課程は準学士課程との連携を確立したものとなっている。 

 

資料５－５－①－１ 専攻科の構成 

 

 

 

出典：学校要覧 
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資料５－５－①－２ 本科と専攻科で育成しようとする技術者像 

 

 
出典：シラバス 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の場合，準学士課程と専攻科課程が１対１に対応しており，各専攻科課程が目指す複合技術

は専攻科課程と準学士課程で本質的に共通である。そのため，カリキュラムも７年間一貫した設計

となっている。 

以上のことから，専攻科課程は準学士課程との連携と発展を考慮した教育課程となっている。 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成

されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，

教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

・ 学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れを教養科目，および学科／専攻ごと

に７年間を通した形で作成し，計４枚の系統図にまとめた（資料５－１－①－１）。その際，

各専攻科課程がめざす複合技術を修得する流れをわかりやすく示している 

・ 各専攻科課程がめざす複合技術は複数の分野で構成されており（資料５－１－①－５），そ

の分野ごとに学年進行にしたがって開設科目を定めている。その際，数学や物理など関連す

る共通科目や他の分野の専門科目の開設状況との整合性に留意している 

・ 専攻科修了生のめざす技術者像と到達目標（資料５－５－①－２，資料５－５－②－１）を

実現するため，特に専門科目については選択科目を広く開設している（資料５－１－①－１） 

・ 学習・教育目標（Ｃ１）の「複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力」を身に

つけるため，複合技術を構成する各分野を総合的にまとめ，理解する科目として，「総合科

目」を主として２年次後期に開設している（資料５－１－①－１） 

・ 平成１９年度より「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン」

の取組みを開始し，デザイン能力の育成に努めている。各専攻科課程がめざす複合技術に対

して，準学士課程を含めた７年間にわたるすべての学習・教育の成果をまとめる科目として，

１年次後期に「総合実験」，２年次前期に「総合演習」を開設している（資料５－１－①－

１） 
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資料５－５－②－１：専攻科到達目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：シラバス 
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（分析結果とその根拠理由） 

 カリキュラムの内容は，各専攻科課程がめざす複合技術の修得と，６つの学習・教育目標に沿っ

て設計されており，具体的到達目標が達成できるよう工夫されている。教養科目と，各専攻科課程

が目指す複合技術ごとに計４枚の系統図を作成し，全体の流れと科目ごとの位置づけを明確に示し

ている。 

以上のことから，専攻科課程の授業科目は本校の教育目的に沿って適切に配置されており，準学

士課程との一貫性が確保されるとともに，教育の目的を達成するために適切なものとなっている。 

 

 

観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程において，多様な学習機会を望む学生からのニーズや実践力・国際性を求める企業か

らの要請に応えるため，教育課程において，多様な教育機関での学習機会の提供，資格取得の推進，

就業意識の醸成や国際性の涵養の取り組みに対応して幅広い教育を推進している。専攻科課程では，

さらに，深い専門的知識と表現力をはじめとする幅広い素養と多面的思考力を見につけ，自ら課題

を把握・分析し、解決の道を探ることができる感性並びに創造性豊かな人材を育てることをめざし

ている。このような人材を育てるため，７年間の教育に加え周辺地域の企業との連携により，確固

とした教養と専門知識を身につけると同時に，それらの知識を実際に生かす方途を学生自らが体得

できるように様々な学習機会を提供している。 

（ａ）他の教育施設における単位の履修について，規定が定められている（資料５－５－③－１） 

（ｂ）多様なニーズに対応するために以下の学外での教育機会を与えている。 

・ 他専攻の授業科目の履修を可能としている（資料５－５－③－２，３） 

・ 徳山大学との協力協定に基づく単位互換制度を実施している（資料５－１－②－２） 

・ 海外の高等教育機関における長期インターンシップを実施している（資料５－５－③－４） 

・ 海外研修奨学生制度を実施している（資料５－１－②－６） 

・ 高専機構主催で海外インターンシップの機会を提供している（資料５－５－③－５） 

・ 短期語学研修（ELICOS）の機会を提供している（資料５－５－③－６） 
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資料５－５－③－１：単位認定規則 

 

 

 

出典：専攻科履修要覧 
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資料５－５－③－２ 専攻科の科目履修制度 

 

 

 

出典：専攻科履修要覧 

 

 

資料５－５－③－３ 他専攻の科目履修 

 

出典：学生便覧 
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資料５－５－③－４： オーストラリア・ワランゴン大学における長期インターンシップ 

 

出典：専攻科インターンシップ報告集 
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資料５－５－③－５：高専機構主催海外インターンシップ 

 

 

 

出典：高専機構主催海外インターンシップ案内  
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資料５－５－③－６：短期語学研修（ELICOS） 

 

 
 

出典：短期語学研修（ELICOS）Webサイト  

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生の多様なニーズに対応するため，他専攻の授業科目履修，他の教育機関における単位の履修

方法について諸規定が定められている。海外を含める他大学等との協力協定や連携を行い，積極的

に単位互換や学生の派遣，長期インターンシップや語学研修への派遣を行うことで，教育の幅を広

げ効果を上げている。 

 以上のことから，本校では学生の多様なニーズや社会からの要請に配慮し，それに対応している。 
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況） 

 

（ａ）授業形態のバランス 

 本校の学習・教育目標は（Ａ１）～（Ｃ２）と６項目あり，それを実現するため，次のような授

業形態をとっている（資料５－１－①－１，資料５－５－③－２）。 

（Ａ１）「複合分野の基礎となる基本的素養」に関連する科目は，教養科目の必修として物理

科学，一般化学，生命科学が開設されており，数学は４科目が，基礎工学科目が５群から６科目

以上選択できるように開講され，講義形式で行われている。 

（Ａ２）「国際理解や技術者倫理とコミュニケーション能力」に関連する科目は，教養科目の

必修として国際比較文化論，技術者倫理，安全工学概論，日本語表現法と科学英語表現法の科目

が開設されている。 

（Ｂ１）「情報技術をベースに，実体験を通しての表現力」に関連する科目は，各専攻で必修

の総合実験と情報関連科目３科目以上選択できるように開設されている。 

（Ｂ２）「自主性・自立性」に関連する科目は，準学士課程の卒業研究ですでに修得している

ため，特定の科目は開設していないが，専攻科課程の特別研究も相当するものとなっている。 

（Ｃ１）「複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力」に関連する科目は，総合科

目，総合演習を含め各専門科目がそれに該当しており，専攻科の中核を担っている。 

（Ｃ２）「課題を把握し解決する力」に関連する科目は，産業論，経営管理，インターンシッ

プや特別研究が主に該当し，専攻科の特徴を形づくる科目となっている。 

これらをまとめると，次のようになる。 

・ 学習・教育目標を達成すべく，それらの科目が専攻科課程２年間にわたりバランスよく開設

されている 

・ 専門科目では，実験・演習形式で行っている科目はどの専攻もほぼ共通であり，必修となっ

ており，その割合は約５割を占めている 

 

（ｂ）学習指導法の工夫 

（Ａ２）コミュニケーション能力の向上 

・ 準学士課程での取り組みを基礎にさらなる英語能力の向上をめざし，TOEICを活用した授業展

開や英語論文の読解力向上のため，英語専任教員および専門科目教員により専攻英語講読，

科学英語表現法を開講している。さらにTOEICの専攻科課程修了時の目標点を設定し，全員が

そのレベルを超えるように指導している（資料５－６－①－１，２） 

・ 少人数教育であり，どの科目もコミュニケーションをとりながら授業を進めることができる 

（Ｂ２）自主性・自立性の向上 

・ 準学士課程における卒業研究や専攻科課程における特別研究を通し，自主性・自立性が培わ

れている 

・ 専攻科生が本科学生の指導の補助をするＴＡに携わることにより，自主性・自立性が向上し

ている 
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（Ｃ１）複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力 

・ 各専攻で，それぞれの分野で特徴的なものづくり技術者教育を推進するために，少人数，実

践型授業として総合実験，総合演習を実施している（資料５－６－①－３） 

（Ｃ２）課題を把握し解決する力 

・ 特別研究では個人指導を徹底しており，能力の向上に寄与している。また，学協会での発表

を達成目標の一つとして設定する事で，課題の把握・解決能力を向上させている 

 

資料５－６－①－１：専攻科英語力の充実 

 

 
出典：専攻科履修要覧 
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資料５－６－①－２：専攻科生 TOEIC スコアの推移 

 

 

 

出典：英語科資料 
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資料５－６－①－３：総合演習シラバス（例） 

 

 

出典：シラバス 
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（分析結果とその根拠理由） 

 学習・教育目標に適した授業形態がとられ，２年間のカリキュラムがバランス良く編成されてい

る。特に必修科目が効果的に開設されており，実験・演習科目の割合もおよそ５割と，高度な実践

力をもつ開発型能力を養うために，望ましい形になっている。学習・教育目標（Ａ２）（Ｂ２）

（Ｃ１）（Ｃ２）に関し，学習指導上の工夫がなされている。 

 以上のことから，教育の目的に照らして授業形態のバランスは適切であり，学習指導法の工夫も

なされている。 

 

観点５－６－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

（ａ）シラバスの作成 

・ 専攻科課程のシラバスは，準学士課程のシラバスと一体となっており，カリキュラムの全体

像を紙媒体として配布し，各授業科目のシラバスはWebサイト上に掲載することで，学生がど

こからでも参照できるようにしている（資料５－２－②－２）。また，各年度の始めに専攻

科履修要覧を紙媒体で配布している（資料５－６－②－１）。授業科目毎の授業内容のシラ

バスは，各授業において紙媒体でも配布している資料（資料５－２―②－１） 

・ 学習・教育目標や養成しようとする技術者像，各学科／専攻のカリキュラム系統図などの説

明は準学士課程と同じなので，説明を省略する 

・ 各科目のシラバスの構成は，基本的には準学士課程のものと同じである（資料５－１－①－

２） 

・ 達成目標や評価方法に関しては，専攻科履修要覧にまとめ明示している（資料５－６－②－

２） 

（ｂ）シラバスの活用状況 

・ 各年度の始業式で行われるオリエンテーションにおいて，当日配布するシラバスを用いてそ

の使い方について解説を行い，利用を促している（資料５－４－①－３） 

・ 授業科目の第１回目には，担当教員が科目のシラバスを配布し，これを用いてコースガイダ

ンスを行う 

・ シラバスの活用状況については，アンケートにより確認している（資料５－２－②―４） 

・ 教員は，作成したシラバスを学習・教育レビュー室でチェックを受け，また，学生への説明

も随時行う 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 

- 215 - 

資料５－６－②－１ 専攻科履修要覧目次 

 

 

 

出典：専攻科履修要覧 
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資料５－６－②－２ 専攻科達成目標と評価方法 

 

 

 

出典：専攻科履修要覧 
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（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科のシラバスには，「学修の進め方」の記入欄を設け，１単位４５時間の学修単位に対応す

るようにしている。全学生に，毎年シラバス，および専攻科履修要覧を配布し，シラバスの活用を

促す種々の工夫や随時説明を行うなど啓蒙に努めており，シラバスの活用度は準学士課程の学生と

比べると高い。 

 以上のことから，専攻科課程ではシラバスと専攻科履修要覧が教育の理念に従って作成されてお

り，教員に活用されるとともに，学生の活用もなされている。 

 

観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況） 

（ａ）総合演習・総合実験 

・ 「高度なものづくり」をなし得る能力を養うには，さまざま知識と経験が必要であり，特に

本校がめざしている複合技術分野ではその必要性が大きいとの認識から，必修科目として１

年次の後期に総合実験（資料５－６－③－１），２年次の前期に総合演習（資料５－６－①

－３）を開設している 

・ 総合実験／総合演習では，平成１９年から３年間にわたり取り組んだ全学科／専攻の横断プ

ロジェクト「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン」をベー

スにそれぞれの複合技術分野を修得させる授業を展開している（資料５－６－③－１，資料

５－６―③－２） 

（ｂ）インターンシップ 

・ 「実践力」のある「開発型」技術者として成長するためには，現実の課題に取り組む訓練を

積むことがきわめて重要であるとの認識から，１年次の前期に必修科目として，２ヶ月以上

のインターンシップを行っている。受け入れ先は，企業，大学院が中心であるが，官公庁や

海外大学での受け入れもある（資料５－６－③－３） 

・ インターンシップ報告会を開催し，学生の達成感や，実習先企業からの評価を確認している。

また，成果はインターンシップ報告集として刊行している（資料５－６－③－４） 

（ｃ）その他インターンシップ 

・ 高専機構主催で海外インターンシップの機会を提供し，過去３年間に３名が参加している

（資料５－５－③－５） 

  



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 

- 218 - 

資料５－６－③－１ 総合実験シラバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：シラバス 
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資料５－６－③－２ 総合実験／総合演習の実施内容 

 

 

 

出典：「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン」成果報告書 
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資料５－６－③－３ 専攻科インターンシップの概要 

 

 

出典：専攻科履修要覧 
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資料５－６－③－４ 専攻科インターンシップ報告集（目次） 

 

 

 

出典：専攻科インターンシップ報告集 
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（分析結果とその根拠理由） 

 総合実験／総合演習では，平成１９年から３年間にわたり取り組んだ全学科／専攻の横断プロジ

ェクト「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン」をベースに，それ

ぞれの複合技術分野を修得させる授業を展開している。インターンシップは積極的に行われており，

必修科目として２ヶ月以上を課し，企業からも高い評価を受けている。 

 以上のことから，創造性を育む教育，インターンシップの活用や知識の総合化をめざす工夫は十

分行われている。 

 

 

 

観点５－７－①： 教育の目的に照らして，教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

（観点に係る状況） 

（ａ）準学士課程の一般教育と専門教育を融合させた教養教育として，「技術者の倫理」「国際比較

文化論」「産業論」「経営管理」「安全工学概論」を必修科目として配置し，専任教員，並

びに学外の多彩な講師による授業を展開している（資料５－１－①－１） 

（ｂ）コンタクトタイムノートにより，特別研究指導教員とのコンタクトタイムを確認している（資

料５－７－①－１） 

（ｃ）専攻科設置以来，専攻科の修了要件として学協会での発表を義務づけていたが，平成２３年度

より専攻科修了時の達成目標へと変更した。学協会での発表は，JABEE「設計情報工学」プロ

グラムの修了要件として義務づけている（資料５－７－①－２） 

（ｄ）研究成果は，「特別研究論文集」としてまとめている（資料５－７－①－３） 

（ｅ）特別研究の指導はその資格を満たした教員が対応し，テーマも適切である（資料５－７－①－

４） 

（ｆ）JABEE「設計情報工学」プログラムを修了することを推奨し，平成１８年度以降の専攻科修了

生のうち，１名を除き，ほぼ全員がJABEE「設計情報工学」プログラムを修了している 

（ｇ）専攻科１年次末と２年次始めに，他高専と共催（中国・四国地区高専，および山口県内高専）

で特別研究中間発表会を行い，研究の進捗状況をチェックしている（資料５－７－①－５） 
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資料５－７－①－１ コンタクトタイムノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：コンタクトタイムノート 
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資料５－７－①－２：「設計情報工学」プログラム修了要件 

 

 

 

出典：専攻科履修要覧 
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資料５－７－①－３：特別研究論文集（目次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：特別研究論文集 
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資料５－７－①－４：特別研究テーマと指導教員一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：専攻科資料 
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資料５－７－①－５：特別研究中間発表会 
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出典：中国・四国地区高専および山口県内高専 合同中間発表会案内 
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（分析結果とその根拠理由） 

 教養に関する複数の科目を必修として実施している。コンタクトタイムの確認や，特別研究中間

発表会の実施等によるきめの細かなチェックと，JABEE「設計情報工学」プログラムで学協会での

発表を義務づけることにより，一定レベル以上の研究指導がなされ，成果が得られている。 

 以上のことから，専攻科にふさわしい教養教育や研究指導が適切に行われている。 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

・ 専攻科の履修規定は学生便覧に掲載されている（資料５－８－①－１） 

・ 専攻科課程入学時のオリエンテーションにおいて，教育方針，成績評価，単位認定規定など

を周知している（資料５－８－①－２） 

・ １単位の履修時間に関して，シラバスで解説し，学生に周知している（資料５－８－①―３） 

・ 学修単位（４年から専攻科２年生まで）最終学年である専攻科２年生において，自学自習時

間のアンケート調査を実施し，ほとんどの学生で自学自習時間が確保されていることを確認

している（資料５－８－①―４） 

・ 学習・教育目標の達成度評価対象と評価方法および評価基準を専攻科履修要覧にまとめ明示

している（資料５－６－②－２） 

・ 専攻科の修了要件は専攻科履修要覧にまとめて解説されている（資料５－５－③－２）。修

了は専攻科担当教員全員による「専攻科修了認定会議」で校長により認定される（禁帯出：

専攻科修了認定会議議事録） 

・ 科目ごとの成績評価法はシラバスに掲載されている 

・ 成績評価は科目の担当教員により決定されるが，その根拠は成績評価資料として提出・保管

され，学習・教育レビュー室によるチェック，およびピアレビューを受ける制度となってい

る。これは，準学士課程とまったく同じである 
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資料５－８－①－１：専攻科履修規定 
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出典：学生便覧 
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資料５－８－①－２：専攻科入学生オリエンテーション 

 

 

 

出典：専攻科資料 
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資料５－８－①－３：履修時間に関する解説 

 

 

 

 

 

出典：シラバス 
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資料５－８－①－４ 自学自習時間のアンケート結果（平成２４年度：専攻科２年生） 

 

 

 

出典：専攻科資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

成績評価や修了認定規定は専攻科の授業科目の履修等に関する規程に明確に定められてお

り，学生便覧，専攻科履修要覧やWebサイト上に明記され，学生にもオリエンテーションや専

攻科ホームルームにより周知されている。各科目の最終成績はシラバスに記載された評価法

で行われ，評価に用いた資料は，学習・教育レビュー室のレビューを受けた後，成績評価資

料として資料室に保管されている。これらの成績をもとに，専攻科修了認定会議において審

議の上，修了が決定される。 

以上のことから，成績評価や修了認定規定が定められ，学生に周知されるとともに，規定

に従い適切に実施されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 準学士課程，専攻科課程の教育課程の整合性を実現するために「科目間調整会議」等の取り組み

が行われ，教育課程が詳細に体系化されている 

・ 毎年，統一された形式で授業内容を見直したシラバスが作成され，チェックされている 

・ 成績評価資料が統一的な形式で作成され，学習・教育レビュー室でのチェック，およびピアレビ

ューが実施されている 

・ クラス担任，クラブ顧問，学生相談室，キャリア教育支援室などに全教員が関わる体制となって

おり，学生の豊かな人間性涵養を図っている 

・ 英語力向上のため，客観的な評価指標としてACE，TOEICを導入するとともに，授業内外で多読・

多聴の取り組みを進めている 

 

（改善を要する点） 

 特になし。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

＜準学士課程＞ 

 教育課程は，各分野の複合技術の修得と，６つの学習・教育目標を満足するよう設計されており，

具体的到達目標が達成できるように工夫されている。一般科目と各専門学科、専攻科課程も含めた

授業科目系統図が作成されており，各科目の果たす役割を明確にしている。専門科目では，実験・

演習形式で行っている科目が多く占め，実践力を養う上で望ましい形になっている。学習指導上で

は，基本的素養の涵養や国際性やコミュニケーション能力を養う科目で工夫がみられる。シラバス

は統一した形式で作成され，授業内容の改訂が図られている。 

 成績評価や進級・卒業認定規定は明確に定められており，学生便覧や Web サイト上に明記

するとともに，学生に周知している。各科目の最終成績は，シラバスに記載された評価法に

より評価され，評価に用いた資料は，学習・教育レビュー室の点検，およびピアレビューを

経た後，資料室に３ヶ年分を保管されている。進級や卒業認定は定められた規定に基づき，

当該認定会議において審議し，決定している。 

 学生指導ではクラス担任，クラブ顧問とともにキャリア教育支援室や学生相談室が大きく関

与しており，各学年にふさわしい諸活動を年度当初に計画するなど，人間性の涵養に対し，全学的

に取り組んでいる。 

 

＜専攻科課程＞ 

 専攻科課程は準学士課程と１対１に対応しており，それぞれの複合技術は両者で共通であること

から，カリキュラムも７年間を見通して設計されている。学習・教育目標に対応する具体的到達目

標をクリアするため，教養科目を充実するとともに，基礎学力，特に英語力を充実している。また，

準学士課程で修得した基礎的科目を踏まえ，平成１９年から３年間にわたり取り組んだ全学科／専

攻の横断プロジェクト「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン」を

ベースにそれぞれの複合技術分野を修得させる演習科目・実験科目を展開している。また，個々の

科目を総合化した科目を開設しており，実践力と結びついた知識の総合化を図っている。さらに，
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高度な実践力をもつ開発型能力を養うため，２ヶ月以上の長期インターンシップを１年前期に必修

科目として開設するとともに，特別研究を重視し，研究指導に注力している。 

 また，学生の多様なニーズに応えるため，他大学等と協力協定を結び，単位互換あるいはインタ

ーンシップや各種研修へ学生を積極的に派遣することで教育の幅を広げている。 

 成績評価や修了認定規定は明確に定められており，学生にも周知されている。成績の評価

法や修了認定の方法は準学士課程とほぼ同じで，成績評価資料も同様に作成・管理されてい

る。

 

 



徳山工業高等専門学校 基準６ 

- 237 - 

基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒

業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等につい

て，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 準学士課程，専攻科課程とも，本校の６項目の学習・教育目標（Ａ１～Ｃ２）に沿って，具体的

到達目標が定められている（資料６－１－①－１）。すべての科目のシラバスには，科目毎の到達

目標と，それぞれが対応する６項目の学習・教育目標が明記され（資料６－１－①－２），単位修

得の状況は，準学士課程では学年修了認定会議と卒業認定会議で，専攻科課程では修了認定会議で

把握・評価している（資料６－１－①－３，４）（禁帯出：学年修了認定会議資料，卒業認定会議

資料，専攻科修了認定会議資料）。 

 準学士課程では，６項目の学習・教育目標に対応する科目の修得に加え，（Ａ２）英語外部試験

（「英語能力運用検定テストACE」（１〜３年生）と「TOEIC IP」テスト（４〜５年生）），（Ｃ

２）発表における評価が導入されている。（Ａ２）に関しては，学年ごとの英語資格スコア・取得

目標を定め，各学年に所属する学生の60％以上が達成することを目指し，全員が英語一斉試験を受

ける機会を設けている（資料６－１－①－５）。（Ｃ２）に関しては，創造演習発表会や卒業研究

発表会を開催し，評価している（資料６－１－①－６，７）。さらに（Ｂ１）に関しては，外部資

格の取得を奨励し，単位の認定を行っている（資料６－１－①－８）。 

 専攻科課程では，６項目の学習・教育目標に対応する科目の修得に加え，（Ａ１）学士取得，

（Ａ２）TOEICスコア，（Ｂ１）情報関連外部資格取得，（Ｃ２）インターンシップおよび特別研

究，学協会での研究発表により，それぞれを評価している（資料６－１－①－９）。また専攻科生

は，全員がJABEE「設計情報工学」プログラムの履修者であり，本校の６項目の学習・教育目標

（Ａ１～Ｃ２）に対応したプログラムの修了要件が定められ,これによる評価も行っている（資料

６－１－①－１０，１１）。 

 準学士課程の卒業および専攻科課程の修了時に，（Ａ〜Ｃ）の３項目，および総合的に実力がつ

いたかどうかを判断する材料として，学習・教育レビュー室が，本科卒業および専攻科修了時に学

習達成度評価アンケートを実施している（資料６－１－④－１）。 
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資料６－１－①－１ 準学士課程卒業時および専攻科課程修了時の具体的到達目標 

 

 

 

出典：学校要覧 
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資料６－１－①－２ シラバス（抜粋） 

 

 

出典：シラバス 

 

資料６－１－①－３ 学年修了認定および卒業認定（抜粋） 

 

出典：教務規則 
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資料６－１－①－４ 専攻科修了認定（抜粋） 

 

出典：専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

 

資料６－１－①－５ 英語一斉試験 

 

出典：教務係資料 
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資料６－１－①－６ 創造製作 I 発表会要項（抜粋） 

 

 

 

出典：創造製作 I 発表会要項 
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資料６－１－①－７ 卒業研究発表会プログラム 
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出典：卒業研究発表会プログラム 
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資料６－１－①－８ 資格取得による単位認定 

 

 

 

出典：学生便覧 
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資料６－１－①－９ 専攻科特別研究発表会 
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出典：専攻科資料 
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資料６－１－①－１０ 「設計情報工学」プログラム修了要件 

 
 

出典：専攻科履修要覧 
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資料６－１－①－１１ JABEE「設計情報工学」修了認定確認表（抜粋） 

 

 

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の６項目の学習・教育目標（Ａ１～Ｃ２）に対し，具体的到達目標を定め，すべての科目の

シラバスに，科目毎の到達目標と，それぞれが対応する６項目の学習・教育目標が明記されている。 

 準学士課程では，単位修得の達成状況を，学年修了認定会議と卒業認定会議で把握・評価してい

る。専攻科課程では，各項目の科目修得に加え，すべての項目に外部評価が導入されており，６項

目の目標それぞれに到達しているかどうかを単位修得，（Ａ１）学士取得，（Ａ２）TOEICスコア，

（Ｂ１）情報関連外部資格取得，（Ｃ２）インターンシップおよび特別研究，学協会での研究発表

により把握し，修了認定会議において評価している。 

 さらに，準学士課程の卒業および専攻科課程の修了時の学習達成度評価アンケートを加えて，総

合的に達成状況を評価している。 

 以上のことから，教育目的に沿った形で，課程に応じて，卒業（修了）時に到達すべき目標が定

められ，その達成状況を把握・評価するための適切な取り組みが行われている。 
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 準学士課程における,過去５年間の留年および退学の状況を学科別に見ると,例年，各学科とも留

年・退学者数は数名に収まっている。学年別に見ると，１年生と５年生で少なく，２〜４年生でや

や多くなっている。３年生では，大学進学など，進路変更のために退学が多くなっているものと思

われる。全体的には，学生の学校への定着率は高く，教育は適切に行われている（資料６－１－②

－１）。各学年修了時に開催される学年修了認定会議，および卒業認定会議においては，単位修得，

進級，卒業時の成績評価等は適切になされている（禁帯出：学年修了認定会議資料，卒業認定会議

資料）。 

 準学士課程の学生の，６項目の学習・教育目標の達成状況を評価するため，単位修得状況に関し

て，２つの分析を行った。 

分析（１）平成２３年度卒業生の科目修得に関する学生ごとの各項目の達成状況 

     （学生ごとの各項目の履修科目の平均点と修得率） 

     (資料６－１－②－２) 

分析（２）平成２３年度卒業生の科目修得に関する科目ごとの各項目の達成状況 

     （５年間の履修科目の該当クラスにおける科目ごとの単位修得率） 

     (資料６－１－②－３) 

 分析（１）では，６項目に該当する各科目グループの中の履修科目の平均点，および修得率を示

している。全学科中，１名の学生が１項目（Ａ１）で60点未満であり，２名の学生（４年次編入生）

が１項目（Ｃ２）に履修がない（出身高校で履修済み）。しかしながら，全体的には平均点，修得

率とも良好である（資料６－１－②－２）。 

 分析（２）の結果では，一部の科目に単位修得率が低い科目が見受けられるが，全体的に良好な

成績である（資料６－１－②－３）。 

 （Ａ２）の到達目標に関して，平成２３年度の英語一斉試験の結果を見ると，平成２２年度と比

較してACE，TOEICともにスコアが大きく向上している。１〜３年生では，クラスの60％が目標点を超

えるという到達目標を達成している。４〜５年生では，到達目標を達成していないが，スコアの大幅な

上昇がみられる（資料６－１－①－５，資料６－１－②－４）。（Ｃ２）の到達目標に関しては，

各学科で卒業研究発表会を開催し，卒業論文集を発行しており，それらの内容から教育の効果が上

がっていることを確認できる（資料６－１－②－５）。 

 さらに学修の成果を判断する材料の一つとして，平成２３年度の資格取得による特別学修単位認

定の実績を示す（資料６－１－②－６）。 

 専攻科課程の学生の，６項目の学習・教育目標の達成状況を評価は，専攻科修了時に開催される

修了認定会議において，単位修得，成績評価，外部評価等の確認，JABEE「設計情報工学」プログ

ラム修了要件の確認も含め，適切になされている（禁帯出：専攻科修了認定会議資料）。 

 以下に，平成２３年度の修了生について，各外部評価項目の達成状況を示す。 

 （Ａ１）平成１９年度以降，すべての修了生が学士を取得している（資料６－１－②－７） 

 （Ａ２）平成２３年度の英語一斉試験の結果を見ると，１年生ではクラスの60％が目標点を超え 

     るという目標を達成していないが，平成２２年度と比較してスコアが大幅にアップしてい 
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     る（資料６－１－②－４）。平成１８年度以降，１名を除くすべての修了生が, JABEE修 

     了要件（平成２３年度はTOEICスコア400以上の取得）を満足している（資料６－１－②－ 

     ９） 

 （Ｂ１）平成１９年度以降，すべての修了生が情報関連等外部資格を取得している（資料６－１ 

     －②－９） 

 （Ｂ２）平成１９年度以降，すべての修了生が特別研究の発表を行い，論文集を刊行し，特別 

     研究の単位を修得している（資料６－１－②－１０） 

 （Ｃ２）平成１９年度以降，すべての専攻科生がインターンシップを経験し，単位を修得してい 

     る（資料６－１－②－１１） 

 （Ｃ２）平成１９年度以降，すべての専攻科生が国内外で学会発表を行っている（資料６－１ 

     －②－８，９） 
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資料６－１－②－１ 過去５年間の留年・退学状況 

 

出典：教務係資料 
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資料６－１－②－２ 平成２３年度卒業生の科目修得に関する学生ごとの各項目の達成状況 

（a）機械電気工学科卒業生 
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（b）情報電子工学科卒業生 
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（c）土木建築工学科卒業生 

 

出典：成績分析資料（１） 
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資料６－１－②－３ 平成２３年度卒業生の科目修得に関する科目ごとの各項目の達成状況 

 

（a）機械電気工学科 
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（b）情報電子工学科 
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（c）土木建築工学科 

 

 

 

出典：成績分析資料（２） 
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資料６－１－②－４ 平成２２〜２３年度の英語一斉試験の結果 

ACE テストの結果  平成２３年度は１２月２２日実施 

 

 

出典：教務係資料 

 

TOEIC IPテストの結果 平成２３年度は１２月２２日実施 
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資料６－１－②－５ 平成２３年度卒業研究論文集（目次）（抜粋） 

（a）機械電気工学科卒業研究論文集 

 

（b）情報電子工学科卒業研究論文集 

 

 

（c）土木建築工学科卒業研究論文集 

 

出典：平成２３年度卒業研究論文集 
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資料６－１－②－６ 資格取得による単位認定実績（平成２３年度分抜粋） 

 

出典：特別学修による単位認定管理簿 

 

資料６－１－②－７ 過去５年間の学位取得状況 

 

 

 

出典：教務係資料 
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資料６－１－②－８ 専攻科生の国内・国際学会発表件数，論文掲載数 

 

出典：専攻科履修要覧 

 

資料６－１－②－９ 平成２３年度専攻科修了生の国内・国際学会発表，外部資格取得状況 

 

 

 

出典：専攻科資料 
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資料６－１－②－１０ 特別研究論文集 

 

 

 

出典：平成２３年度特別研究論文集 

 

資料６－１－②－１１ 専攻科インターンシップ報告集 

 

 
 

出典：専攻科インターンシップ報告集 
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（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程においては，分析（１）および分析（２），その他の外部評価等から，平成２３年度

卒業生の１名を除くすべての卒業生が本校の６項目の学習・教育目標（Ａ１，Ａ２，Ｂ１，Ｂ２，

Ｃ１，Ｃ２）を達成しているといえる。 

 専攻科課程においては，すべての修了生が６項目の学習・教育目標（Ａ１，Ａ２，Ｂ１，Ｂ２，

Ｃ１，Ｃ２）に対応する科目を修得し，また，１名を除くすべての修了生が，６項目の学習・教育

目標に対応する外部評価を満足し，JABEE「設計情報工学」プログラムを修了している。 

 英語に関しては，到達目標に達していない学年もあるが，全体的に見ると教育の実績・効果は上

がっている。卒業研究論文集や特別研究論文集に関しても，多くの国内外における学会での発表を

行っており，成果が上がっている。 

 以上のことから，各学年や卒業（修了）時において学生が身に付ける学力や資質・能力について，

学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果は十分上がっている。 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程における進路状況は，この５年間の平均で，就職が進学に較べ１割程度多い。また卒

業時における進路未決者は極少数である（資料６－１－③－１）。求人倍率は，10倍を超える高い

水準が保たれている（資料６－１－③－２）。過去３年間，いずれの学科においても，専門分野に

対応した就職先が選択されている（資料６－１－③－３）。進学先は本校専攻科が最も多く，次い

で国立大学が選択されている。進学先の分野は99％が工学系となっている（資料６－１－③－４）。 

 専攻科課程における進路状況は，この５年間の平均で，就職と進学の割合がほぼ２対１となって

いる。修了時における進路未決者は，割合として３～12％となっているが，人数としては１～２人

と極少数である（資料６－１－③－１）。求人倍率については，年度および各科で差があるものの，

10倍を超える高い水準を維持している（資料６－１－③－２）。過去３年間，いずれの専攻におい

ても，専攻分野に対応した就職先が選択されている（資料６－１－③－３）。進学先のほとんどは

国公立大学の工学系大学院である（資料６－１－③－４）。 

資料６－１－③－１ 進路状況の経年変化 

 

出典：教務係資料 
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資料６－１－③－２ 求人倍率の経年変化 

 

出典：教務係資料 

 

資料６－１－③－３ 過去３年間の就職先の状況 

 

 

 

出典：教務係資料 
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資料６－１－③－４ 過去３年間の進学先の状況 

 

 

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本科卒業時，専攻科修了時において，ほとんどの卒業生，修了生は就職か進学のいずれかの進路

が決定しており，未定者は極めて少数である。就職については，求人倍率が高い水準で維持されて

おり，就職先には，各学科，各専攻の専門に対応する企業等が選択されている。また，進学におい

ては，本科卒業生は本校専攻科，大学の工学部，専攻科修了生は工学系大学院へ進学している。 

 以上のことから，就職や進学といった卒業（修了）後の進路に関して，学生への進路指導が適切

になされており，教育の成果が上がっている。 
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校では，平成１６年度から本科卒業，専攻科修了時に，本校の学習・教育目標に対応する学習

達成度評価アンケート調査を実施し，その集計結果を本校Webサイトで公開している（資料６－１

－④－１）。 

 平成２３年度のアンケートでは，以下のような結果が得られている（資料６－１－④－２）。 

 準学士課程では，「世界に通用する技術者をめざすための実力」については，８割以上の卒業生

が実力をつけることができたと評価している。「実践力のある技術者をめざすための実力」，「開

発型技術者をめざすための実力」，「総合的な実力」については，９割以上の卒業生が実力をつけ

ることができたと評価している。専攻科課程の達成度評価では，準学士課程のそれとほぼ同様であ

るが，“十分な実力がついた”の割合がいずれの質問項目においても高い。「世界に通用する技術

者をめざすための実力」に関する評価では，準学士課程，専攻科課程とも“実力がついていない”

の評価割合がやや高い。 

 学習達成度アンケート結果の経年変化（資料６－１－④－３）をみると，準学士課程では，「世

界に通用する技術者をめざす実力」については，“実力がついていない”の評価の割合が他の質問

項目に較べてやや高い。しかし，それは年度毎に緩やかに減少し，その減少分が“実力がついた”

の評価の微増に繋がっている。その他の質問項目については，“実力がついた”，“十分な実力が

ついた”を合わせた評価が80～90％以上を占めている。専攻科課程においては，準学士課程の評価

とほぼ同様であるが，準学士課程と比較して“十分な実力がついた”の評価の割合が高いことが認

められる。 

 平成２４年度から，各学年における学習達成度を学生自身および教員が確認するために，「学習

活動の記録」（資料６－１－④－４）の記入を開始した。本記録は，本校の学習・教育目標に対応

する６項目の学習・教育目標の具体的達成度を４段階で評価する。また，当該年度の反省と次年度

の目標，抱負等を記入することにより，学生の自立した学習活動を促すことが期待される。 
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料６－１－④－１ 学習達成度評価アンケート項目 

 

出典：本校Webサイト 
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資料６－１－④－２ 平成２３年度学習達成度評価アンケート結果 

 

 

  出典：本校 Webサイト 
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資料６－１－④－３ 達成度アンケート結果の経年変化 

 

  

準学士課程                専攻科課程 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校で実施している卒業時，修了時の学習達成度アンケート調査結果から，学習・教育目標に対

する卒業生，修了生の達成度の自己評価では，“実力がついた”ことを評価する割合が総じて高い

ことが認められる。 

 以上のことから，学習・教育目標達成のための適切な指導がなされ，教育の成果や効果が上がっ

ている。 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付けた

学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取組を

実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっている

か。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では平成１４年度から５年ごとに，全卒業（全修了）生や進路先等の関係者に対して，現状

や本校への要望等に関する意見を聴取する取組みを実施している（平成２４年度分を実施中）。 

 

 平成１９年度に実施されたアンケート結果から，卒業生，修了生が本校において身に付けた学力

資料６－１－④－４ 学習活動の記録 

 

出典：学習活動の記録 
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や資質がどのように生かされているかについて，就職先での仕事のやりがい，仕事における能力の

発揮に関する自己評価の結果，および本校において受けた教育内容に関する評価として教育内容の

満足度，複合教育の有益性に関する結果を示す。 

 

【本科卒業生，専攻科修了生による評価】 

① 職場における仕事のやりがいについて 

 職場における仕事のやりがいに関する評価（資料６－１－⑤－1）では，“とても感じ

る”，“わりと感じる”という肯定的な評価が，本科卒業生，専攻科修了生ともに80％を超

えている。 

② 仕事における能力の発揮について 

 職場における能力の発揮（資料６－１－⑤－２）については，本科卒業生，専攻科修了生

とも“とても発揮している”，“わりと発揮している”が大半を占め，本科卒業生では86％，

専攻科修了生については78％となっている。 

③ 教育内容の満足度について 

 本科卒業生，専攻科修了生が，在学時に受けた教育に関する満足度（資料６－１－⑤－３）

では，卒業生，修了生ともに，「専門科目教育」，「卒業研究・特別研究」，「情報処理関

連教育」については，“満足のいく内容”だったとの評価をしている。これらに対して「教

養科目教育」，「英語教育」については，他の項目と比べて評価が低く，どちらかといえば

“不満”に相当する評価となっている。 

④ 複合教育の有益性について 

 本校における複合教育が職場で役に立っているかに関する評価（資料６－１－⑤－４）で

は，本科卒業生については55％，専攻科修了生については54％が“役に立った”，“いくら

か役に立った”と評価している。 

 

 次に，進路先の関係者からの卒業生，修了生に対する評価として，勤務成績，本校の学習教育

目標に対応した卒業生，修了生の能力に対する評価結果とともに，本校の学習・教育目標の中で

より重要度が高いと評価された項目に関する調査結果を以下に示す。 

 

【進路先の関係者からの卒業生，修了生に対する評価】 

① 勤務成績に関する評価 

 本科卒業生の勤務成績（資料６－１－⑤－５）については，“非常に満足”，“満足”の

評価が72％を占めている。専攻科修了生についても，“非常に満足”，“満足”の評価が

81％を占めている。 

② 進路先の関係者からの卒業生，修了生の学習・教育目標の具体的項目に対応する能力の評価 

 卒業生の学習・教育目標の具体的項目に対応する能力の評価（資料６－１－⑤－６）につ

いては，Ａ２「国際理解を深め，技術者としての倫理観とコミュニケーション能力」のみ３

（“ほぼ満足”）を下回る評価となっている，この他の項目についてはほぼ３の評価となっ

ている。進路先の関係者の評価と本科卒業生の自己評価と比較すると，本科卒業生の自己評

価の方が低い評価となっていることが認められる。 

 専攻科修了生に対する評価では，本科卒業生と同様に学習・教育目標のＡ２に関する評価
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が低い値となっている。他の項目は，ほぼ同様な評価となっている。これらの評価と専攻科

修了生の自己評価を比較すると，いずれの項目についても専攻科修了生の自己評価の方が低

いことが認められる。 

③ 本校の学習・教育目標の中で重要と思われる項目について 

 進路先の関係者が，本校の学習・教育目標の中で「特に重要である」と評価している項目

としては，“課題を把握し解決する能力”（本校学習・教育目標のＣ２に相当），“自主性

と自立性を養う”（本校学習・教育目標のＢ２に相当）の２つがあげられている（資料６－

１－⑤－７）。これらの重要度の高い項目に関して，本科卒業生，専攻科修了生ともに良好

な評価を得ていることが認められる（資料６－１－⑤－６）。 

 

 

 

  

資料６－１－⑤－1 卒業生，修了生の職場における仕事のやりがい 

 

 

 出典：平成１９年度 専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

資料６－１－⑤－２ 卒業生，修了生の仕事における能力の発揮 

 

 

出典：平成１９年度 専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 
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資料６－１－⑤－３ 在学時に受けた教育の満足度 

 

出典：平成１９年度 専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

資料６－１－⑤－４ 複合教育の有益性 

 

出典：平成１９年度 専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

資料６－１－⑤－５ 卒業生，修了生の業務成績の評価 

 

出典：平成１９年度 専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，平成１４年度から５年ごとに，全卒業（全修了）生や進路先等の関係者に対して，現

状や本校への要望等に関する意見を聴取する取組みを実施している。また，以下のような理由から

本校における教育の成果が上がっていると判断した。 

・ 平成１９年度に実施した調査から，本科卒業生，専攻科修了生ともに仕事にやりがいを持ち，

自己の能力を発揮しながら業務に取り組んでいる様子が認められる。彼らの活躍には，本校で

受けた複合教育における「専門科目」，「情報処理関連科目」，「卒業研究・特別研究」が役

立っていることが推察される 

・ 本科卒業生，専攻科修了生に対する進路先の関係者からの評価では，業務成績については，本

科卒業生，専攻科修了生のいずれも高く評価されている 

・ 本校の学習・教育目標に対応する能力については，Ａ２「国際理解を深め，技術者としての倫

理観とコミュニケーション能力を養う」についてはやや低い評価であるが，それを除く５つの

項目について“ほぼ満足”と評価されている 

資料６－１－⑤－６ 本校の学習・教育目標に対応する能力評価 

 

出典：平成１９年度 専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

資料６－１－⑤－７ 本校の学習・教育目標における最重要項目 

 

出典：平成１９年度 専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 
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・ 本校の学習・教育目標の重要度の高いものとして，本校学習・教育目標のＢ２「自主性と自立

性を養う」，Ｃ２「課題を把握し解決する能力を身につけ，感性，創造性を養う」に相当する

項目があげられた。これらの項目については，卒業生，修了生ともに進路先の関係者から良好

な評価を得ており，進路先の要望に対応できている 

 

 以上のことから，本校では，卒業（修了）生や進路先等の関係者から意見を聴取する取組みが定

期的に実施されており，その結果から判断して，教育の成果や効果は十分に上がっている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 専攻科課程では，各項目の科目修得に加え，すべての項目に外部評価が導入されており，６項

目の目標それぞれに到達しているかどうかを単位修得状況，（Ａ１）学士取得状況，（Ａ２）

TOEICスコア，（Ｂ１）情報関連外部資格取得状況，（Ｃ２）インターンシップおよび特別研究，

学協会での研究発表状況により把握し，修了認定会議において評価している。また，全員が

JABEE「設計情報工学」プログラム履修者であり，平成１９年度以降，１名を除くすべての修了

生がJABEE修了要件を満たし，専攻科を修了している 

・ 準学士課程，専攻科課程とも，適切な進路指導がなされ，大部分の卒業生，修了生は専門分野

に相応しい進路（進学，就職）を選択している。また，進路先においても高い評価を得ている 

・ 学生による学習・教育目標の達成度評価が実施され，概ね良好な評価が得られている 

 

（改善を要する点） 

・ 準学士課程では，単位修得の達成状況を，学年修了認定会議と卒業認定会議で把握・評価して

いるが，６項目の学習・教育目標それぞれの具体的到達目標の達成度についての分析・評価が

十分にはされていない。今後，参考資料のような分析を継続的に行い，各到達目標の達成度を

評価する必要がある 

・ 学生の学習達成度の自己評価および進路先の関係者からの能力評価において，学習・教育目標

の「世界に通用する技術者をめざす実力」，Ａ２「国際理解を深め，技術者としての倫理観と

コミュニケーション能力を養う」の項目に関する評価が他の評価項目に比べてやや低い。この

評価項目に関係する英語については，「英語力向上タスクフォースII」などによる英語教育改

革によって成果が上げられつつあるが，それが達成度評価，能力評価に現れるよう，さらなる

努力が必要である 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 準学士課程，専攻科課程とも，本校の６項目の学習・教育目標（Ａ１～Ｃ２）に沿って，具体

的到達目標が定められている。準学士課程においては，各項目の科目修得に加えて，（Ａ２）英

語外部試験と（Ｃ２）発表評価が導入されており，概ね良好な達成度評価が得られている。専攻

科課程においては，各項目の科目修得に加えて，すべての項目に外部評価が導入され，また，平

成１９年度以降，１名を除くすべての修了生がJABEEプログラムを修了していることから，学習・

教育目標を十分に達成しているといえる。 

 過去５年間の留年および退学者は少数で,全体的に学校への定着率は高い。また，ほとんどの卒
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業生，修了生は，進路として各学科，各専攻の専門に対応する企業，あるいは大学，大学院を選

択している。 

 学習達成度アンケート調査による，卒業生，修了生の自己評価では，学習・教育目標に対して

“実力がついた”とする割合が総じて高い。さらに，卒業生，修了生および進路先の関係者へのア

ンケート調査では，本科卒業生，専攻科修了生ともに仕事にやりがいを持ち，自己の能力を発揮し

ながら業務に取り組んでいること，業務成績について高く評価されていることが明らかである。本

校の学習・教育目標に対応する能力については，進路先の関係者が重要度の高いと評価する（Ｂ２）

“自主性と自立性を養う”，（Ｃ２）“課題を把握し解決する能力”については，卒業生，修了生

ともに良好な評価を得ている。 

 以上により，本校における教育の成果は上がっている。 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 

 学習を進める上でのガイダンスについては，準学士課程入学者に対する入学前の修学指導を始め

として，準学士課程の全学生にオリエンテーションを行い，自主的学習への方向づけを促進してい

る（資料７－１－①－１〜４）。 

 オリエンテーションの欠席者に対しては後日改めて呼び出して実施することにより，ガイダンス

を徹底している（資料７－１－①－５）。 

 学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制について，準学士課程ではクラス担任が

学生の修学上の相談・助言の中心を担っている。クラス全体に対してはクラスホームルームを利用

して助言し，個人に対しては学生生活ノートや担任によるアンケートに基づいて指導している（資

料７－１－①－６〜８）。 

 一方，専攻科課程における学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制は，専攻科長

および専攻科幹事が中心的な役割を担っており，主に専攻科ホームルームで行っている（資料７－

１－①－９）。 

 学生相談室では，全学生に学習などの相談の受付について周知するとともに，準学士課程の新入

生に対して「新入生アンケート」を実施している（資料７－１－①－１０〜１５）。 

 全教員は，オフィスアワーを設定し，各教員室の前に掲示している。また，本校Webサイトにも

公開することで，学生に周知している（資料７－１－①－１６）。 

 

資料７－１－①－１ 就学前ガイダンスの内容（抜粋） 

 

（中略） 

 

出典：教務係資料 

 

  



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 

- 278 - 

資料７－１－①－２ 新年度オリエンテーションの内容 

 

（中略） 

 

出典：教務係資料 

 

資料７－１－①－３ 新年度オリエンテーションの内容 

 

出典：教務係資料 
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資料７－１－①－４ 新年度オリエンテーションの内容 

 

出典：教務係資料 

 

資料７－１－①－５ オリエンテーション欠席者への実施 

 

出典：教務係資料 
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資料７－１－①－６ 学生生活ノート 

  

出典：教務係資料 

 

資料７－１－①－７ 担任によるアンケート 

 
※学生氏名等にはモザイクがかけてある。 

出典：クラス担任資料 
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資料７－１－①－８ クラスホームルーム計画表 

※ハイライトの部分は該当箇所を表す。 

 

出典：教務係資料 
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資料７－１－①－９ 専攻科ホームルームスケジュール（抜粋） 

 

※学生氏名等にはモザイクがかけてある。 

出典：専攻科資料 

 

資料７－１－①－１０ 学生相談室の紹介 

 

出典：学生便覧 
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資料７－１－①－１１ 学生相談室パンフレット（抜粋） 

 
出典：学生相談室資料 
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資料７－１－①－１２ 学生相談室による新入生アンケート（抜粋） 

 

（中略） 

 

出典：学生相談室資料 
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資料７－１－①－１３ 学生相談室による新入生アンケート結果 

 

出典：学生相談室資料 
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資料７－１－①－１４ 学生相談室による新入生アンケート結果 

※ハイライト部分は学習に関する相談内容を示す。 

 

出典：学生相談室資料 

 

資料７－１－①－１５ 学生相談室による学習に関する相談件数 

 

出典：学生相談室資料 
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資料７－１－①－１６ オフィスアワー一覧 

 

出典：教務係資料 
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（分析結果とその根拠理由）  

 全学生に対して修学上のオリエンテーションを整備・実施している。学生の自主的学習を進める

上での相談・助言を行う体制も担任を中心に全教員により整備され，機能している。 

 学生相談室が，修学上の相談のある学生と直接面談をするだけでなく，該当教科担当の教員と学

生の橋渡し役となることにより，相談・助言のネットワークを構築している。 

 以上のことから，学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されている。また，学

生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能している。 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生

活環境等が整備され，効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況） 

 自主的学習や補習の場として図書館が整備され，効果的に利用されている（資料７－１－②－１，

〜３）。 

 その他の自主的学習や補習の場としては情報処理センターのパソコン室等が整備され，効果的に

利用されている（資料７－１－②－４，５）。 

 さらに学生談話室が整備され，学生のコミュニケーションスペースとしてだけでなく，学習スペ

ースとしても効果的に利用されている（資料７－１－②－６）。 

 

資料７－１－②－１ 図書館における自主的学習環境 

※ハイライト部分は自主的学習のためのスペースを示す。 

 
出典：学生便覧 



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 

- 289 - 

 

資料７－１－②－２ 図書館の開館時間 

 

出典：学生便覧 

 

資料７－１－②－３ 図書館の利用実績 

 

出典：図書館資料 
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資料７－１－②－４ 共通教室の設備 

※ハイライト部分は該当箇所を示す。 

 

出典：総務課資料 

 

資料７－１－②－５ 第１・第２パソコン室の利用状況 

 

出典：情報処理センター資料 
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資料７－１－②－６ 学生談話室の利用状況 

  

出典：学生係資料 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 各種自主的学習環境および厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が

整備され，効果的に利用されている。 

 以上のことから，自主的学習環境および厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス

生活環境等が整備され，効果的に利用されている。 

 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されているか。また，資格試験や

検定試験の受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

 学習支援に関する学生のニーズは，学生の自主的学習を進める上での相談・助言体制と同様に，

クラス担任や学生相談室による面談やアンケートによって汲み上げている（資料７－１－①－６，

７，１４）。 

 汲み上げたニーズは担任間で共有されるだけでなく，全クラス担任学生指導連絡会や主事・学年

主任・担任代表連絡会において報告され，学校全体で把握できる体制をとっている（資料７－１－

③－１，２）。 

 資格試験や検定試験の実施は学生に周知され，補習教材の提供や補習授業が行われ，合格率の向

上に寄与している（資料７－１－③－３〜１７）。 

 合格者へのインセンティブとして各種資格取得による単位修得の認定制度を導入している（資料

７－１－③－１８〜２０）。 

 毎年実施する海外語学研修では，参加者に対して経済的な支援を行っている（資料７－１－③－

２１〜２３）。 
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資料７－１－③－１ 全クラス担任学生指導連絡会 

 

出典：学生課資料 

 

資料７－１－③－２ 主事・学年主任・担任代表連絡会 

 

出典：学生課資料 

 

資料７－１－③－３ 実用英検の案内および担当者 

 

出典：英語科資料 
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資料７－１－③－４ 実用英検の受験者数・合格者数 

 

出典：英語科資料 

 

資料７－１－③－５ 工業英検の案内および担当者 

 

出典：英語科資料 
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資料７－１－③－６ 工業英検の対策問題（抜粋） 

 

出典：英語科資料 

 

資料７－１－③－７ 工業英検の受験者数・合格者数 

 

出典：英語科資料 
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資料７－１－③－８ TOEIC IP 試験の案内および担当者 

 

出典：英語科資料 

 

資料７－１－③－９ TOEIC IP 試験の受験者数 

 

出典：英語科資料 
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資料７－１－③－１０ 日本語検定の案内および担当者 

 

出典：国語科資料 

 

資料７－１－③－１１ 日本語検定の受験者数・合格者数 

 

出典：国語科資料 
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資料７－１－③－１２ 機械電気工学科の資格カレンダー 

 

出典：機械電気工学科資料 

 

資料７－１－③－１３ 機械電気工学科の実績 

 

出典：機械電気工学科資料 
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資料７－１－③－１４ 情報電子工学科の資格試験のための補講 

 

出典：情報電子工学科資料 
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資料７－１－③－１５ 情報電子工学科の資格試験の実績 

 

出典：情報電子工学科資料 
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資料７－１－③－１６ 土木建築工学科の建築士資格への対応 

 

出典：土木建築工学科資料 
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資料７－１－③－１７ 補講実績 

 

出典：教務係資料 

 

資料７－１－③－１８ 外部資格単位等による単位修得の認定に関する規則（抜粋） 

 

 

出典：学生便覧 
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資料７－１－③－１９ 外部資格単位等による単位認定別表 
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出典：学生便覧 
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資料７－１－③－２０ 特別学修単位認定申請者（抜粋） 

 

※平成２３年度は 202 件の申請。 

※学生氏名にはモザイクがかけてある。 

出典：教務委員会資料 
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資料７－１－③－２１ 海外語学研修要領 

 

 

出典：教務委員会資料 
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資料７－１－③－２２ 海外語学研修要領 

 

出典：教務委員会資料 
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資料７－１－③－２３ 海外語学研修実績 

 

出典：教務委員会資料 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学習支援に関する学生のニーズを，面談やアンケート調査によって適切に把握している。各種資

格試験や検定試験の受験に対して，一般科目および各専門学科において学生に周知し，適切に支援

を実施している。さらに，海外留学のための支援体制が十分整備され，機能している。 

 以上のことから，学習支援に関する学生のニーズが適切に把握され，資格試験や検定試験受験，

外国留学のための支援体制が整備され，機能している。 

 

観点７－１－④： 特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備されているか。ま

た，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 留学生に対しては，クラス担任の他，留学生担当教員および学生のチューターを配置し，学習支

援を行っている（資料７－１－④－１，２）。 

 留学生には特別の授業時間割で教育を行っている。これによって所属するクラスの授業だけでな

く，日本語および日本文化に関係する授業や，準学士課程の１・２年次に開設されている専門科目

の基礎を学ぶことができる（資料７－１－④－３）。 

 編入生に対しては，編入学前の学校の教育目標と，徳山高専の教育目標とのギャップを埋めるた

め，編入学試験直後の夏休み中に修学指導を実施している。修学指導では，編入学までに何を学習

しておく必要があるかを説明している。また，修学指導実施前にアンケートを行い，修学指導時に

適切な補習教材が提供できる体制を整えている（資料７－１－④－４，５）。 
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資料７－１－④－１ 留学生指導教員 

 

出典：総務課資料 
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資料７－１－④－２ 平成２４年度留学生指導委託者（チューター）名簿 

 

出典：学生課資料 

 

資料７－１－④－３ 留学生用時間割 

※緑色は日本語および日本文化に関係する授業を表す。 

※黄色は専門の基礎科目を表す。 

 

出典：教務係資料 
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資料７－１－④－４ 編入生修学指導要項 

 

出典：教務係資料 
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資料７－１－④－５ 編入生アンケート用紙 

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 特別な学習支援が必要な者に対する学習支援体制が整備され，適切に実施されている。事前指導

や補習を行い，徳山高専入学前の学校の教育目標と徳山高専の教育目標のギャップを埋め，スムー

ズに新しい環境に適応できるようにしている。 

 以上のことから，特別な学習支援が必要な者に対する学習支援体制が整備され，機能している。 
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観点７－１－⑤： 学生の部活動，サークル活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が整

備され，適切な責任体制の下に機能しているか。 

（観点に係る状況）  

 課外活動に関する規定に基づいて，部および同好会が設立され，全教員がクラブ・同好会の顧問

を担当している。（資料７－１－⑤－１〜３）。 

 クラブ顧問会議を開催し，クラブ活動支援のための方策を議論している（資料７－１－⑤－４）。 

 学生会の自治活動や学生のクラブ活動に対して，学生会予算や後援会予算によって支援され，物

品の購入，外部コーチの依頼，レンタカーによる遠征が可能になっている（資料７－１－⑤－５〜

８）。 

 クラブリーダーを育成し，クラブ活動をさらに活性化させるため，クラブリーダー研修会を年１

回実施している（資料７－１－⑤－９，１０）。 

 学生会の自治活動やクラブ活動のために，学生会室および部室が整備されている（資料７－１－

⑤－１１，１２）。 
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資料７－１－⑤－１ 課外活動に関する規定（抜粋） 

 

 
出典：学生便覧 
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資料７－１－⑤－２ 課外活動に関する組織図 

 

出典：学生便覧 
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資料７－１－⑤－３ クラブ顧問一覧 

 

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑤－４ 平成２４年度第 1 回クラブ顧問会議議事概要 

 

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑤－５ 平成２３年度徳山工業高等専門学校学生会決算報告書 

 

出典：学生会資料 
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資料７－１－⑤－６ クラブ活動におけるレンタカーの使用要領 

 

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑤－７ 平成２３年度クラブレンタカー利用状況 

 

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑤－８ 平成２４年度クラブコーチ謝金申請一覧 

 

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑤－９ 平成２３年度クラブリーダー研修会実施要綱 

 

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑤－１０ 平成２３年度クラブリーダー研修会参加者一覧 

 

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑤－１１ 学生会室 

 

出典：学生係資料 

 

資料７－１－⑤－１２ 部室の整備状況 

 

出典：学生係資料 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 すべての学生の課外活動に対して管理組織，運営費および施設が整備され，機能している。 

 以上のことから，学生の部活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が整備され，適切な

責任体制の下に機能している。 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

 生活および経済面に対しては，クラス担任制を整備し，クラス担任はクラスの学生の指導・相談

・助言を行う中心として機能している。また，学生主事室および厚生補導委員会は指導を行い，学
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生相談室は学生の相談に対応する（資料７－２－①－１〜３）。 

 学生相談室を整備し，そのことを全学生に対して学生相談室案内および学生便覧で通知すること

により，相談・助言を行う体制を整えている。また，ハラスメント防止委員会を設置し，各種ハラ

スメント防止の啓蒙を実施している。さらに，特に学生の心身に係る指導・相談・助言の場として

保健室が機能している（資料７－２－①－４〜８）。 

 経済的理由により修学が困難な学生に対しては，奨学金の斡旋，入学料および授業料の免除およ

び徴収猶予，寄宿料免除の制度を整備している。また，そのことを全学生に学生便覧で案内したり，

特に準学士課程新入生とその保護者に対しては，入学前の修学指導でも案内したりすることにより，

これらの制度を機能させている（資料７－２－①－９〜１１）。 
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資料７－２－①－１ クラス担任一覧 

 

出典：総務課資料 
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資料７－２－①－２ 厚生補導委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料７－２－①－３ 学生相談室規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料７－２－①－４ 学生相談室スタッフ紹介 

 

出典：学生相談室資料 
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資料７－２－①－５ ハラスメント防止ガイドライン 

 

 

出典：学生相談室資料 
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資料７－２－①－６ 保健室の整備状況 

 

出典：学生課資料 

 

資料７－２－①－７ 学生相談室の整備状況 

 

出典：学生課資料 
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資料７－２－①－８ 保健室・学生相談室での相談・対応事例 

 
出典：学生相談室資料 

 

資料７－２－①－９ 授業料等の免除および徴収猶予の取扱いに関する規則（抜粋） 

 

出典：独立行政法人国立高等専門学校機構規則 
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資料７－２－①－１０ 授業料等の免除・奨学金の案内 

 
出典：学生便覧 
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資料７－２－①－１１ 授業料免除実施状況 

 

出典：学生係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生の生活に係わる指導・相談・助言を行う体制が一面的ではなく，担任，厚生補導委員会およ

び学生相談室によって多面的に機能しており，学生支援のネットワークが形成されている。また，

経済面に係わる支援体制も充実しており，支援実績も十分上がっている。 

 以上のことから，学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ている。 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのできる

状況にあるか。また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 クラス担任以外に，留学生担当教員および学生のチューター（留学生１人つき１名）を配置し，

生活面の支援を行っている（資料７－１－④－１，２）。 

 留学生の生活の場である学寮では，留学生談話室，留学生専用シャワー室，イスラム教徒に配慮

した補食室が整備してある。また，学寮のスタッフが留学生の生活面の支援を行っている（資料７

－２－②－１〜４）。 

 障害のある学生への対応については，過去５年間は具体的な実例がない。しかしながら，学生相

談室に専門医およびカウンセラーを配置するとともに，関係教職員のＦＤ活動を実施し，対応でき

る体制を整えている（資料７－２－①－４，資料７－２－②－５）。 
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資料７－２－②－１ 留学生専用談話室 

  

出典：寮務係資料 

 

資料７－２－②－２ 留学生専用シャワー・洗濯室 

  

出典：寮務係資料 

 

資料７－２－②－３ 留学生専用補食室 

 

出典：寮務係資料 
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資料７－２－②－４ 留学生が編入する際の手続きをまとめた資料 
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出典：学生課資料 
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資料７－２－②－５ 障害をもつ学生対応のためのＦＤ活動 

 

出典：本校 Web サイト 
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（分析結果とその根拠理由）  

 留学生に対しては，施設面はもちろん，留学生担当教員，学生のチューターのサポートネットワ

ークが形成され十分機能している。また，障害をもつ学生への支援体制も整えている。 

 以上のことから，特別な支援が必要と考えられる学生に対する生活支援等が適切に行うことの出

来る状況が整っており，必要に応じて支援が行われている。 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況） 

 学生寮が設置・整備されており，適切な管理体制の下に運営されている（資料７－２－③－１〜

４）。 

 寮の規則，寮内の自治組織が規定され，機能している（資料７－２－③－５，６）。 

 寮生生活時間割の中に自習時間が設定されている。また，集中して勉強ができるよう，自習室を

貸し出している。さらに，定期試験前には勉強会を行っている。（資料７－２－③－７〜１１）。 

 休講や体調不良による残寮については，各自のキーボックスにメモを置くことで把握している。

登校後の寮内巡視は寮務主事室が行い，寮内環境の点検や残寮者への対応を実施している（資料７

－２－③－１２，１３）。 
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資料７－２－③－１ 高城寮の設置状況 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料７－２－③－２ 高城寮の入寮状況，施設・設備の整備状況 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料７－２－③－３ 学寮規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料７－２－③－４ 学寮運営委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料７－２－③－５ 寮生心得（抜粋） 

 

出典：学生便覧 
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資料７－２－③－６ 寮生会会則（抜粋） 

 

出典：学生便覧 
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資料７－２－③－７ 自習室・談話室の整備状況 

 

出典：寮務係資料 
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資料７－２－③－８ 自習室内の掲示 

 

出典：寮務係資料 

 

資料７－２－③－９ 自習室の利用状況 

 

出典：寮務係資料 
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資料７－２－③－１０ 日課表における自習時間 

 

出典：寮務係資料 
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資料７－２－③－１１ 勉強会出欠表 

 

出典：寮務係資料 
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資料７－２－③－１２ キーボックスメモ 

 

出典：寮務係資料 
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資料７－２－③－１３ 寮務巡回当番表 

 

出典：寮務係資料 
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（分析結果とその根拠理由）  

 寮務主事を中心とするスタッフおよび寮生会が協力して，生活面においても勉学の面においても

寮を有効な場としている。 

 以上のことから，学生寮が学生の生活および勉学の場として有効に機能している。 

 

観点７－２－④： 就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 全学科共通にサポートするキャリア教育支援室を設置し，キャリア教育支援プログラムの実施を

通して機能している。キャリア教育支援室の活動やキャリア支援プログラムの内容を学生に周知徹

底するため，新入生に対しては５月にキャリア教育支援室紹介を，４年生に対しては５月と１０月

に講座やプログラムのガイダンスを，また専攻科１年生に対しては，１０月にプログラムのガイダ

ンスを実施している（資料７－２－④－１〜３）。 

 キャリア教育支援室が実施するキャリア教育支援プログラムや進路支援セミナーは，すべてキャ

リア教育支援室のWebサイトおよびクラス掲示によって周知している。また，プログラムに対する

学生の感想は，キャリア学習履歴管理システム（通称：きゃりＰｉ）によって集積し，キャリア教

育支援室スタッフおよびクラス担任が閲覧できる環境を整備している（資料７－２－④－４，５）。 

 クラスごとのキャリア教育や，進路指導を実施するクラス担任および専攻科担当教員との連携を

はかるため，各種情報交換会や懇談会を実施するとともに，保護者に対してもその内容を周知して

いる（資料７－２－④－６〜９）。 

 各学科では，就職支援のための企業訪問を実施しており，ほぼ100％の就職率および進学率を達

成している（資料７－２－④－１０，１１）。 
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資料７－２－④－１ キャリア教育支援室規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料７－２－④－２ キャリア教育支援プログラム 

 

出典：キャリア教育支援室資料 
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資料７－２－④－３ プログラムの実施状況 

 
出典：キャリア教育支援室資料 
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資料７－２－④－４ キャリア教育支援室ホームページ 

 
出典：本校 Web サイト 
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資料７－２－④－５ キャリア学習履歴管理システム（きゃりＰｉ） 

 

出典：キャリア教育支援室資料 
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資料７－２－④－６ 担任等との連携 

 

出典：キャリア教育支援室資料 
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資料７－２－④－７ 担任等との連携 

 

出典：キャリア教育支援室資料 
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資料７－２－④－８ 後援会総会次第 

 

出典：後援会総会資料 
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資料７－２－④－９ 後援会総会資料 

 

出典：後援会総会資料 
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資料７－２－④－１０ 企業訪問件数 

 

出典：学生課資料 

 



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 

- 362 - 

資料７－２－④－１１ 就職先・進学先一覧 

 

出典：後援会総会資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 従来の学科ごとの進路指導に，キャリア教育支援室による全学科・全学年対象のサポートが加わ

ることにより，進路に関する質の高いサポートが提供できている。キャリア学習履歴管理システム

に入力されたキャリア教育支援プログラムに対する学生の感想から，プログラムに組み込まれてい

る各種講座を受講した学生が高い満足度を持っていることが分かる。 

 以上のことから，就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能している。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 学生の学習および生活に対する支援が，クラス担任および学生相談室からの適切なニーズの汲み

上げだけでなく，教務・学生・寮務の各主事室との情報共有によって適切に実施されている。 

 従来の学科ごとの進路指導に，キャリア教育支援室による全学科・全学年対象のサポートが加わ

ることにより，進路に関する質の高いサポートが提供できている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 学習を進める上でのガイダンスを全学生に対して整備・実施している。 

 学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制は，クラス担任および学生相談室を中心

に整備されている。 

 資格試験や検定試験，外国留学のための支援体制は，十分機能している。 

 留学生，編入学生に対しては，事前指導や補習を行い，本校の環境に適応できるようにするため

の学習支援を提供している。 

 課外活動に対する支援体制は充実している。 

 学生の生活，経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制は，クラス担任および学生相談室を中

心に多面的に機能し，支援実績も十分上がっている。 

 留学生に対しては，施設面だけでなく，留学生担当教員，チューターの複数のサポートネットワ

ークが形成され，十分機能している。また，障害をもつ学生への支援体制も整えている。 

 学生寮は，寮務主事を中心とするスタッフおよび寮生会が協力して，生活および勉学のための有

効な場としている。 

 進路指導については，従来の学科ごとの指導に，キャリア教育支援室による全学科・全学年対象

のサポートが加わることにより，支援のネットワーク化が進み，質の高いサポートが提供できてい

る。また，キャリア教育支援プログラムに組み込まれている各種講座に対して，学生は高い満足度

をもっている。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい

施設・設備が整備され，適切な安全管理の下に有効に活用されているか。また，

施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなされているか。 

（観点に係る状況） 

 平成１６年４月に独立行政法人化され，本校の教育内容を達成するために国から譲り受けた財産

として次に掲げる施設・設備を承継し，維持保全に努めながら有効に活用すると共に，教育環境の

整備に向けた保守・整備を計画的に行っている。 

 校舎については，施設配置図（資料８－１－①－１）のとおりである。 

 校舎改修工事に合わせ順次，耐震補強を図り，平成２３年度の専門科目棟(東)改修により，すべ

ての建物の耐震補強が完了し，校舎および学生寄宿舎には，エアコンが設置されている。 

 主たる施設の収容数等は，(b)各学年別教室一覧および(c)主な共通教室一覧に示すとおりである。  

 施設の利用案内については，本校Webサイト（資料８－１－①－２）で学内外に紹介している。 

 主な共通教室は，授業時間割（資料８－１－①－３）に基づき一週間に８コマから26コマ授業で

使用されるほか，講演会等に活用されている。 

 実習工場は，学生の工作実習等で使用しており，旋盤等の機械・器具を使用することから，利用

者の安全確保のため，初めて利用する１年生には，実習工場の利用方法等の説明（資料８－１－①

－４）を行い，さらに「実験実習安全必携」（資料８－１－①－５）を配布して安全確保の徹底を

図っている。 

 教室・管理棟玄関，学生玄関および福利厚生センター等には段差解消スロープを設置し，車椅子

での利用を可能とするとともに，教室・管理棟や専門科目棟にはエレベーターを設置し，障がいの

ある学生等の利用者が円滑に利用することができる。また，身障者用トイレも設置している（資料

８－１－①－６）。 

 専門科目棟屋上には，太陽光発電のための60ｋｗ太陽光パネルを設置のほか，廊下や外灯の照明

をLED電球に順次交換し，人感センサーを設置するなど，省エネルギー対策を行っている。さらに

は，学生会の協力のもとゴミの分別収集や節電への取組（資料８－１－①－７）に努めており，光

熱水量については，対前年度と比較検討を行い，省エネルギーに対する意識の啓発を行うなど，環

境面への配慮に取り組んでいる。 

 

（ａ）主な建物（資料８－１－①－１）および内訳 

・教室・管理棟（１～４年生教室，物理実験室，化学・生命科学実験室，ICT 教室，演習室，教員

室，事務室等） 

・専門科目棟（実験室，CAD 演習室，設計製作室，開発型電算機室，第１・第２スタジオ型演習室，

教員室等） 

・図書館（閲覧室，書庫，事務室，保健室，学生談話スペース等） 

・専攻科棟（実験室，講義室，教員室等） 

・テクノ・リフレッシュ教育センター（研究室，多目的研修室等） 
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・情報処理センター（第１・第２パソコン室等） 

・実験実習棟（実験室，工作室，機械工場等） 

・メディアホール（視聴覚室，機器室） 

・体育施設（第一・第二体育館，剣道場，柔道場，プール，庭球場，野球場，陸上競技場等） 

・学生寄宿舎（男子寮，女子寮，食堂，浴室，談話室，補食室，事務室等） 

・福利厚生センター（食堂，集会室，研修室等） 

・合宿研修施設（研修室，宿泊室，教員室等） 

 

（ｂ）各学年別教室一覧 

名 称 面積(㎡) 収容数 クラス等 

教 室 ９０   ４０ １年１組 

教 室 ９０ ４１ １年２組 

教 室 ９０ ４１ １年３組 

教 室 ９０ ４０ 機械電気２年 

教 室 ９０ ４３ 情報電子２年 

教 室 ９０ ３７ 土木建築２年 

教 室 ９０ ４１ 機械電気３年 

教 室 ９０ ４７ 情報電子３年 

教 室 ９０ ４７ 土木建築３年 

教 室 ９０ ４４ 機械電気４年 

教 室 ９３ ４３ 情報電子４年 

教 室 ９０ ４３ 土木建築４年 

 

（ｃ）主な共通教室一覧 

名   称 面積(㎡) 収容数 月 火 水 木 金 

第１パソコン室 １２８ ５０ ４／３ ２／２ ２／３ ４／１ ２／３ 

第２パソコン室 １１２ ５０ ４／２ ４／２ ４／３ ４／２ ２／４ 

講義室１（専攻科） ３５ ２５ －／２ ２／２ ２／２ －／－ ２／４ 

講義室２（専攻科） ３５ ２４ ２／－ ２／－ ２／２ ２／－ ４／４ 

講義室３（専攻科） ３５ ２２ －／１ ２／－ ２／－ －／２ ４／４ 

ICT 教室 ８４ ４８ －／－ １／３ １／２ １／２ ２／２ 

メディアホール １８１ １４４ －／－ －／－ ２／－ ４／－ －／－ 

物理実験室 ８４ ５４ ４／－ －／２ ２／－ ２／２ －／－ 

化学・生命科学実験室 ８４ ５４ ２／２ ２／２ ４／－ －／－ －／－ 

留学生ゼミ室（講義室） １４ ５ －／２ ２／－ ２／－ －／－ －／４ 

多目的研修室 ９７ ５４ ３／－ －／２ ３／－ ２／３ －／－ 

CAD 演習室 １３６ ５０ ２／３ ２／３ ４／２ ２／２ ４／３ 
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設計製作室 １３５ ６０ ４／２ ４／２ ４／２ ４／２ ２／２ 

開発型電算機室 １２２ ５０ ３／３ ３／３ ４／２ ４／２ ２／２ 

第１スタジオ型演習室 CW ８７ ５６ ２／２ ４／－ ４／― －／－ ２／－ 

第１スタジオ型演習室 E ５８ ４０ ２／－ ４／２ －／２ ４／２ ２／２ 

第１スタジオ型演習室 W ５８ ５４ －／－ －／－ －／－ ４／－ ４／－ 

第２スタジオ型演習室 E ６８ ４８ ４／－ ２／－ ４／２ ２／－ ４／－ 

第２スタジオ型演習室 W ６８ ４８ １／３ ３／３ －／２ ２／２ －／２ 

電子工学実験室 １３６ ５２ －／－ １／３ ３／３ ２／２ ４／４ 

演習室 ６９ ５４ ２／－ ２／２ －／－ ４／３ ４／－ 

※（稼働状況 月曜日～金曜日のコマ数，午前／午後） 

 

（ｄ）共通教室の主な設備 

 ・第１パソコン室 パソコン 50 台，プリンター２台，プロジェクター２台，音響設備， 

電動スクリーン２台，電動ブラインド 

 ・第２パソコン室 パソコン 50 台，プリンター２台，プロジェクター２台，音響設備， 

電動スクリーン２台，電動ブラインド 

 ・講義室１（専攻科） スクリーン，プロジェクター，テレビ，ビデオ，OHP 

 ・講義室２（専攻科） スクリーン，プロジェクター，テレビ，ビデオ，OHP，CS・BS チューナー，

パソコン１台，モニターテレビ５台，ブルーレイディスク 

 ・講義室３（専攻科） スクリーン，プロジェクター，テレビ，ビデオ，OHP 

・ICT 教室 実験台，音響設備，プロジェクター，電動スクリーン 

 ・メディアホール LAN モジュラーコンセント付きデスク，DVD プレーヤー，VHS ビデオデッキ，

スライド式ホワイトボード，電動ブラインド，プロジェクター，電動スクリー

ン 

 ・物理実験室 プロジェクター，電動スクリーン，電流計 12 台，電圧計 12 台，比電荷測定器２台，

直流電源６台，ノートパソコン 12 台，はく検電器 12 台，誘導コイル，電子天秤，

力学台車 20 台 

 ・化学・生命科学実験室 実験台（水栓，ガス，コンセント付き）７台，ドラフトチャンバー２台，

流し台，オートクレーブ，危険物保管庫２台，薬品庫，プロジェクター，

電動スクリーン，分光光度計，真空計，キセノン光源，上皿天秤，顕微

鏡，純水製造装置，電気定温乾燥機，ガスクロマトグラフ 

 ・多目的研修室 遠隔講義システム（プロジェクター２台，カメラ，スピーカー２台，スクリーン

２台他）音響設備，電動スクリーン，プロジェクター，ワイヤレスアンプ，OHP 

 ・CAD 演習室 パソコン 51 台，プロジェクター２台，音響設備，電動スクリーン２台 

 ・設計製作室 プロジェクター２台，音響設備，電動スクリーン２台 

 ・開発型電算機室 パソコン 50 台，プロジェクター２台，音響設備，電動スクリーン，レーザー

プリンター２台 

 ・第１スタジオ型演習室 E プロジェクター，音響設備，電動スクリーン 
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 ・第１スタジオ型演習室 W プロジェクター，音響設備，電動スクリーン 

 ・第２スタジオ型演習室 E プロジェクター２台，液晶ディスプレイ２台，音響設備，電動スクリ

ーン２台 

 ・第２スタジオ型演習室 W プロジェクター２台，音響設備，電動スクリーン２台 

・電子工学実験室 ノートパソコン 27 台，プロジェクター，電動スクリーン，音響設備，オシロ

スコープ 20 台，ファンクションジェネレータ 13 台，直流電源装置 40 台 

・演習室 電動スクリーン，プロジェクター，OHP，音響設備，レコードプレーヤー，DVD プレー

ヤー，ビデオデッキ，レーザーディスク，CD プレーヤー 

 

（ｅ）施設の整備（工事・営繕関係）一覧 

昭和５０年 ３月 本校舎，寄宿舎，体育館等（第１期工事竣工） 

昭和５１年 ３月 専門科目棟，実験実習棟，電子計算機室，図書館等（第２期工事竣工） 

昭和５２年 ３月 陸上競技場，野球場工事竣工 

昭和５７年 ３月 福利厚生施設，柔道場工事竣工 

平成 ３年 ３月 寄宿舎の一部を改修し，女子寄宿舎を設置 

平成 ６年 ３月 女子寄宿舎を増設 

平成 ６年 ６月 校内緑化，校内道路等拡幅，陸上競技場等改修工事竣工 

平成 ６年１１月 テクノ・リフレッシュ教育センター工事竣工 

平成 ９年 ３月 専攻科棟新営工事竣工 

平成１１年 ７月 視聴覚棟（メディアホール）新営工事竣工 

平成１１年 ８月 太陽光発電設備を設置 

平成１３年 ３月 渡り廊下新営その他工事 

平成１７年 ３月 教室・管理棟校舎外壁改修工事 

平成１８年 ３月 校舎空調設備改修工事 

平成２０年 ３月 教室・管理棟，図書館，情報処理センター耐震改修工事，玄関前道路拡幅 

平成２２年 ２月 専門科目棟（西）耐震改修工事 

平成２２年 ３月 実験実習棟改修工事，校内埋設配管更新 

平成２４年 ３月 専門科目棟（東）耐震改修工事 

 

（ｆ）主要な備品資産明細一覧 

①一般科目 

１）全自動Ｘ線回折装置（リガク RINT-Ultima） 

・試料にＸ線を照射して分析・構造を解明する装置 
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・主な用途：研究用―層状チタン酸塩の合成。教育用－情報電子工学総合演習 

②機械電気工学科 

１）制御教育実習システム（オークママシニングセンター VR-40A） 

・自動工具交換付金属加工機械 

・主な用途：授業，実習 

２）コンピュータ制御セラミックス試験機（３点４点曲げ試験治具付き） 

・高温および室温下におけるセラミックおよび金属材料の機械的特性解析 

・主な用途：卒業研究，特別研究 

３）複合負荷精密材料試験機（島津オートグラフ AG-100KNES） 

・金属材料の引っ張りおよびねじり強度を測定する試験機 

・主な用途：教育用－共析鋼の低サイクル疲労寿命の関係（卒業研究）工学実験， 

研究用－ラジカル窒化を施した高強度鋼の疲労特性と延性の関係 

４）電磁環境計測システム（米国アジレン社，新川電機） 

・低周波から高周波まで各種のシールド材料の遮蔽効果を計測し LSI 基板から放出される電

磁波評価が可能 

・主な用途：教育用－工学セミナー，卒業研究 

研究用－専攻科総合実験，鋼板の渦電流探傷，導体板の速度測定 

５）極表面性状分析装置 

 ・ナノメートルオーダーでの材料表面の分析（材料極表面の機械的性質の計測，形状測定お

よび元素分析）が可能な装置 

・主な用途：研究用－卒業研究，特別研究 

外部からの観察依頼への対応 

６）ワイヤ放電加工機 

 ・直径 O.2 ㎜の黄銅製ワイヤを電極とし，放電による熱で金属を溶かし加工する工作機械 

 ・主な用途：授業および実習，研究（教員研究，卒業研究，特別研究）やロボコンの製作依

頼，校内見学会のデモ 

７）立形マシニングセンタ（オオクマ(株)MU-400VA） 

 ・自動工具交換装置を備え，５つの制御軸（Ｘ，Ｙ，Ｚ，Ａ，Ｃ軸）を持った複雑形状の部

品を効率よく高精度に加工可能なフライス盤 

・主な用途：授業および実習，研究（教員研究，卒業研究，特別研究）やロボコンの製作依

頼，校内見学会のデモ 

８）CNC フライス盤（大阪機工(株)VM5Ⅲ） 

・３つの制御軸（Ｘ，Ｙ，Ｚ軸）を持ち，高剛性の主軸で加工範囲も広く，大物の加工に適

した NC フライス盤 

・主な用途：授業および実習，研究（教員研究，卒業研究，特別研究）やロボコンの製作依

頼 

 ９）小型マシニングセンタ（FUNUC  ROBODRILLα-T21iFa） 

・自動工具交換装置を備え，３つの制御軸（Ｘ，Ｙ，Ｚ軸）を持った電子基板の穴あけなど
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小物の加工に適した NC フライス盤 

・主な用途：授業および実習，研究（教員研究，卒業研究，特別研究）やロボコンの製作依

頼 

③土木建築工学科 

１）三軸圧縮試験機（九州丸東） 

・粘土や砂の圧密せん断特性や土の強度変形特性を調べる試験機 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究 

２）分割型圧密試験機（マルイ NIS-232-1-65-5） 

・分割された試料に対する経時的な層別圧密挙動および間隙水圧の変化を計測する試験機 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究 

３）レーザー流速計（DISA55X シリーズ） 

・流速測定および流れの可視化をする装置 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究 

４）ドップラー流速計（ダンテックエレクトロニクス社） 

・流速測定および流れの可視化をする装置 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究 

５）サーボアクチュエータ式負荷装置（JT トーシ社） 

・５本のサーボアクチュエータと 10 本の油圧ジャッキによりさまざまな構造試験，振動試験

を行う装置 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究，共同研究 

６）トリプル異種連立複合型材料試験システム（島津） 

 ・試験力 2,000ｋＮの万能試験機，試験力 1,000ｋＮの圧縮曲げ試験機，動的試験力 10ｋＮお

よび静的試験力 12ｋＮの疲労試験機で構成 

 ・主な用途：教育用－コンクリートの強度試験，鉄筋の引張試験（工学実験） 

       研究用－カルシウムおよびマグネシウム固化剤ベースの構造部材の開発，鉄筋

コンクリートおよび木材の曲げ試験，亀裂部材の強度試験 

（資産台帳搭載価格 1,000 万円以上を計上） 
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資料８－１－①－１ 施設配置図 

 

出典：学校要覧 
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資料８－１－①－２ 学内施設の利用案内 

 

出典：本校Webサイト 
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資料８－１－①－３ 平成２４年度前期授業時間割 

 
出典：教務係資料 

 

資料８－１－①－４ 安全のしおり 

 

出典：実習工場資料 
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資料８－１－①－５ 実験実習安全必携 

 

出典：実験実習安全必携 
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資料８－１－①－６ バリアフリーマップ 

 

出典：総務課資料 

 

資料８－１－①－７ ゴミの分別収集や節電への取組 

 

出典：学生会資料 
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（分析結果とその根拠理由）  

 最近の施設改修工事として，平成２０年３月に教室・管理棟，図書館，情報処理センター耐震改

修工事，平成２２年２月に専門科目棟（西）耐震改修工事，および平成２４年３月には専門科目棟

（東）耐震改修工事を行い，省エネルギーおよび安心・安全に配慮した耐震改修を実施し，共用ス

ペース等の有効活用を図り，校内の環境保全，ユニバーサルデザインの導入により教育環境が大い

に改善された。 

 また，本校の教育・研究環境の充実のためには，維持保全および施設整備事業を鋭意行っていく

ことが必要であり，設置後３０年を経過している基幹設備の老朽化改善対応を計画的に実施しなけ

ればならない。 

 これらの改善改修を計画的に実施するため，今後，「キャンパスマスタープラン」を作成し施設

整備事業に係る予算要求を行っていく必要がある。 

 以上のことから，本校の施設・設備については，高等専門学校設置基準に定める基準を満たし,

整備されており有効に活用され，バリアフリー化や環境面への配慮がなされている。 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ環境が十分なセキュリティ管理

の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 

 情報処理センター内に第１パソコン室および第２パソコン室が整備されており，授業に一週間そ

れぞれ26コマと31コマ利用されている。平成２３年度におけるパソコン室の利用人員はのべ40,484

名（資料８－１－②－１）となっている。 

 

（ａ）学内ネットワークは，平成１９年度より基幹，支線ともに１Gbpsに高速化している。また，

平成２３年度までの校舎改修において，スイッチ群を格納する専用のEPS室を設けた。これにより，

従来校舎の各所にあったスイッチ類が集約され，保守・管理作業が容易になった。 

（ｂ）外部とのネットワークに関しては，安定した外部接続を確保するために以下のように２形態

の回線接続を行っている。 

① YSN（やまぐち情報スーパーネットワーク）を介しての山口大学との接続。 

回線速度：100Mbps 

利用目的：SINETを介してインターネットと接続。宇部高専との遠隔授業など。 

② エネルギアコミュニケーションズが運営するCCCN回線と接続。 

回線速度：30Mbps 

利用目的：CCCNを介してインターネットと接続。YSN停止時の非常用回線として運用。 

（ｃ）平成１４年に導入したメールサーバ用アンチウィルスソフトに加えて，平成１９年７月から

スパムフィルターを導入した。これらにより，学外からのメールを介してのウィルスの進入を防御

することができるようになり，かつ，学内からのウィルスメールも送付することができなくなった。

なお，これまでに送られてきているウィルスに関しては，全て駆除されている（資料８－１－②－

２）。 

（ｄ）学内の全教職員および学生は，情報処理センターのWebサイトから，パソコン用ウィルス駆
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除ソフトをダウンロードできるようになっており（資料８－１－②－３），平成１７年１０月に，

Mac OSX用およびUNIX用のSophos Anti-Virusを，平成２２年１０月にはWindows７にも対応する

Symantec Endpoint Protectionを完備した。これにより，全てのOSについての対応が可能となった。 

（ｅ）平成２３年度，情報セキュリティ管理規程の制定を受け，情報セキュリティ管理体制を確立

した。併せて，情報セキュリティ推進規程，情報セキュリティ教職員規程，情報セキュリティ利用

者規程を制定した（資料８－１－②－４）。 

（ｆ）平成２１年１２月に行われた高専機構とマイクロソフト（株）の包括ライセンス契約により，

各種OSやアプリケーションソフトウェアなど，教育・研究のためのIT環境が充実した。 

 

資料８－１－②－１ 平成２３年度パソコン室のべ利用者人数 

 

出典：情報処理センター資料 

 

  

資料８－１－②－２ 学内のウィルス情報について 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料８－１－②－３ アンチウィルスソフトについて 

 

出典：本校Webサイト 

 

資料８－１－②－４ 情報セキュリティ管理規程（抜粋） 

 
出典：本校規則集 
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（分析結果とその根拠理由） 

 インターネット利用を含め，学生のネットワーク利用状況は良い。また，学生寮にもネットワー

クを整備しており，学生の需要を満たしている。ネットワークのセキュリティを確保するために，

スパムフィルタやアンチウイルスソフトを導入するなど，ソフトウェア面からの対策は充足されて

いる。学生・教職員のニーズを満たす点では，校内 LAN，外部接続とも十分である。 

 以上のことから，情報ネットワークが十分なセキュリティ管理の下に適切に整備され，有効に活

用されている。 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集，

整理されており，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 

 図書館の閲覧室には，約 37,000 冊の図書と 340 種の雑誌などが，専門分野ごとに系統的に整備

・分類（資料８－２－①－１－１～５）され，創造教育や外部資格取得関係の図書は，独立コーナ

ーに利用しやすく配架してある（資料８－２－①－２）。閲覧室には，検索用のパソコン８台，視

聴覚資料用の AV 機器を４組設置している。 

 平成２３年度は，本科生 8,567 名，専攻科生 835 名，教職員等 791 名が図書館を利用しており，

貸出冊数は 2,185 冊となっている。（資料８－２－①－３－１～３） 

 平成７年１月から，図書館の一般開放を開始し，図書館ホームページでは OPAC を公開している

ほか，平成１５年７月からは山口県内横断検索にも参加している。 

 時間外開館は平日 17:00～19:00 および土曜日 9:00～12:00 となっている。 

 また，図書館システムは平成７年度の校内ネットワークの整備に伴い，インターネットによる検

索が可能となった。さらに，平成１０年３月には更新（丸善・PUBLIS）され，入退館システム（伊

藤伊・ILAS）も導入した。図書の発注，受入，蔵書点検，貸出，雑誌の受入，製本，廃棄，貸出，

文献複写の依頼・受付等，全て前述の図書館システムで処理している。所蔵雑誌は図書館が集中管

理しているので，散逸することなく製本がスムーズにでき文献の依頼に対しても迅速に対応できる。

昭和５５年度から情報電子工学科の協力により，内部開発による電算化をすすめ，平成８年に学内

LAN が整備されたことに伴い，新システムを導入し業務の電算化をほぼ完了している。 

 図書館システムに関しては，長岡技術科学大学・高等専門学校統合図書館システムを平成２３年

１１月に更新した。 
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資料８－２－①－１－１ 図書館蔵書数 

 

出典：図書係資料 

 

資料８－２－①－１－２ 図書館蔵書数（一般科目） 

 

出典：図書係資料 
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資料８－２－①－１－３ 図書館蔵書数（機械電気工学科） 

 

出典：図書係資料 

 

資料８－２－①－１－４ 図書館蔵書数（情報電子工学科） 

 

出典：図書係資料 
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資料８－２－①－１－５ 図書館蔵書数（土木建築工学科） 

 
出典：図書係資料 

 

資料８－２－①－２  図書館レイアウト図 

 

出典：図書係資料 
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資料８－２－①－３－１ 図書館利用統計 

 

出典：図書係資料 

 

資料８－２－①－３－２ 図書館貸出統計 

 

出典：図書係資料 
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資料８－２－①－３－３ 図書館利用状況 

 

出典：図書係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 図書館システムでは，教員室の端末から図書の注文，文献複写の依頼が出来る。図書館ホームペ

ージには，OPAC，購読雑誌のコンテンツ，電子ジャーナル・DB（Science Direct，JDreamⅡ，

MathSciNat，Science，CiNii）の情報サービス等が掲載されているので，文献検索が教員室・卒研

室からできる（資料８－２－①－４－１，２）。図書・雑誌のバーコードで貸出・返却が迅速に処

理され，貸出情報で返却の督促通知や利用状況の統計処理等を行うことができる。貸出中の図書・

雑誌の借出し予約ができる。また，年に１度の蔵書点検のデータ処理が迅速であり，入退館システ

ムの導入により行方不明図書がほとんど無くなった。 

 現在は，ワンフロアでパソコンも AV 機器も使用しており，図書館が十分な機能を発揮している。 

 以上のことから，図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されている。  
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資料８－２－①－４－１ 図書の注文等 

 

出典：本校Webサイト 

 

資料８－２－①－４－２ 情報サービス 

 

出典：本校Webサイト 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 学内情報ネットワークの高速化，学外接続との高速化がなされている 

・ スイッチ群を格納する専用のEPS室を設けたことにより，各所にあったスイッチ類が集約され，

保守・管理作業の効率化が図られている 

・ 情報セキュリティ管理規程等の制定を受け，情報セキュリティの対応が確立されている 

・ スパムフィルター，メールサーバ，クライアントパソコンの３段階でウィルスチェックをし

ており，ウィルスの侵入やウィルスメールの送信が制限できている 

・ 図書館システムを通じて，インターネットによるサービスが進んでいる 

・ 図書館システムによる業務の電算化で，素早い対応やきめ細かいサービスを可能としている 

（改善を要する点） 

 特になし。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 本校の教育目標，教育課程に対応した校地・校舎・教室・図書館・情報処理センター・体育館・

運動場等の施設が整備されている。教育用の機械・器具の設備も整備されており，有効に活用して

いる。 

 また，学内情報ネットワークについても高速化，学外接続の高速化を図っているほか，情報セキ

ュリティ対応についてもウィルス対策体制が確立されており，教育研究および学生のニーズを満た

すものとして整備され，有効に活用している。 

 図書館については，学生および教員のニーズにあった図書，学術雑誌，視聴覚資料などの教育研

究上必要な資料が備えられている。また，平日夜間および土曜日の利用にも対応するなど利便性の

高い図書館となっており，学生も有効に活用している。
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

 教育活動に関するデータや資料の収集・蓄積は，学習・教育レビユー室を中心に各授業科目の成

績評価資料（全答案を含む）の管理およびシラバス内容の点検が行われている（資料９－１－①－

１）。学習・教育レビュー室は，学生からはオンラインで授業アンケートを収集し，卒業生・修了

生学習達成度の点検・評価を行い，徳山高専教育モニターも参加する公開授業とそのレビュー会に

よる評価資料などを蓄積している（資料９－１－①－２）。 

 各教員は「年間職務の自己評価書」の提出が義務づけられ，自己評価委員会により主要結果は本

校Webサイトで公開されている（資料９－１－①－３）。 

 収集されたこれらの資料・データは，学習・教育レビユー室のみならずＦＤ委員会，顧問会議や

自己評価委員会，総合企画室，教務委員会，専攻科委員会，教員会議，教室会議等の連携による点

検システムが確立され（資料９－１－①－４），継続的に教育の評価改善に反映されている。また

平成２０年度には自己評価委員会規則を改正し，各組織の活動に対する点検・評価に加え，教育点

検システム自体の点検もその任務として明記し，それに基づき教育点検システムそのものを点検し

ている（資料９－１－①－５）。 

 

資料９－１－①－１ 学習・教育レビュー室規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 
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資料９－１－①－２ 学習・教育レビュー室ホームページ 

 

出典：本校 Web サイト（学内限定） 
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資料９－１－①－３ 年間職務の自己評価結果の公開 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料９－１－①－４ 教育点検システム 

 

出典：本校 Web サイト 

 

資料９－１－①－５ 自己評価委員会規則（抜粋） 

 
 

出典：本校規則集 
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（分析結果とその根拠理由） 

 学習・教育レビユー室を中心として「成績評価資料」，「授業アンケート」等の教育活動の実態

を示すデータや資料が適切に収集・蓄積されている。また，ＦＤ委員会，顧問会議や自己評価委員

会においても，各々，教育の状況についての評価を適切に実施できる体制が整備されている。さら

に自己評価委員会では，教育点検システム自体が機能しているかどうかを点検・評価している。 

 以上のことから，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積されている。教育状況

に対する継続的な評価システムが十分に整備され，教育点検システム自体の機能も評価され，スパ

イラルに改善，発展するためにＰＤＣＡ(Plan Do Check Action）が機能している。 

 

観点９－１－②： 学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われており，それらの結果をも

とに教育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，

適切に行われているか。 

（観点に係る状況） 

 学生による授業アンケートが各科目とも年２回（半期科目は，中間と学期末，通年科目は，前期

末と学年末）実施され，集計結果は各教員に通知され授業改善に役立てられている。本校Webサイ

トで授業評価が公開されている（資料９－１－②－１）。授業アンケートについては学習・教育レ

ビュー室を中心に，学生に対し授業アンケートに関する調査を実施し，項目の検討，改善が行われ

ている（資料９－１－②－２）。また学習シートの活用により，授業ごとの達成度評価および学生

の要望の聴取がなされている（資料９－１－②－３）。各教員のオフィスアワーが教員室前および

Webサイトに掲載され，日常の学習等の相談に活用されている（資料９－１－②－４）。さらに学

生相談室における学生の要望聴取と指導がなされている（資料９－１－②－５）。 

 外部有識者の意見は顧問会議により聴取している（資料９－１－②－６）。卒業生，修了生に対

するアンケート（資料９－１－②－７）および就職先企業等に対するアンケートが，平成１４年度

より５年毎に実施されている（資料９－１－②－８）。また，公開授業により外部モニターの意見

を聴取している（資料９－１－②－９）。 

 教員の意見は，教員の年間職務の自己評価書（資料９－１－②－１０），および年に１回実施さ

れる校長による教員面談で聴取している（資料９－１－②－１１）。職員の意見は，年に３回実施

される職員面談により聴取している（資料９－１－②－１２）。 

 平成２２年度より，正面玄関に徳山高専意見箱を設置し（資料９－１－②－１３），教職員，学

生および保護者の意見の聴取を行っている（資料９－１－②－１４，１５）。 

 聴取した意見等をもとに，教務委員会では，教育課程に関する改善を行い，自己評価委員会が，

その実施要領に基づき点検・評価を行い報告書としてまとめている（資料９－１－②－１６）。 
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資料９－１－②－１ 学生による授業アンケート 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料９－１－②－２ 授業アンケートに関する調査（抜粋） 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料９－１－②－３ 学習シート（例） 

 

出典：鉄筋コンクリート工学学習シート 
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資料９－１－②－４ 各教員のオフィスアワー提示（抜粋） 

 

出典：本校 Web サイト 

 

資料９－１－②－５ 学生相談室における学生の要望聴取と指導 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料９－１－②－６ 平成２３年度第１回顧問会議議事概要（抜粋） 

 

出典：平成２３年度第１回顧問会議概要 
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資料９－１－②－７ 卒業生・修了生アンケート集計結果（抜粋） 

 

出典：専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

 

資料９－１－②－８ 企業アンケート集計結果（抜粋） 

 

出典：専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 
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資料９－１－②－９ 外部教育モニター募集要項 

 

出典：本校 Web サイト 

 

 



徳山工業高等専門学校 基準９ 

 

- 398 - 

資料９－１－②－１０ 年間職務の自己評価書（抜粋） 

 

出典：自己評価委員会資料 
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資料９－１－②－１１ 教員面談記録（抜粋） 

 

出典：校長室資料 

 

資料９－１－②－１２ 職員面談シート（例） 

 

出典：総務課資料 
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資料９－１－②－１３ 徳山高専意見箱 

 

出典：総務課資料 

 

資料９－１－②－１４ 意見箱取扱要領 

 

出典：総務課資料 
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資料９－１－②－１５ 意見箱への投書内容および回答（例） 

 

出典：総合企画室資料 

 

資料９－１－②－１６ 自己点検結果報告書（点検手順と日程） 

 

出典：本校の活動状況報告及び教育点検システムの点検結果報告書 
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生による授業アンケート，顧問会議，卒業生，修了生および就職先企業等に対するアンケート，

意見箱の設置など，様々な取組みにより，学校の構成員，学外関係者の意見を聴取しており，その

結果をもとに自己評価委員会が，作成した基準に基づき，自己点検・評価を行い，点検結果報告書

を作成している。 

 以上のことから，学校の構成員，学外関係者の意見の聴取を行っており，教育の状況に関する自

己点検・自己評価を適切に行っている。 

 

観点９－１－③： 各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織として

のシステムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じら

れているか。 

（観点に係る状況）  

 教務委員会，専攻科委員会を中心に教室会議，科目間調整会議，タスクフォースの密な連携によ

るカリキュラムの検討が継続的に行われている（資料９－１－③－１）。教育の状況に対する自己

点検・自己評価の結果，必要があれば科目間調整会議（資料９－１－③－２）やタスクフォース

（資料９－１－③－３）を開催している。平成２２年度には，教員会議における検討をもとに，エ

ンジニアリング・デザイン教育プログラム検討ワーキンググループ（資料９－１－③－４）および

高度化改革検討ワーキンググループ（資料９－１－③－５）が設置され，本校の教育の高度化を目

指した改革についての検討を行った。また教員研修会において，本校を取り巻く状況やカリキュラ

ムに関する議論が行われている（資料９－１－③－６）。 

 内部教員と外部の教育モニター参加による「公開授業」（資料９－１－③－７）とその「レビュ

ー会」（資料９－１－③－８）が実施されている（年間１６回）。また，学生に直接インタビュー

を行うプレレビュー会（公開授業実施前）（資料９－１－③－９）とポストレビュー会（公開授業

実施後）（資料９－１－③－１０）により，授業改善が行われたかどうかの確認を行っている。こ

れらの公開授業レビュー会などの議事録は資料室に保管され，閲覧できる。さらに，定期試験の全

答案および模範解答，学習シートなどが資料室に保管されており，他の教員も過去の資料を閲覧で

き，授業改善に役立てられている。 

 さまざまな評価や検討の結果を踏まえ，教務委員会，専攻科委員会を中心に教室会議，科目間調

整会議，タスクフォースの密な連携によりカリキュラムの改正（資料９－１－③－１１）や授業内

容の工夫が行われている（資料９－１－③－１２）。 
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資料９－１－③－１ 教員間連絡ネットワーク組織 

 

出典：本校 Web サイト 

 

資料９－１－③－２ 数学科目間調整会議（抜粋） 

 

出典：数学科目間調整会議議事録 

 



徳山工業高等専門学校 基準９ 

 

- 404 - 

資料９－１－③－３ 英語力向上タスクフォース IIの設置 

 

出典：英語力向上タスクフォース II 諮問 
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資料９－１－③－４ エンジニアリング・デザイン教育プログラム検討ワーキンググループの設置 

 

出典：エンジニアリング・デザイン教育プログラム検討ワーキンググループ諮問 
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資料９－１－③－５ 高度化改革検討ワーキンググループの設置 

 

出典：高度化改革検討ワーキンググループ諮問 
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資料９－１－③－６ 教員研修会実施要項 

 

出典：教務係資料 
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資料９－１－③－７ 公開授業の案内 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料９－１－③－８ 公開授業レビュー会結果 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料９－１－③－９ 公開授業プレレビュー会結果 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料９－１－③－１０ 公開授業ポストレビュー会結果 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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資料９－１－③－１１ 教務委員会議事録（抜粋） 

 

出典：教務委員会議事録 

 

資料９－１－③－１２ 専攻科委員会議事録（抜粋） 

 

出典：専攻科委員会議事録 
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（分析結果とその根拠理由）  

 自己点検・自己評価の結果を受け，科目間調整会議，タスクフォース，ワーキングなどが開催さ

れ，その議論を経て，教務委員会，専攻科委員会を中心とした教員間連絡ネットワーク組織により，

教育の質の向上，改善に結びつけるシステムが整備され,改善に結びつける運用がなされている。 

 以上のことから，教育の質の向上，改善に結びつけるシステムが整備され，具体的かつ継続的な

方策が講じられている。 

 

観点９－１－④： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況）  

 学生による授業アンケート結果は，教員の予想点を示し，本校Webサイトで公開している(資料９

－１－④－１)。 

 自己評価委員会が，その実施要領に基づき年度毎に各教員の年間職務の自己評価を報告書として

まとめている（資料９－１－④－２）。各教員の自己評価に関して自己評価委員がコメントをフィ

ードバックしている（資料９－１－④－３）。また各教員の自己評価結果は前年度と比較して評価

・公開することとしている(資料９－１－④－４)。 

 授業アンケートや年間職務の自己評価結果に関して，校長により年に１回実施される教員面談で

改善等に関する議論が行われている（資料９－１－②－１１）。 

 授業アンケートや年間職務の自己評価の結果により授業内容，教材，教授技術等が継続的に改善

されている事例を以下に示す。 本校の英語科では，平成２１年度から開始された「英語力向上タ

スクフォースII」における検討およびその答申（資料９－１－④－５）を受け，平成２２年度から

シラバスの改善（資料９－１－④－６）に取組み，その有効性を確認しつつ英語多読教材の授業へ

の導入などの取組みを開始した（資料９－１－④－７）。これらの取組みの有効性は，ACEスコア

の推移（資料９－１－④－８）や，専攻科生の入学時におけるTOEIC平均スコアの上昇に現れてい

る（資料９－１－④－９）。 
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資料９－１－④－１ 平成２３年度授業アンケート集計結果（抜粋） 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料９－１－④－２ 年間職務の自己評価の提出依頼 

 

出典：学内メール 

 

資料９－１－④－３ 自己評価委員からのコメント（抜粋） 

 

出典：自己評価委員会資料  
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資料９－１－④－４ 年間職務の自己評価比較結果（抜粋） 

 

出典：本校 Web サイト  
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資料９－１－④－５ 「英語力向上タスクフォース II」答申（抜粋） 

 

出典：英語力向上タスクフォース II 答申 
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資料９－１－④－６ 本科１年生「基礎英語 R」シラバスの改善（抜粋） 

 

出典：教務係資料 

 

資料９－１－④－７ 英語多読授業（本科１年生「基礎英語 R」） 

 

出典：教務係資料 
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資料９－１－④－８ 入学年度別 ACE スコアの推移 

 

出典：英語科資料 

 

資料９－１－④－９ 専攻科入学時における TOEIC平均スコア 

 

出典：専攻科関連資料 
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（分析結果とその根拠理由）  

 個々の教員は，学生の授業アンケートや年間職務の自己評価による評価結果に基づいて，教育の

質の向上を図り，本校における英語教育改革に代表されるような教授内容等の具体的かつ継続的な

改善を行っている。授業アンケートによる評価結果および授業の改善状況は，Webサイトで公開さ

れている。さらに，毎年自己評価を行い，前年度と比較した改善状況を把握している。 

 以上のことから，十分な質の向上と継続的改善を行っており，その状況を学校として把握してい

る。 

 

観点９－１－⑤： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

 各教員の研究活動は，５年生の卒業研究，専攻科生の特別研究，低学年の創造演習，創造製作，

課題研究などのテーマ選択，および指導に寄与している。具体例として教員の研究活動が寄与して

いる機械電気工学科／機械制御工学専攻（資料９－１－⑤－１），情報電子工学科／情報電子工学

専攻（資料９－１－⑤－２），土木建築工学科／環境建設工学専攻（資料９－１－⑤－３）におけ

る卒業研究／特別研究のテーマ（黄色タイトル），およびこれに関連した教員による研究活動の例

をそれぞれ示す（資料９－１－⑤－４〜６)。また特別研究の一環として，専攻科生には学会にお

ける発表が推奨され，特別研究発表会における発表が義務づけられており，これによって研究活動

の成果が学生のプレゼンテーション能力の向上に寄与している（資料９－１－⑤－７）。さらに英

語多読(資料９－１－⑤－８)やエンジニアリング・デザイン教育（資料９－１－⑤－９）に関する

教員の研究活動が授業内容の改善に寄与している例をそれぞれ示す（資料９－１－④－６，資料９

－２－①－９）。 

 

資料９－１－⑤－１ 機械電気工学科／機械制御工学専攻の卒業研究および特別研究のテーマ 

 

出典：教務係資料 
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資料９－１－⑤－２ 情報電子工学科／情報電子工学専攻の卒業研究および特別研究のテーマ 

 

出典：教務係資料 
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資料９－１－⑤－３ 土木建築工学科／環境建設工学専攻の卒業研究および特別研究のテーマ 

 
出典：教務係資料 
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資料９－１－⑤－４ Impact-absorbing Characteristics by Applying Ultrasonic Vibrations 

 
出典：Proceedings of International Congress on Ultrasonics (2011) 
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資料９－１－⑤－５ 教育システム記述言語 C--の実用化 

 

出典：高専教育(2010) 
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資料９－１－⑤－６ An enhanced method of predicting effective thickness of corroded 

steel plates 

 

出典：Steel and Composite Structures - An International Journal (2012) 
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資料９－１－⑤－７ 特別研究シラバス 

 

出典：シラバス 
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資料９－１－⑤－８ 英語多読を用いた，英語嫌い・英語学習に対する中だるみ解消の取組み

（抜粋） 

 

出典：平成２３年度全国高等専門学校英語教育学会講演論文集 
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資料９－１－⑤－９ 複合技術商品を導入したものづくり教育プランの構築（抜粋） 

 

出典：平成２２年度全国高専教育フォーラム講演論文集 
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（分析結果とその根拠理由） 

 教員の研究や学生の学会発表などが積極的に行われ，これらの成果が学生の卒業研究や特別研究

に反映されている。英語多読やエンジニアリング・デザイン教育などの例に見られるように，教員

の教育方法等の研究活動により，授業の実施内容・方法の改善が行われている。 

 以上のことから，研究活動が教育の質の改善に十分寄与している。 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として教

育の質の向上や授業の改善に結び付いているか。 

（観点に係る状況） 

 ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）は，ＦＤ委員会が中心となって実施されている。Ｆ

Ｄ活動として，ＦＤ委員会あるいは各部署でそれぞれ企画する全学的な活動，各組織での活動，個

人での活動などが実施されている（資料９－２－①－１）。 

 全学および各部署におけるＦＤ活動および活動予定は，年度ごとにＦＤ委員会で報告され，審議

・承認される（資料９－２－①－２）。活動内容は，部署ごとあるいは個人のＦＤ活動報告（資料

９−２−①−３，４）,および部署ごとあるいは個人の活動計画（資料９－２－①－５，６）としてま

とめられ，本校Webサイトにより開示されている（資料９－２－①－７）。他の開示方法としては，

電子メールによる教職員への通知，教室会議における報告などが主な手段である（資料９－２－①

－８）。 

 ＦＤ委員会で審議・承認されたＦＤ活動計画に基づき，全学的な学内研修として，「安心・安全

の日研修会」，「学位授与制度に関する説明会」，「知的財産セミナー」，「科学研究費講演会」

などが，担当する各部署の企画により行われている（資料９－２－①－５）。平成２３年度には，

ＦＤ委員会が独自に判断し，全学的ＦＤ活動として学内研修会を企画し，開催した（資料９－２－

①－８）。 

 各部署を構成する教職員は，活動計画に基づき，「日工協セミナー」や「学位授与事業に関する

協議会」など，他機関で実施される研修会や講演会へ参加し，担当する各部署における職務能力の

向上を図っている（資料９－２－①－３）。 

 具体的な事例として，「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン」

の取組み（資料９－２－①－９）では，専攻科担当教員が学外の多くの研修（資料９－２－①－１

０）に参加し，学内でも「エンジニアリング・デザイン教育プログラム検討ワーキンググループ」

（資料９－１－③－４）を設置し，専攻科「総合演習」「総合実験」を中心とした教育内容の改善

に取組み，エンジニアリング・デザイン能力の涵養に努めている。「英語力向上タスクフォースII」

（資料９－１－③－３）では，英語科教員が学外における多くの研修に参加し（資料９－２－①－

１１），英語多読を授業へ導入し効果を上げている（資料９－１－④－７〜９）。これらの取組み

に関して教員会議にて報告・議論された事項が次年度に生かされている（資料９－２－①－１２）。

他にも，情報電子工学科では，産業界でニーズの高い組込みソフトウェア関連技術分野で活躍でき

る技術者の育成をめざし，学外の多くの研修に参加するとともに，学内でも学科独自で研修会（資

料９－２－①－１３）を開催し，「高専－大学連携による組込みソフトウェア関連技術教育の高度

化」事業を開始し，カリキュラムやシラバスの構築に取組んでいる（資料９－２－①－１４）。 

 非常勤教員との懇談会も教育の質の向上に役立っている（資料９－２－①－１５）。教育の質の

向上や授業の改善については，「成績評価資料」に記載されている担当教員からのコメント（資料
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９－２－①－１６）から確認できる。 

 

資料９－２－①－１ ＦＤ委員会規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料９－２－①－２ ＦＤ委員会議事録 

 

出典：ＦＤ委員会議事録 
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資料９－２－①－３ ＦＤ活動報告（部署）（抜粋） 

 

出典：ＦＤ委員会資料 
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資料９－２－①－４ ＦＤ活動報告（個人）（抜粋） 

 

出典：ＦＤ委員会資料 
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資料９－２－①－５ ＦＤ活動計画（部署）（抜粋） 

 

出典：ＦＤ委員会資料 
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資料９－２－①－６ ＦＤ活動計画（個人）（抜粋） 

 

出典：ＦＤ委員会資料 
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資料９－２－①－７ ＦＤ活動の開示 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料９－２－①－８ ＦＤ講演会案内 

 

出典：学内メール 

 

資料９－２－①－９ 複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン 

 
出典：「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン」成果報告書 
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資料９－２－①－１０ 平成２２年度学外研修（エンジニアリング・デザイン教育関連抜粋） 

 

出典：平成２２年度ＦＤ活動報告書 
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資料９－２－①－１１ 多読関連の英語科教員学外研修一覧 

 
出典：英語科資料 
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資料９－２－①－１２ 教員会議議事録（抜粋） 

 

出典：総務係資料 
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資料９－２－①－１３ 情報電子工学科ＦＤ活動一覧 

 

出典：本校 Web サイト（情報電子工学科ホームページ） 
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資料９－２－①－１４ 高専－大学間連携による組込みソフトウェア関連技術教育の高度化 

 

出典：本校 Web サイト（情報電子工学科ホームページ） 
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資料９－２－①－１５ 非常勤教員との懇談（抜粋） 

 

出典：教務係資料 
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資料９－２－①－１６ 成績評価資料教員コメント（抜粋） 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 
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（分析結果とその根拠理由）  

 ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）は，ＦＤ委員会が中心となって実施されている。Ｆ

Ｄ活動として，ＦＤ委員会あるいは各部署でそれぞれ企画する全学的な活動，各組織での活動，個

人での活動などが実施されている。「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教

育プラン」の取組みや，英語多読の授業への導入などに代表されるように，ＦＤ活動が教育の質の

向上や授業の改善に結びついている。 

 以上のことから，ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れ，教育の質の向上や授業の改善に結び付いている。 

 

観点９－２－②： 教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行

われているか。 

（観点に係る状況） 

 事務職員や技術職員等の教育支援者等に対する研修等は，総務課（資料９－２－②－１）および

教育研究支援センター（資料９－２－②－２）が中心となり，それぞれ規則に則り実施している

（資料９－２－②－３，４）。事務職員および技術職員は学内外における研修等として，組織での

活動，個人での活動などを実施している（資料９－２－②－５，６）。研修の成果は，資格の取得，

特許の取得，研究費の取得など，職員の資質の向上につながっている（資料９－２－②－７）。 

 

資料９－２－②－１ 事務系職員研修等への参加決定 

 

出典：総務課資料 
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資料９－２－②－２ 教育研究支援センター組織図 

 

出典：教育研究支援センター資料 

 

資料９－２－②－３ 教職員の研修に関する規定（抜粋） 

 
出典：総務課資料 
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資料９－２－②－４ 教育研究支援センター規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

資料９－２－②－５ 職員研修一覧（抜粋） 

 

出典：総務課資料 
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資料９－２－②－６ 平成２３年度教育研究支援センター研修一覧 

 

出典：平成２３年度ＦＤ活動報告書 
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資料９－２－②－７ 教育研究センター実績（抜粋）  

 

出典：平成２２年度教育研究支援センター報告書 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 教育支援者等に対する研修等は，総務課および教育研究支援センターが中心となり，それぞれ規

則に則り実施している。研修の成果は，資格の取得，特許の取得，研究費の取得など，職員の資質

の向上につながっている。 

 以上のことから，教育支援者に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組みが適切に行

われている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 各種の評価や研究，学会発表，研修等のＦＤ活動が，教育の質の向上および改善に結びつけられ

るような組織がよく整備されている。さらに教育点検システム自体が機能しているかどうかが点検

・評価されている。エンジニアリング・デザイン能力の育成や英語力の向上などに向け積極的に教

育改善に取り組み，具体的効果を上げている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし。 
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（３）基準９の自己評価の概要 

 教育活動の点検・改善のための学習・教育レビユー室は，学生による「授業アンケート」，教員

による「成績評価資料」等の資料を収集・蓄積し，その評価結果を教務委員会・ＦＤ委員会等の各

種委員会に報告している。各種委員会は，学習・教育レビユー室からの報告に加え，顧問会議の結

果をもとに教育活動についての改善を実施する体制をとっている。 

 ＦＤ委員会，顧問会議，自己評価委員会，総合企画室，教務委員会，教員会議，教室会議等の連

携による点検システムが確立され，継続的に教育の評価改善に反映されている。また自己評価委員

会により教育点検システム自体の点検が行われている。 

 学生による授業アンケート結果は，本校Webサイト上で公開されており，個々の教員はその評価

結果にもとづいて教育の質の向上を図り，教授内容等の継続的改善を行っている。各教員には「年

間職務の自己評価」の提出が義務づけられており，それにより個々の教員の改善状況を学校として

把握している。 

 ＦＤ委員会を中心として，教職員の研究や研修などが計画的に行われているとともに，これらの

成果が学生の卒業研究や特別研究に反映され，授業内容の改善にも活かされている。また，公開授

業や教育に関する科目間調整会議等のＦＤ活動が教育の質の向上や授業の改善に結びついている。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況） 

 本校の資産は，文部科学省から出資された土地及び建物・構築物などであり，教育研究活動を将

来に渡って適切かつ安定して遂行するため，高等専門学校設置基準に基づいて整備されている。 

 校地，校舎および設備等の固定資産等並びに債務については，平成１９年度から平成２３年度の

本校の貸借対象表（資料１０－１－①－１～２０）および固定資産付属明細（資料１０－１－①－

２１～２５）に示すとおりである。 

 固定資産の平成２４年３月末現在におけるその資産現在額は次のとおりである。 

 

（ａ）固定資産 

 土地  面積    128,111㎡   2,892,200,000円 

 建物  延面積   25,017㎡   1,855,196,759円 

 構築物                      118,088,010円 

            （価格は，すべて減価償却後の期末残高を計上） 

（ｂ）所属別工具器具備品資産等一覧                        （点） 

所   属 工具器具備品資産 少額資産 合 計 備  考 

一 般 科 目    ２６ ２９４ ３２０  

機械電気工学科    ３９   ５８１ ６２０  

情報電子工学科     １３  ３２３   ３３６  

土木建築工学科    ４９   ７０７   ７５６  

専  攻  科      ２    ３２     ３４  

情報処理センター      １３    ６３     ７６  

テクノ・リフレッシュ教育センター      ２   ３１     ３３  

事  務  部     ４２   ６９３   ７３５  

合     計     １８６ ２,７２４  ２,９１０  

※工具器具備品資産＝取得価格５０万円以上，少額資産＝取得価格１０万円以上５０万円未満 
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資料１０－１－①－１ 平成１９年度貸借対照表１ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－２ 平成１９年度貸借対照表２ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－３ 平成１９年度貸借対照表３ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－４ 平成１９年度貸借対照表４ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－５ 平成２０年度貸借対照表１ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－６ 平成２０年度貸借対照表２ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－７ 平成２０年度貸借対照表３ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－８ 平成２０年度貸借対照表４ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－９ 平成２１年度貸借対照表１ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－１０ 平成２１年度貸借対象表２ 

 
出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－１１ 平成２１年度貸借対照表３ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－１２ 平成２１年度貸借対照表４ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－１３ 平成２２年度貸借対照表１ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－１４ 平成２２年度貸借対照表２ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－１５ 平成２２年度貸借対照表３ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－１６ 平成２２年度貸借対照表４ 

 
出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－１７ 平成２３年度貸借対照表１ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－１８ 平成２３年度貸借対照表２ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－１９ 平成２３年度貸借対照表３ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－１－①－２０ 平成２３年度貸借対照表４ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－１－①－２１ 平成１９年度固定資産付属明細 

 
出典：総務課資料 

 

資料１０－１－①－２２ 平成２０年度固定資産付属明細 

 

出典：総務課資料 
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資料１０－１－①－２３ 平成２１年度固定資産付属明細 

 

出典：総務課資料 

 

資料１０－１－①－２４ 平成２２年度固定資産付属明細 

 

出典：総務課資料 
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資料１０－１－①－２５ 平成２３年度固定資産付属明細 

 

出典：総務課資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 平成１６年４月に国から現物出資を受けた資産について，時価評価を行い，独立行政法人国立高

等専門学校機構会計規則第３１条第３項「固定資産は，その増減及び異動を帳簿によって物件別に

管理するものとする。」に基づいて資産管理している。 

 また，財務会計管理については，貸借対照表，固定資産付属明細などの財務諸表類により財政状

態および運営状況を明らかにしており，過大な債務はなく，健全な財政管理および運営となってい

る。 

 以上のことから，学校の目的を達成するために，教育研究活動を将来にわたって適切かつ安定し

て遂行できるだけの財務基盤および資産を有しており，債務はない。 
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観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況） 

 学校の目的に沿った教育研究活動を適切かつ安定して遂行するための経常的収入については，高

専機構から配分される運営費交付金が大きな割合を占めている。 

 その次に学生定数に基づく授業料収入等をはじめとする自己収入となっている。 

 また，教育研究活動を安定して遂行するために必要な校舎等の改築・改修経費については，本校

からの予算要求に基づき高専機構から採択配分される。 

 

（ａ）運営費交付金等関係（自己収入を含む） 

 予算・決算額（年度別）     （単位：千円） 

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

1,982,944 1,301,430 1,600,449 1,203,056 641,758 

※平成２３年度からは，人件費を機構本部事務局に一括配分。 

 

（ｂ）自己収入 

           授業料・入学料・検定料（年度別）        （単位：千円） 

 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

授業料 150,375 153,409 155,851 163,524 161,374 

入学料及検定料 22,040 22,707 22,064 21,677 21,022 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 運営費交付金および自己収入を基本的財源として，学校の目的に沿った教育活動を安定して遂行

するための，経常的収入が継続的に確保されている。 
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観点10－１－③： 学校の目的を達成するために，外部の財務資源の活用策を策定し，実行してい

るか。 

（観点に係る状況） 

 寄附金，共同研究・受託研究，科学研究費補助金等の外部資金の獲得により経常的収入を確保し

ている。 

 また，全学的に外部資金獲得に向けた取組として, 科学研究費補助金獲得への学内説明会（資料

１０－１－③－１）を実施するとともに，関連の助成金情報を受けた場合は，特命教授に通知し，

特命教授から応募資格に関連する分野の教員等へ周知（資料１０－１－③－２）を図っている。 

 

資料１０－１－③－１ 学内説明会 

 

出典：総務課資料 

 

資料１０－１－③－２ 教員等への周知 

 

出典：学内メール 
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（ａ）寄付金 

          寄附金受入件数・受入額(年度別)       （単位：件，千円） 

 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

受入件数 42 36 44 41 42 

金    額    14,084  14,980      8,248      9,293   7,988 

 

（ｂ）共同研究・受託研究 

共同研究･受託研究受入件数・受入額(年度別)      （単位：件，千円） 

 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

共同研究受入件数 21 28 24  36 27 

金          額     8,920    9,930    6,590      10,030       9,990 

受託研究受入件数 1 1 5 2 7 

金          額       700    1,000    11,347    1,552       13,590 

 

（ｃ）科学研究費補助金 

科学研究費補助金申請・採択・交付額(年度別)     （単位：件，千円） 

 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

申請件数        42            43            49            45            41 

採択件数        6        7        6          9          12 

交付金額  15,190   6,540    6,000       13,090     15,730 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 文部科学省をはじめ日本学術振興会，その他の機関が行っている各種公募型競争的資金などに応

募するなど外部資金獲得へ積極的に取り組んでいる。 

 外部資金の獲得について，特に平成２３年度受託研究の受入金額および平成２２・２３年度科学

研究費補助金の採択件数，交付金額が増加傾向にある。また，寄附金・共同研究費等を合わせた外

部資金は，全事業費の７％強となっている。 

 以上のことから，学校の目的に沿った教育活動を安定して遂行するために，外部資金を活用した

経常的収入が継続的に確保されている。 
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観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

(観点に係る状況) 

  本校の中期計画の年度計画に基づき，校長のリーダーシップの下，予算配分（案）（資料１０－

２－①－１）が立てられる。その予算配分（案）に基づいて予算配分内訳（資料１０－２－①－２）

を作成し，運営委員会で審議し決定される。 

 また，財務内容改善のための具体的施策(外部資金の導入強化，経費の節減，業務の改善および

効率化等)を検討している。その審議内容および決定事項については，運営委員会等の諸会議の議

事録（資料１０－２－①－３）および会議資料（資料１０－２－①－４）を随時本校WebサイトTCT 

Info（資料１０－２－①－５）に掲載し，その周知を図っている。 

 施設の改善計画については，今後「キャンパスマスタープラン」の作成を検討しており，狭隘，

老朽化対策に向けて，年次改善計画を策定する予定である。 

 

資料１０－２－①－１ 平成２３年度予算配分 

 

出典：運営委員会付議資料（平成２３年６月） 
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資料１０－２－①－２ 平成２３年度予算配分内訳 

 

出典：運営委員会付議資料（平成２３年６月） 
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資料１０－２－①－３ 諸会議の議事録 

 

出典：運営委員会議事録（平成２４年２月） 

 

資料１０－２－①－４ 運営委委員会資料 

 
出典：運営委員会付議資料（平成２４年２月） 
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資料１０－２－①－５ 学内情報共有システム（TCT Info） 

 

出典：本校 Web サイト（学内限定） 

 

資料１０－２－①－６ 光熱水費の節減について 

 

出典：総務課資料 
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(分析結果とその根拠理由) 

 財務に係る計画等については，本校の中期計画に示され，その具体的施策について総務課で原案

を作成し，学校の全構成員が取組を行うような省エネ対策・経費削減策を策定し，運営委員会等の

審議を通じて決定したことを全構成員にメールや掲示で周知および協力を依頼している(資料１０

－２－①－６)。 

 また，適切な収支に係る計画等は，予算配分案に基づき，予算配分内訳等として策定され，運営

委員会で検討され，決定されたことは運営委員会議事要録および付議資料として随時本校Webサイ

トTCT Info（資料１０－２－①－５）に掲載し，その周知を図っている。 

 以上のことから，学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されている。 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況） 

 予算に基づく計画的な執行を念頭に置いて，財務会計システム(資料１０－２－②－１)により常

に予算を把握しながら執行を行っている。また，教員に対しては，年に数回執行状況を通知するこ

とにより，適切な予算計画と経費支出に努めており過大な支出超過は生じていない。 

 平成１９年度から平成２３年度の本校における損益計算書は，資料１０－２－②－２～２４のと

おりである。 

 

資料１０－２－②－１ 財務会計システムメニュー画面 

 

 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－２ 平成１９年度損益計算書１ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－３ 平成１９年度損益計算書２ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－４ 平成１９年度損益計算書３ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－５ 平成１９年度損益計算書４ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－６ 平成２０年度損益計算書１ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－７ 平成２０年度損益計算書２ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－８ 平成２０年度損益計算書３ 

 
出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－９ 平成２０年度損益計算書４ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－１０ 平成２１年度損益計算書１ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－１１ 平成２１年度損益計算書２ 

 

出典：財務会計システム 

 



徳山工業高等専門学校 基準１０ 

 

- 477 - 

資料１０－２－②－１２ 平成２１年度損益計算書３ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－１３ 平成２１年度損益計算書４ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－１４ 平成２１年度損益計算書５ 

 
出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－１５ 平成２２年度損益計算書１ 

 
出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－１６ 平成２２年度損益計算書２ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－１７ 平成２２年度損益計算書３ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－１８ 平成２２年度損益計算書４ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－１９ 平成２２年度損益計算書５ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－２０ 平成２３年度損益計算書１ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－２１ 平成２３年度損益計算書２ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－２２ 平成２３年度損益計算書３ 

 

出典：財務会計システム 

 

資料１０－２－②－２３ 平成２３年度損益計算書４ 

 

出典：財務会計システム 
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資料１０－２－②－２４ 平成２３年度損益計算書５ 

 

出典：財務会計システム 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 財務会計システムにより常に予算を把握しながら執行を行っている。予算配分額，執行済額およ

び残額を確認しながら予算執行を行っていることから，収支の状況において，過大な支出超過とな

っていない。 
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観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況） 

 学内の予算配分では，限られた資源を効果的に配分するため，競争的資金を確保するとともに各

学科，情報処理センター，図書館，事務部等へ事業年度の状況に応じ重点配分している(資料１０

－２－①－１，２)。校長裁量経費（特別研究促進費，論文掲載料助成，特別教育設備整備費，学

外共同研究推進制度，学会等発表旅費助成制度および在外研究員補助費）(資料１０－２－③－１)

により教育研究活動の活性化とその環境の整備を図っている。競争的資金による研究は，本校の目

的を達成する有効な手段であると同時に，共同研究への発展や科学研究費補助金への応募が見込ま

れるなど，外部資金を獲得する上でも有効に機能している。 

 

資料１０－２－③－１ 学内競争的資金(校長裁量経費)の概要 

 

出典：総務課資料 

 

 

（ａ）学内基礎配分状況   平成２３年度当初配分 

 人件費             機構本部一括 

 物件費 

  非常勤人件費       28,371,578円 

  教育研究費        112,592,469円 

  教育研究支援経費   16,717,029円 

  一般管理費         66,585,291円 

(合計)            224,266,367円 
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（ｂ）校長裁量経費の採択状況 

  平成２３年度                                             (単位:円) 

種        別 予算額 申請 申請金額 採択 採択金額 

特別研究促進費 16,300,000 26 22,577,000  18 12,027,000 

論文掲載料助成 500,000 7     253,000 7    253,000 

特別教育設備整備費  5,000,000  11   14,541,756  7 10,197,801 

学外共同研究推進制度  4,000,000 26   6,718,000  25  4,000,000 

学会等発表旅費助成制度   1,500,000 40   2,022,199  40  2,022,199 

在外研究員補助費 2,000,000 1 2,000,000 1 2,000,000 

予備費 1,200,000     

合        計 30,500,000 111  48,111,955 98 30,500,000 

 

（分析結果と根拠理由） 

 学内の予算配分では，教育研究活動の活性化を図るため競争的環境を創出し，その質の向上と充

実した教育環境の整備を行い，適切な資源の重点配分を行っている。 

 以上のことから，学校の目的を達成するため，教育活動に対し，適切な資源配分がなされている。 

 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況） 

 高専機構全体の財務諸表が，機構本部のWebサイト上で公表されている。 

（http://www.kosen-k.go.jp/documents/zaimusyohyoH22.pdf） 

 

（分析結果と根拠理由） 

 機構本部が法人全体の財務諸表等を公表している。 
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観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況） 

 支払契約決議，振替伝票，支出伝票により日常監査を行っている。 

また，会計監査実施規程（資料１０－３－②－１，２）による財務諸表類の定期監査を毎年１回

実施している。科研費ハンドブック(平成２２年５月)１９適正な使用の確保(６)無作為抽出による

内部監査の実施に基づく内部監査も実施している（資料１０－３－②－３，４）。 

 

 

資料１０－３－②－１ 機構会計規則 

 

出典：機構本部規則集 

 

資料１０－３－②－２ 本校会計監査実施規程 

 

出典：本校規則集 
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資料１０－３－②－３ 高専相互会計内部監査実施報告 

 

出典：総務課資料 

 

資料１０－３－②－４科研費ハンドブック(平成２２年５月)１９適正な使用の確保(６)無作為抽出

内部監査実施報告 

 

出典：総務課資料 
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（分析結果と根拠理由） 

  内部監査に関する規定が制定されており，当該規定に基づいた内部監査が適正に実施されている。 

このことから，財務に対する会計監査等が適正に行われている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 学内の予算配分で，限られた資源を効果的に配分するため，校長裁量経費により教育研究活動の

活性化とその環境の整備を図っている。 

（改善を要する点） 

 今後，文部科学省や日本学術振興会の科学研究費補助金あるいは各種財団の教育・研究助成等の

申請および採択率を上げるための取組みを強化する必要がある。 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

 本校が中期計画で掲げている教育研究事業を，将来にわたって適切かつ安定して遂行するために

必要な施設である校地，校舎，各種設備の資産を有するとともに，国立高等学校機構からの運営費

交付金並びに自己収入である授業料，入学検定料，入学料などの基盤財源に加えて，外部資金（寄

附金，共同研究，受託研究，科学研究費補助金など）獲得に積極的に取り組み，安定して事業を遂

行できる財務基盤を有している。 

 財務に関する将来の収支計画が作成され，予算配分については，限られた予算をより効果的に配

分するため，校長のリーダーシップのもとで校長裁量経費を競争的資金として重点配分している。

このことは，教育研究活動の活性化とその環境整備の向上を図るとした共同研究や地域社会との連

携強化を推進する上でも有効な配分となっている。 

 また，財務会計処理に関する監査においては，高専相互会計内部監査が実施されており，適正な

財務会計処理を行っている。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況）  

 校長の役割は，学校教育法第１２０条第３項（資料１１－１－①－１）で明記され，高等専門学

校においては，学校の管理運営等についての最終意思決定をすることとなっており，本校において

も教学，研究，経営等の最高責任者として，学内コンセンサスに留意しながら，学校の管理運営を

行っている。 

 教務，学生，寮務の３主事については，徳山工業高等専門学校学則第９条（資料１１－１－①－

２）によりその役割を規定しており，教務主事は教育計画の立案や教務に関する業務，学生主事は

学生の厚生補導に関する業務，寮務主事は学寮における学生の厚生補導に関する業務を掌理し，校

長を補佐している。 

 本校においては，本校の中期計画の目的と目標を達成するための具体的方策として，校長を補佐

し機動的な学校運営を行うために総合企画室を設置し，情報収集・分析，学校運営の企画・経営方

針等について，長期的視点から総合的に企画・立案，調整を行い，教育・研究活動の経営基盤の強

化を図っている（資料１１－１－①－３）。 

 また，校長の下に専攻科長，各学科等主任，図書館長，テクノ・リフレッシュ教育センター長お

よび情報処理センター長等を置き，それぞれの組織における管理・運営に携わっている（資料１１

－１－①－４）。 

 なお，校長と３主事，専攻科長，総合企画室長，テクノ・リフレッシュ教育センター長，事務部

長および各課長で構成する主事連絡会を隔週で定例的に開催し，校長を補佐するとともに意思の統

一と情報の共有を図っている。 

 また，運営委員会をはじめとする１８の委員会を設置するとともに適宜ワーキンググループを設

け，専門的分野での立案，検討および調整を図りつつ，校長は学校運営の重要課題等については，

運営委員会で意見を聴取しながら管理運営を行っている（資料１１－１－①－５）。 

 これらの決定事項等（議事録）は，全教職員に迅速に周知するために学内の情報共有システム

（TCT-info）（資料１１－１－①－６）を整備し，閲覧できる体制となっている。 

 

資料１１－１－①－１ 学校教育法（抜粋） 

第百二十条  高等専門学校には，校長，教授，准教授，助教，助手および事務職員を置かなければならない。ただし，教

育上の組織編制として適切と認められる場合には，准教授，助教又は助手を置かないことができる。 

２  高等専門学校には，前項のほか，講師，技術職員その他必要な職員を置くことができる。 

３  校長は，校務を掌り，所属職員を監督する。 

４  教授は，専攻分野について，教育上又は実務上の特に優れた知識，能力及び実績を有する者であつて，学生を教授す

る。 

５  准教授は，専攻分野について，教育上又は実務上の優れた知識，能力及び実績を有する者であつて，学生を教授す

る。 

６  助教は，専攻分野について，教育上又は実務上の知識及び能力を有する者であつて，学生を教授する。 

７  助手は，その所属する組織における教育の円滑な実施に必要な業務に従事する。 

８  講師は，教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

出典：学校教育法 
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資料１１－１－①－２ 徳山工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第９条 本校に，教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は，校長の命を受け，教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は，校長の命を受け，学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属する 

ものを除く｡)を掌理する。 

４ 寮務主事は，校長の命を受け，学寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

第 10 条 本校に，庶務，会計及び学生の厚生補導に関する事務を処理するため事務部を置く。 

第 11 条 前２条に規定するもののほか，本校の内部組織は，別に定めるところによる。 

出典：本校規則集 

 
 
 

 
資料１１－１－①－３ 徳山工業高等専門学校総合企画室規則（抜粋） 
 
 
（設置） 
第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に総合企画室を置く。 
（目的） 
第２条 総合企画室は，本校の運営・経営方針について，長期的視点から総合的に企画・立案することにより，本
校の教育・研究活動及び経営基盤の強化を図ることを目的とする。 
（業務） 
第３条 総合企画室は，次の業務を行う。 
 (1) 中・長期計画の企画・立案及び管理・評価に関すること。 
 (2) 教育・研究及び管理業務の総合調整に関すること。 
 (3) 対外的な業務（広報を含む。）の企画・立案及び調整に関すること。ただし，テクノ・リフレッシュ教育セ

ンターの業務に属することを除く。 
 (4) その他前条の目的達成に必要な業務。 
（組織） 
第４条 総合企画室は，次の各号に掲げる職員をもって組織する。 
 (1) 総合企画室長 
 (2) 総合企画室事務主査 
 (3) 総合企画室主務 
（総合企画室長） 
第５条 総合企画室長（以下「室長」という。）は，教授又は准教授の中から校長が任命する。 
２ 室長は，総合企画室の業務を掌理する。 
 (総合企画室事務主査) 
第６条 総合企画室事務主査（以下「事務主査」という。）は，本校の事務系職員の中から校長が任命する。 
２ 事務主査は，総合企画室の業務に従事する。  
（総合企画室主務） 
第７条 総合企画室主務（以下「主務」という。）は，本校教職員の中から校長が任命する。 
２ 主務は，総合企画室の業務に従事する。 
第８条 この規則に定めるもののほか，総合企画室の運営に関し必要な事項は，別に定める 
 

出典：本校規則集 
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資料１１－１－①－４ 組織図 

 

出典：学校要覧 



徳山工業高等専門学校 基準１１ 

 

- 492 - 

 

 
資料１１－１－①－５ 徳山工業高等専門学校内部組織規則（抜粋） 
 
第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この規則は，徳山工業高等専門学校学則に基づき，徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）の内
部組織を定めることを目的とする。 

（職及び任命） 

第２条 本校に，学則第９条に定める教務主事，学生主事及び寮務主事のほか，次の職を置き，校長が任命する。 

 (1) 専攻科長及び専攻科幹事 

(2) 学科主任及び一般科目主任 

(3) 図書館長，図書館長補及び図書館参事 

(4) テクノ・リフレッシュ教育センター長，テクノ・リフレッシュ教育センター副センター長（以下「テクノ副
センター長」という。）及びテクノ・リフレッシュ教育センター参事（以下「テクノセンター参事」とい
う。） 

 (5) 情報処理センター長，情報処理センター副センター長（以下「副センター長」という。）及び情報処理セン
ター参事 

(6) 教育研究支援センター長 

(7) 総合企画室長及び主務 

(8) 学習・教育レビュー室長及びエグザミナー 

(9) 学生相談室長及び相談員 

(10) キャリア教育支援室長及びキャリアアドバイザー 

(11) 教務主事補，学生主事補及び寮務主事補 

(12) 学級担任 

（任期） 

第３条 前条に定める職の任期は，第１号のうち専攻科長，第２号，第４号のうちテクノ・リフレッシュ教育セン
ター長，第６号から第１０号は２年，その他は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員補充者の任期は，前任
者の残任期間とする。 

 

 第２章 専攻科長及び専攻科幹事 

（資格） 

第４条 専攻科長は，専攻科の授業を担当する教授をもって充てる。 

２ 専攻科幹事は，専攻科の授業を担当する教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。 

（職務） 

第５条 専攻科長は，専攻科の運営に関することを掌理する。 

２ 専攻科幹事は，研究，教務及び学生担当を分担する。また，各専攻１，２年生の指導教員を兼務し，授業に関
する調整を行う。 

 

   第３章 学科主任及び一般科目主任 

（資格） 

第６条 学科主任及び一般科目主任は，教授をもって充てる。 

（職務） 

第７条 学科主任及び一般科目主任は，当該学科又は一般科目の運営，教務，及び学生指導等について，代表者と
して連絡調整に関することを行う。   

 

   第４章 図書館長，図書館長補及び図書館参事 

（資格） 

第８条 図書館長は，教授又は准教授をもって充てる。 

２ 図書館長補は，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

３ 図書館参事は，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

（職務） 

第９条 図書館長は，図書館の運営，図書の選定及び図書利用の指導等に関することを行う。 

２ 図書館長補は，図書館長の職務を補佐する。 

３ 図書館参事は，図書館の業務を遂行する。 

 

   第５章 テクノ・リフレッシュ教育センター長，テクノ副センター長及びテクノセンター参事 

（資格） 

第10条 テクノ・リフレッシュ教育センター長は，教授又は准教授をもって充てる。 

２ テクノ副センター長は，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。ただし，助手をもって充てることがで
きる。 

３ テクノセンター参事は，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。ただし，助手をもって充てることがで
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きる。 

（職務） 

第11条 テクノ・リフレッシュ教育センター長は，テクノ・リフレッシュ教育センターの運営に関することを行
う。 

２ テクノ副センター長は，テクノ・リフレッシュ教育センター長の職務を補佐する。 

３ テクノセンター参事は，テクノ・リフレッシュ教育センターの業務を遂行する。 

 

   第６章 情報処理センター長，副センター長及び情報処理センター参事 

（資格） 

第12条 情報処理センター長は，教授又は准教授をもって充てる。 

２ 副センター長は，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

３ 情報処理センター参事は，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。ただし，助手をもって充てることが
できる。 

（職務）  

第13条 情報処理センター長は，情報処理センターの管理運営，情報処理教育の充実及び利用計画等に関すること
を行う。 

２ 副センター長は，情報処理センター長の職務を補佐する。 

３ 情報処理センター参事は，センターの業務を行う。 

 

   第７章 教育研究支援センター長 

 （資格） 

第14条 教育研究支援センター長は，教授又は准教授をもって充てる。 

 （職務） 

第15条 教育研究支援センター長は，教育研究支援センターの業務を掌理する。 

 

 

   第８章 総合企画室長及び主務 

（資格） 

第16条 総合企画室長は，教授又は准教授をもって充てる。 

２ 主務は，教員並びに事務職員及び技術職員をもって充てる。 

（職務） 

第17条 総合企画室長は，総合企画室の業務を掌理する。 

２ 主務は，総合企画室の業務を行う。 

 

   第９章 学習・教育レビュー室長及びエグザミナー 

（資格） 

第18条 学習・教育レビュー室長は，教授又は准教授をもって充てる。 

２ エグザミナーは，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

（職務） 

第19条 学習・教育レビュー室長は，学習・教育レビュー室の業務を掌理する。 

２ エグザミナーは，学習・教育レビュー室の業務に従事する。 

 

   第１０章 学生相談室長及び相談員 

（資格） 

第20条 学生相談室長は，教授又は准教授をもって充てる。 

２ 相談員は，原則として教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。 

（職務） 

第21条 学生相談室長は，相談室の業務を掌理する。 

２ 相談員は，相談室の業務に従事する。 

 

  第１１章 キャリア教育支援室長及びキャリアアドバイザー 

 （資格） 

第22条 キャリア教育支援室長は，教授又は准教授をもって充てる。 

２ キャリアアドバイザーは，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。ただし，助手をもって充てることが
できる。 

（職務） 

第23条 キャリア教育支援室長は，キャリア教育支援室の業務を掌理する。 

２ キャリアアドバイザーは，キャリア教育支援室の業務に従事する。 

 

  第１２章 教務主事補，学生主事補及び寮務主事補 

（資格） 

第24条 教務主事補，学生主事補及び寮務主事補は，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。ただし，学生
主事補及び寮務主事補は，助手をもって充てることができる。 



徳山工業高等専門学校 基準１１ 

 

- 494 - 

（職務） 

第25条 教務主事補，学生主事補及び寮務主事補は，それぞれの主事の職務を補佐する。 

 

  第１３章 学級担任 

（資格） 

第26条 学級担任は，教授，准教授，講師又は助教をもって充てる。 

（職務） 

第27条 学級担任は，当該学級の運営，学生指導及び特別教育活動等に関することを行う。 

 

   第１４章 会議及び委員会 

（設置） 

第28条 本校に次の会議及び委員会を置く。 

 (1) 運営委員会 

 (2) 教員会議 

 (3) 教務委員会 

 (4) 専攻科委員会 

(5) 入学試験委員会 

 (6) 専攻科入学試験委員会 

 (7) 厚生補導委員会 

 (8) 学寮運営委員会 

 (9) 自己評価委員会 

 (10) ＦＤ委員会 

(11) 知的財産委員会 

 (12) 情報セキュリティ管理委員会 

 (13) 情報セキュリティ推進委員会 

 (14) 情報公開委員会 

 (15) 安全衛生委員会 

(16) ハラスメント防止委員会 

(17) 紀要編集委員会 

 (18) 「ＴＣＴ ＤＲＥＡＭＳ」委員会 

 (19) その他校長が必要と認める会議及び委員会 

２ 前項各号に定める会議及び委員会に関することは，別に定める。 

 

出典：本校規則集 
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資料１１－１－①－６ 学内の情報共有システム（TCT-info）イメージ 

 

出典：本校 Web サイト（学内限定） 

 

（分析結果と根拠理由） 

本校の最高責任者である校長の責務は多岐にわたるため，３主事，専攻科長，総合企画室長等が

配置され，各種委員会等の組織も整備されている。校長は校務全体を把握するための運営委員会を

定期的に開催し，校長の運営方針等が具体的施策に反映できるよう意見の聴取および情報の共有が

行われ，学校の目的を達成するために効果的な意思決定を行える体制となっている。 

以上のことから, 本校の目的を達成するために校長，各主事および委員会の役割が明確になって

おり効果的な意思決定がなされている。 

 

観点11－１－②： 管理運営の諸規程が整備され，各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，

効果的に活動しているか。また，危機管理に係る体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では，校長が運営委員会で，管理運営に関する重要事項について意見を聴きながら最終決定

をしているが，その他管理運営に関する委員会として教務委員会，厚生補導委員会，自己評価委員

会等各種委員会を設けて，それぞれの専門的分野について検討し，計画・実施している。各委員会

には事務部から事務部長または担当課長が委員として出席し，委員会の決定事項を所掌事務担当係

に周知している。 

 また，委員会とは別に組織された総合企画室は，教員５名および職員２名の計７名で構成し，教

育・研究および事務を全校的観点から検討することとしており，校長と総合企画室メンバーで打ち
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合わせを行うコアタイム（隔週木曜日）と，総合企画室メンバーで検討を行うミーティング（隔週

月曜日）を開催し，必要に応じその検討結果等をさらに所掌する各委員会等で専門的に検討するこ

ととしている。 

 なお，校長と３主事，専攻科長，テクノ・リフレッシュ教育センター長，総合企画室長，事務部

長および各課長で構成する主事連絡会（隔週月曜日）を開催し，運営方針の周知や情報の共有を図

っている。 

 事務組織については，平成１９年度に業務の効率化とサービスの向上を目的として，総務課，学

生課の２課に再編統合し，事務系職員４１名が教員と緊密な連携・協力体制をとりつつ，全校一体

となって運営しており，事務組織の職務内容および事務分掌は「事務組織規則」（資料１１－１－

②－１）および「事務分掌内規」（資料１１－１－②－２）に明記されている。 

 技術系職員については，平成９年度に教育研究支援センターを設置し，第一技術室（機械工作部

門），第二技術室（計測制御部門），第三技術室（ネットワーク部門）の３技術室に分かれ，その

職務および所掌事項は「教育研究支援センター規則」（資料１１－１－②－３）に規定され，それ

ぞれ教員と協力しながら学生の指導にあたるほか，自主的な研究活動も行うなどその成果を取りま

とめた「教育研究支援センター報告集」（資料１１－１－②－４）を毎年刊行している。 

 また，高等専門学校の第３の活動である「地域貢献」を充実させるため，総務課に地域連携推進

係を設置し，地域との連携窓口を統合するとともに教育・研究に対する情報発信の一元化を図った。 

 平成１８年度には人事，給与および共済業務を一係内に統合し，業務の効率化を図るとともに所

掌事務の見直しを行い，活性化のための組織の再編成などを検討している。 

 学校の管理運営に関する諸規則については，「徳山工業高等専門学校学則」，「顧問規則」，

「内部組織規則」，「運営委員会規則」等のほか各種委員会規則等が整備されており，学内の事務

部Webサイト（学内限定）（資料１１－１－②－５）で全教職員が閲覧することができる。 

 危機管理に関しては，「防災マニュアル～災害共通編～」（資料１１－１－②－６）に基づき対

処している。また，「危機管理要領」（資料１１－１－②－７）が定められ，リスク管理室（１１

－１－②－８）を置き，危機管理を総合的かつ計画的に推進している。教職員，学生に対して緊急

連絡網が整備されており，職員に周知されている。緊急連絡に関しては不測の事態に備え，本校

Web サイトを学外のサーバに構築し随時情報発信している（資料１１－１－②－９）。これらの情報

は Web サイトとともに携帯電話からも情報が得られる体制となっている。さらに，必要に応じて電

話・FAX による情報伝達網も行われている。 

  

資料１１－1－②－１ 事務組織規則（抜粋） 

 
 （目的）                                                                   
第１条 この規則は，徳山工業高等専門学校学則第１０条に定める徳山工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）事務部の事務組織を定めることを目的とする。     
 （組織）                                                                   
第２条 本校に事務部を置き，総務課及び学生課を置く。                         
第３条 総務課に次の係を置く。                                               
  (1) 総務係                                                                 
 (2) 総合企画室事務係                                                       
  (3) 地域連携推進係                                                         
 (4) 会計係                                                                 
 (5) 契約係                                                                 
 (6) 施設係                                                                 
２ 学生課に次の係を置く。                                                   
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  (1) 教務係                                                                 
 (2) 学生係                                                                 
  (3) 寮務係                                                                 
  (4) 図書係                                                                 
 （事務部長及び課長）                                                       
第４条 事務部に事務部長を，課に課長を置く。                                 
２ 事務部長及び課長は，事務職員をもって充てる。                             
 （課長補佐）                                                               
第５条  総務課に課長補佐（庶務担当）及び課長補佐（会計担当）並びに学生課に課長補佐を置く。         
２ 課長補佐は，事務職員をもって充てる。                                     
  （専門職員）                                                               
第６条  課に専門職員を置くことができる。                                    
２ 専門職員は，事務職員をもって充てる。                                     
 （係長）                                                                   
第７条 各係に係長を置く。                                                  
２ 係長は，事務職員又は技術職員（教育研究支援センターに所属する職員を除く。以下同じ。）をもって充て

る。         
 （主任）                                                                   
第８条 課及び係に主任を置くことができる。 
２ 主任は，事務職員又は技術職員をもって充てる。                             
 （職務）                                                                   
第９条 事務部長は，校長の命を受け，事務部の事務を処理する。       
２ 課長は，上司の命を受け，課の事務を処理する。                             
３ 課長補佐は，上司の命を受け，課の所掌事務のうち専門的重要事項を処理するとともに課長を補佐する。                                                     
４ 専門職員は，上司の命を受け，専門的知識若しくは経験を必要とする特定又は一定範囲の分野の事務を直接処

理する。                                       
５ 係長は，上司の命を受け，係の事務を処理する。  
６ 主任は，上司の命を受け，課又は係の事務を処理する。                      

（雑則）                                                                   
第１０条 各課における所掌事務については，別に定める。 
 

出典：本校規則集 

 

資料１１－１－②－２ 事務分掌内規（抜粋） 

 

第１条 徳山工業高等専門学校事務組織規則第１２条に基づく各課における所掌事務 については，この内規の 
定めるところによる。 

第２条 総務課課長補佐（庶務担当）は，次の事務をつかさどる。 
  (1) 総務課庶務事務の総括の補佐に関すること。 
  (2) 教職員の定員管理計画に関すること。 
  (3) その他，総務課庶務事務に係る事項のうち，重要な調査，企画及び連絡調整に関すること。 
第３条 総務課課長補佐（会計担当）は，次の事務をつかさどる。 
  (1) 総務課会計事務の総括の補佐に関すること。 
  (2) 予算に関すること。 
  (3) 収入，支払に係る監査に関すること。 
  (4) その他，総務課会計事務に係る事項のうち，重要な調査，企画及び連絡調整に関すること。 
第４条 総務課総務係においては次の事務をつかさどる。 
 (1) 本校の事務に関し，連絡調整すること。 
 (2) 儀式，会議，その他諸行事に関すること。 
 (3) 学則その他諸規則の制定及び改廃に関すること。 
 (4) 法人文書等の接受，発送及び整理保存に関すること。 
 (5) 公印の管守に関すること。（会計機関の公印に関することを除く。） 
 (6) 宿日直の委託業務に関すること。ただし，学寮に関するものを除く。 
 (7) 教職員の人事，給与，勤務評定及び服務に関すること。 
 (8) 教員資格審査に関すること。 
  (9) 教職員の労働時間及び出張に関すること。 
 (10) 教職員の衛生管理に関すること。 
 (11) 教職員の福利厚生に関すること。 
 (12) 共済組合及び退職手当に関すること。 
 (13) 栄典及び表彰に関すること。 
  (14) 教職員の研修に関すること。 
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 (15) 人事記録の作成及び保管に関すること。 
  (16) 労働組合に関すること。 
 (17) 総務に係る調査，統計その他諸報告に関すること。 
  (18) その他，総務に関すること。 
第５条 総務課総合企画室事務係は，次の事務をつかさどる。   
 (1) 中・長期計画に関すること。 
 (2) 総合企画室の事務に関すること。 
 (3) 広報に関すること。 
 (4) 評価に関する連絡調整に関すること。 
 (5)  個人情報保護及び情報公開に関すること。 
 (6) 事務用電子計算機に関する連絡調整に関すること。 
  (7) 本校全般に係る調査，報告に関すること。 
第６条 総務課地域連携推進係は，次の事務をつかさどる。 
 (1) 地域社会との交流及び連携に関すること。  
 (2) 科学研究費補助金等の申請及び報告に関すること。  
 (3) 受託研究及び共同研究に関すること。 
 (4) 学内競争的資金に関すること。 
 (5) 研究協力に関すること。 
  (6) サテライトオフィスに関すること。 
  (7) 知的財産に関すること。 
  (8) 研究集会及び講習会等に関すること。 
 (9) テクノ・リフレッシュ教育センターの運営に関すること。 
 (10) 生涯学習に関すること。 
 (11) 国際交流に関すること。 
 (12) 地域連携及び外部資金に関する調査，統計その他諸報告に関すること。 
第７条 総務課会計係においては，次の事務をつかさどる。 
 (1) 会計事務に関し，連絡調整すること。 
 (2) 収入，支出に関すること。 
 (3) 会計に関する諸規則及び内規に関すること。 
 (4) 会計の監査に関すること。 
 (5) 職員宿舎に関すること。 
 (6) 固定資産の管理（不動産の貸付等）に関すること。 
 (7) 人件費，旅費及び謝金等の支払に関すること。 
 (8) 債権の管理に関すること。 
 (9) 科学研究費等外部資金及び寄付金の経理に関すること。 
 (10) 財務会計システムの運用に関すること。 
  (11) 会計に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 
  (12) その他，会計に関すること。 
第８条 総務課契約係においては，次の事務をつかさどる。 
 (1) 固定資産（備品）の管理等に関すること。 
 (2) 物品の購入契約，役務契約に関すること。 
 (3) 光熱水料及び電話料の経理に関すること。 
 (4) 物品の取得，供用，貸付及び処分に関すること。 
 (5) 物品の寄附受入，管理換及び譲渡に関すること。 
 (6) 自動車の維持管理に関すること。 
 (7) 科学研究費等の予算管理に関すること。 
 (8) 契約に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 
  (9) その他，契約に関すること。 
第９条 総務課施設係においては，次の事務をつかさどる。 
 (1) 施設整備関係の総括及び連絡調整並びに手続きに関すること。 
 (2) 工事の契約，施工及び検査に関すること。 
  (3)  安全管理に関すること。 
  (4)  防火管理に関すること。 
  (5)  環境マネジメントに関すること。 
 (6) 不動産の管理に関すること。 
 (7) 土地，建物等の寄附及び借入に関すること。 
 (8)  施設，設備の維持保全及び営繕事業に関すること。 
 (9) 施設及び環境の整備並びに計画（概算要求）に関すること。 
 (10) 施設，整備に係る関係法の遵守並びに手続に関すること。 
 (11) 施設，整備に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 
  (12) その他，施設に関すること。 
第 10 条 学生課専門員は，次の事務をつかさどる。 
 (1) キャリア教育支援室に関すること。 
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 (2) 専攻科の入学者の選抜及び教務に関すること。 
 (3) その他，学務に係る所掌事務のうち，重要な調査，企画及び連絡調整に関すること。 
第 11 条 学生課教務係においては，次の事務をつかさどる。 
 (1) 学生課の事務に関し，総括及び連絡調整すること。 
 (2) 入学者の選抜に関すること。 
 (3) 教育課程の編成及び授業並びに評価に関する企画・立案に関すること。 
 (4) 学生の入学試験改善のための基本方針の企画・立案に関すること。 
 (5) 学生の修学に関すること。 
 (6) 年間の授業計画及び年間行事計画に関すること。 
 (7) 学生の学籍に関すること。 
 (8) 学生の身分証明書，成績証明書及び卒業証書等に関すること。 
 (9) 学生の教科書，教具及び教材に関すること。 
 (10) 学生の校外実習及び工場見学に関すること。 
 (11) 学生便覧等刊行物に関すること。 
 (12) 研究生，科目等履修生及び聴講生に関すること。 
 (13) 教務に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 
  (14) その他，教務に関すること。 
第 12 条 学生課学生係においては，次の事務をつかさどる。 
 (1) 学生の課外教育及び厚生事業に関すること。 
 (2) 学生及び学生団体の指導監督に関すること。 
 (3) 学生の集会，掲示及び印刷物等に関すること。 
 (4) 学生の表彰及び懲戒に関すること。 
 (5) 課外活動施設及び厚生施設の管理に関すること。 
 (6) 日本スポーツ振興センターに関すること。  
 (7) 学生の旅客運賃割引証に関すること。  
 (8) 学生の保健衛生及び相談に関すること。 
 (9) 学生に係る調査，統計及び諸報告に関すること。  
  (10) その他，学生の厚生補導に関すること。 
第 13 条 学生課寮務係においては，次の事務をつかさどる。        
 (1) 学寮の管理運営に関すること。 
 (2) 学生の入退寮に関すること。  
 (3) 寮生の寮生活に関すること。 
 (4) 寮費等の経理に関すること。  
 (5) 寮生の保健衛生に関すること。  
 (6) 学寮の委託業務に関すること。   
 (7) 学寮宿日直に関すること。 
 (8) 学寮の防災警備に関すること。  
 (9) 寮生の郵便物接受及び配布に関すること。 
  (10) 外国人留学生の受入等に関すること。 
  (11) 入学料，授業料の減免，猶予及び奨学金に関すること。   
 (12) 学寮及び留学生等に係る調査，統計及び諸報告に関すること。  
  (13) その他，寮務及び留学生等に関すること。 
第 14 条 学生課図書係においては，次の事務をつかさどる。  
 (1) 図書館資料の受入並びに整理及び保存等に関すること。 
 (2) 図書館資料の閲覧，貸出等利用に関すること。 
 (3) 文献の交換及び複写に関すること。  
 (4) 図書の検索指導及び読書相談等に関すること。 
 (5) 紀要の編集及び発行に関すること。 
 (6) 寄贈図書に関すること。 
 (7) 図書に係る調査，統計及び諸報告に関すること。  
  (8) その他，図書館に関すること。 
 

出典：本校規則集 

 

資料１１－１－②－３ 教育研究支援センター規則（抜粋） 
     
  （設置）                                                                  
第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則（規則第４号）第１２条の規定に

基づき，徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，教育研究支援センター（以下「センター」とい
う。）を置く。             

  （目的）                                                                 
第２条 センターは，技術職員の勤務場所との連絡を緊密に図り，本校の技術に関する専門的業務を組織的，かつ
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効率的に処理するとともに，技術職員の職務遂行に必要な能力及び資質の向上を図り，もって本校の教育研究支
援体制の充実に資することを目的とする。                                                         

 （業務等）                                                               
第３条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。                           
 (1) 教育及び研究に伴う技術支援に関すること。                            
  (2) 地域連携活動に伴う技術支援に関すること。                            
 (3) 技術の習得，継承及び保存に関すること。                              
 (4) 技術研修に関すること。                                              
 (5) 教育，研究の支援，その他の業務に関すること。                      
第４条 センターに，第一技術室（機械工作部門），第二技術室（計測制御部門）及び第三技術室（ネットワーク

部門）の３室を置き，各室は次の各号に掲げる業務行う。 
  (1) 第一技術室（機械工作部門） 機械工作・設計技術及びメカトロニクスに関する業務                                                            
 (2) 第二技術室（計測制御部門） 土木計測技術及び情報制御技術に関する業務 
 (3) 第三技術室（ネットワーク部門） ネットワーク運用技術及びネットワーク設計に関する業務                                                      
２ センターは，必要に応じて各技術室を超えたプロジェクトを組織し，特別な業務に当たることができる。                                                   
 （組織）                                                                   
第５条 センターに，次の各号に掲げる職員を置く。                           
 (1)  センター長                                                          
 (2) 技術長                                                              
 (3)  技術室長                                                            
 (4)  技術専門職員                                                        
 (5) 技術職員                                                            
２ センターに，技術専門員を置くことができる。                             
第６条 センター長は，校長の命を受けセンターの業務を掌理するとともに，センターに所属する職員を指揮監督

する。                                         
２ センター長は，教授又は准教授の中から校長が任命する。                   
３ センター長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員補充者の任期は，前任者の残任期間とする。                                                 
第７条 技術長は，上司の命を受け，技術専門員，技術専門職員及び技術職員の業務を統括する。     
第８条 技術専門員は，上司の命を受け，極めて高度の専門的な技術をもって，技術に従事する。                                                             
第９条 技術室長は，上司の命を受け，各技術室の業務を処理するとともに，技術的な指導・助言を行う。                                                    
２ 技術室長は，技術長，技術専門員または技術専門職員をもって充てる。 
第１０条 技術専門職員は，上司の命を受け，高度の専門的な技術をもって，技術に従事する。                                                   
第１１条 技術職員は，技術に従事する。 
 （センター運営会議） 
第１２条 センターの運営を円滑に行うため，センター運営会議を置き，次に掲げる事項を審議する。 
 (1) センターの管理運営に関する基本的事項に関すること。 
 (2) センター業務の計画，調整，評価に関すること。 
 (3)  その他必要な事項 
第１３条 センター運営会議は次に掲げる者をもって構成する。 
 (1) センター長 
 (2) 教務主事 
 (3)  学生主事 
 (4)  各学科主任及び一般科目主任 
 (5) テクノ・リフレッシュ教育センター長 
 (6) 情報処理センター長 
 (7) 事務部長 
 (8) 技術長 
 (9) 技術専門員 
 (10) 各技術室長 
２ センター長は，必要に応じセンター運営会議に構成員以外の者の出席を求め，その意見を聴くことができる。 
第１４条 センター長は必要に応じてセンター運営会議を招集し，これを主宰する。 
 （事務） 
第１５条 センターに関する事務は，センターにおいて処理する。 
 （雑則） 
第１６条 この規則に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は，別に定める。 
 

出典：本校規則集 
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資料１１－１－②－４ 教育研究支援センター報告集（目次） 

 

出典：平成２２年度 教育研究支援センター報告書 
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資料１１－１－②－５ 本校諸規則一覧 

第１章 学  則 

  １．徳山工業高等専門学校学則  本文 （一太郎）・（PDF） 

                        別表 （Ｅｘｃｅｌ）・（PDF）     

第２章 組織及び運営 

 １．徳山工業高等専門学校顧問規則 （一太郎）・（PDF） 

 ２．徳山工業高等専門学校内部組織規則 （一太郎）・（PDF) 

 ３．徳山工業高等専門学校運営委員会規則 （一太郎）・（PDF) 

 ４．徳山工業高等専門学校教員会議規則 （一太郎）・（PDF） 

 ５．徳山工業高等専門学校図書館規則 （一太郎）・（PDF） 

 ６．徳山工業高等専門学校テクノ・リフレッシュ教育センター規則 （一太郎）・（PDF） 

 ７．徳山工業高等専門学校情報処理センター規則 （一太郎）・（PDF） 

 ８．徳山工業高等専門学校総合企画室規則 （一太郎）・（PDF） 

 ９．徳山工業高等専門学校学習・教育レビュー室規則 （一太郎）・（PDF） 

１０．徳山工業高等専門学校学生相談室規則 （一太郎）・（PDF） 

１１．徳山工業高等専門学校キャリア教育支援室規則 （一太郎）・（PDF) 

１２．徳山工業高等専門学校「TCT DREAMS」委員会規則 （Word）・（PDF） 

                      [平成２４年４月１日施行] （Word）・（PDF） 

１３．徳山工業高等専門学校自己評価委員会規則 （一太郎） ・（PDF） 

１４．徳山工業高等専門学校 FD 委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

１５．徳山工業高等専門学校教務委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

１６．徳山工業高等専門学校専攻科委員会規則 （Word）・（PDF） 

１７．徳山工業高等専門学校入学試験委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

１８．徳山工業高等専門学校専攻科入学試験委員会規則 （Word）・（PDF） 

１９．徳山工業高等専門学校厚生補導委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２０．徳山工業高等専門学校学寮運営委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２１．徳山工業高等専門学校安全衛生委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２２．徳山工業高等専門学校知的財産委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２３．徳山工業高等専門学校情報公開委員会規程 （一太郎）・（PDF） 

２４．徳山工業高等専門学校事務情報化推進委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２５．徳山工業高等専門学校事務情報化推進室設置要項 （一太郎）・（PDF） 

２６．徳山工業高等専門学校紀要編集委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２７．徳山工業高等専門学校教育研究支援センター規則 （一太郎）・（PDF） 

２８．徳山工業高等専門学校環境建設工学センター規則 （一太郎）・（PDF） 

２９．技術者教育認定対策会議規程（一太郎）・（ＰＤＦ） 

出典：本校 Web サイト（学内限定） 
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資料１１－１－②－６ 防災マニュアル～災害共通編～ (目次) 

 

出典：防災マニュアル～災害共通編～ 
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資料１１－１－②－７ 危機管理要領（抜粋） 

 
出典：本校規則集 
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資料１１－１－②－８ リスク管理室協議概要（抜粋） 

 

出典：総務課資料 
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資料１１－１－②－９ 緊急のお知らせ（例示） 

 
出典：本校 Webサイト 

 

（分析結果と根拠理由） 

 本校の目的を達成するために校長の管理・運営方針が的確に示され，各委員会等において諸課題

の審議・検討がなされており，教学に係る各種委員会等と管理運営組織等との連携も円滑に行われ

ている。教員組織と事務組織が緊密な協力体制をとり，全教職員が連携協力してその業務を遂行し

ており，効果的な活動が行われている。また，管理運営に関する諸規則は適切に整備され，全教職

員に周知するための方策として事務部 Web サイト（学内限定）が整備されている。 

 緊急時に際してはマニュアルが整備され，緊急連絡体制も教職員・学生に対しても複数の手法で

用意されている。 

 以上のことから, 管理運営に関する各種委員会および教員組織と事務組織が適切に役割を分担し，

効果的に活動している。また，危機管理に対する体制も整備されている。 

 

観点11－２－①： 自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活動の総

合的な状況に対して行われ，かつ，その結果が公表されているか。 

 

（観点にかかる状況）  

 本校の活動の総合的な状況は，自己評価委員会を中心として自己点検・評価が行われている。 

 自己評価委員会は，平成２０年度に自己評価委員会規則を改正し，教員の年間職務の自己評価，

各組織の活動に関する点検・評価に加え，教育点検システム自体の点検もその任務として明記し，

それに基づき本校の活動の総合的な状況を点検している（資料１１－２－①－１）。自己評価委員

会は，各組織の活動に関する点検・評価として，本校の中期計画に基づく各組織の年度計画の達成

状況について，年度毎に確認と検証を行い，その結果を「本校の活動状況報告および教育点検シス

テムの点検結果報告書」としてまとめている（資料１１－２－①－２）。また，この結果は，教育

研究分野に精通した大学等教育研究機関の教員，産業界の動向に精通した者，地域関係者で教育に

識見を有する者等で組織する「顧問会議」（資料１１－２－①－３）で報告されるとともに，本校

Webサイトに公開している（資料１１－２－①－４）。 

 また，本校の教育プログラムは，平成１５年度に日本技術者教育認定機構（JABEE）から技術者
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教育プログラムとして認定（認定プログラム名：「設計情報工学」，認定分野：「工学（融合複合

・新領域関連分野）」）され，平成２１年度には，その認定が継続されている。 

 さらに，平成１８年度には大学評価・学位授与機構による高等専門学校機関別評価を受審

し，その評価結果は，大学評価・学位授与機構のウェブサイトで公開されている。 

（http://www.niad.ac.jp/sub_hyouka/ninsyou/hyoukahou/houkoku.pdf） 

 

資料１１－２－①－１ 自己評価委員会規則（抜粋） 

 
出典：本校規則集 
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資料１１－２－①－２ 本校の活動状況報告および教育点検システムの点検結果報告書（抜粋） 

 

出典：本校の活動状況報告及び教育点検システムの点検結果報告書 
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資料１１－２－①－３ 顧問会議議事録 

 
出典：平成２２年度 顧問会議議事録 
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資料１１－２－①－４ 自己点検・自己評価 

 
出典：本校 Web サイト 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の総合的な状況に関する自己点検・評価として，本校が定めた中期計画に基づく年度計画を

策定し，その達成状況について年度毎に確認と検証を自己評価委員会が中心となって行っている。

その結果等は，外部有識者等より構成される「顧問会議」で報告されるとともに，本校 Web サイト

で広く公表している。 

 また，大学評価・学位授与機構による高等専門学校機関別認証評価の受審や,日本技術者教

育認定機構（JABEE）による教育プログラムの認定など，本校の目的を達成するために外部機関に

よる評価を積極的に受審し，総合的な評価が行われている。 

 以上のことから，本校の教育研究活動については，総合的な評価が適切に行われ，かつ，その評

価結果は公表されている。 

 

観点11－２－②： 自己点検・評価の結果について，外部有識者等による検証が実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 平成１２年度に顧問規則（資料 11－２－②－１）を制定し，教育研究分野に精通した大学等教

育研究機関の教員，産業界の動向に精通した者，地域関係者で教育に識見を有する者等で組織する

「顧問会議」を開催して外部有識者の意見等を学校の管理運営に反映させている。 

 顧問会議は，年１，２回定例的に開催され，当該年度ごとにテーマを掲げ，本校の目的を達成す
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るための指導・助言を求めている（資料 11－２－①－３）。その意見等は「運営委員会」をはじ

めとする各種委員会等で検討され，改善を図っている。 

 

資料１１－２－②－１ 顧問規則（抜粋） 

 

 （設置） 

第１条 本校に，徳山工業高等専門学校学則第１条の２第４項の規定に基づき，自己点検・評価の結果について検

証を行うため，顧問を置く。 

 （任務） 

第２条 顧問は，校長の諮問に応じ，本校の教育研究活動等の状況について本校が行う自己点検・評価の結果につ

いて意見を述べ，検証を行う。 

 （委嘱） 

第３条 顧問は，次の各号に掲げる者のうちから校長が委嘱する。 

 (1) 教育研究分野に精通した大学，高等専門学校等教育研究機関の教員等 

 (2) 産業界の産業動向に精通した者 

 (3) 本校の所在する地域の関係者で，教育に関し，広く，かつ，高い識見を有する者 

  (4) その他高等専門学校に関し，広く，かつ，高い識見を有する者 

２ 顧問は，若干人とする。 

３ 顧問の任期は２年とし，再任を妨げない。 

出典：本校規則集 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 平成１２年度から設けられた「顧問会議」を定期的に開催し，産官学など各界から広く意見・要

望等を求めるとともに，その提言については，「総合企画室」，「運営委員会」，「学習・教育レ

ビュー室」等で実施方法および改善策等を検討し，具体化を図っているなど，外部の意見が反映さ

れている。 

 以上のことから，外部有識者による検証が適切な形で実施されている。 

 

観点 11－２－③： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に

結び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されているか。 

 

（観点にかかる状況）  

 本校の中期計画に基づき，総合企画室が中心となって策定したそれぞれの分野ごとの年度計画の

達成状況について，自己点検・評価結果に基づき確認と検証を行っている。自己評価委員会は，そ

の結果を「本校の活動状況報告及び教育点検システムの点検結果報告書」としてまとめ，公開して

いる（資料１１－２－③－１）。中期計画の各分野を担当する部署は，目標達成のため，自己点検

・評価の結果を，次年度の年度計画の策定に反映させている（資料１１－２－③－２）。進捗状況

については本校 Web サイトに公開している（資料１１－２－①－４）。 

 具体的な事例として，ＦＤ委員会の改組があげられる。本校の中期計画において「ＦＤ委員会は，

教育の質的向上を図ることを目的として，各部署で取り組まれている教員の資質・職務能力の向上

のための活動に関するまとめ，周知及び方針等の策定を行う」（資料１１－２－③－３）とされて

おり，日本技術者教育認定機構（JABEE）による指摘事項に基づき，平成２０年度よりＦＤ委員会

において自己点検・評価した結果により，その改組を決定した（資料１１－２－③－４）。ＦＤ委

員会は，校長を委員長とする組織として改組を行い，その目的を「各部署で取組まれている教職員
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の資質・職務能力向上のための活動に関するまとめ，周知及び方針等の策定を行うことにより，教

育の質的向上を図る」と定め，平成２１年度に新しい組織としての活動を開始した。平成２１年度

には，ＦＤ活動のまとめを行い，平成２２年度以降は，ＦＤ活動の企画，実施に係る総合調整，連

携，まとめや周知に関する事を審議し，組織的にＦＤ活動を実施している（資料１１－２－③－

５）。全学および各部署におけるＦＤ活動および活動予定は，年度ごとにＦＤ委員会で報告され，

審議・承認される。活動内容は，ＦＤ活動報告および活動計画としてまとめられ，本校 Web サイト

により開示されている（資料１１－２－③－６）。 

 

資料１１－２－③－１ 各部署の進捗状況ＰＤＣＡ(抜粋) 

 

出典：総合企画室資料 
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資料１１－２－③－２ 各部署の年度計画案（例）（抜粋） 

 

出典：専攻科資料 

 

資料１１－２－③－３ 第２期中期計画（抜粋） 

 

出典：第２期中期計画 
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資料１１－２－③－４ ＦＤ委員会議事録 

 

出典：ＦＤ委員会資料 
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資料１１－２－③－５ ＦＤ委員会の規則改正および活動の経緯 

 

出典：ＦＤ委員会資料 
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資料１１－２－③－６ ＦＤ活動報告書の開示 

 

出典：本校 Web サイト 

 

（分析結果と根拠理由）  

 本校の中期計画に基づき，策定したそれぞれの分野ごとの年度計画の達成状況について，自己点

検・評価結果に基づき確認と検証を行い，その結果を報告書としてまとめ，公開している。中期計

画の各分野を担当する部署は，目標達成のため，自己点検・評価の結果を，次年度の年度計画の策

定に反映させることで，ＰＤＣＡサイクルが具体的に機能している。 

 以上のことから，評価結果がフィードバックされ，本校の目的を達成するための改善に結びつけ

られるようなシステムが整備され，有効に運営されている。 

 

観点11－３－①： 外部有識者等の意見や第三者評価の結果が適切な形で管理運営に反映されてい

るか。 

（観点に係る状況） 

 「顧問会議」により外部の有識者より頂いた提言（資料１１－３－①－１）を検討し，管理運営

に反映させている。顧問会議からの提言をもとに，「同窓会（高城会）との関係強化」，「中
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学校説明会の改善」を年度計画に盛り込み（資料１１－３－①－２），総合企画室においてこ

れらに関する議論を行った（資料１１－３－①－３）。その結果，平成２２年３月には，高城

会のホームページが開設され，現在，本校 Web サイトと相互にリンクし，情報の共有等によ

る連携の強化を図っている（資料１１－３－①－４,５）。また，すべての学科の教員が参加す

る学校全体の取組みとして，徳山高専ＰＲリストを作成し，現在，様々な形態による，小・中学生

と保護者，小・中学校，地域社会等に対する学校ＰＲの活性化を試みている（資料１１－３－①－

６）。 

 他にも，平成２０年度の日本技術者教育認定機構（JABEE）継続認定審査により指摘された事項

をふまえ，平成２１年度にはＦＤ委員会の改組を行っている（資料１１－２－③－５）。 

 

資料１１－３－①－１ 顧問会議【顧問からの意見・コメント】（抜粋） 

 

出典：平成２２年度顧問会議議事概要 
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資料１１－３－①－２ 徳山工業高等専門学校 平成２４年度年度計画（抜粋） 

 

出典：平成２４年度年度計画 
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資料１１－３－①－３ 総合企画室 meeting 議事概要 

 

出典：総合企画室資料 

 

資料１１－３－①－４ 本校 Web サイトから同窓会 HP へのリンク 

 

出典：本校 Web サイト 



徳山工業高等専門学校 基準１１ 

 

- 520 - 

 

資料１１－３－①－５ 同窓会（高城会）ホームページ 

 

出典：高城会 Web サイト 
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資料１１－３－①－６ 徳山高専ＰＲリスト 
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出典：教務係資料 
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（分析結果とその根拠理由） 

 平成１２年から設けられた「顧問会議」を定期的に開催し，産官学各界から広く意見・要望等を

求めるとともに，その提言については，主事連絡会，総合企画室，運営委員会等で実施方法および

改善策等を検討し，具体化を図っているなど，外部の意見が反映されている。また，JABEE 教育プ

ログラム認定評価，機関別認証評価の評価結果を運営改善に反映している。 

 以上のことから，外部有識者の意見や第三者評価の結果が適切な形で管理運営に反映されている。 

 

 

観点11－３－②： 学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用しているか。 

 

（観点に係る状況）  

 国内では徳山大学，広島大学総合科学部，海外ではグリフィス大学（オーストラリア），チェコ

工科大学と学術協力協定を結んでいる。徳山大学では，協定に基づく単位互換制度を利用し単位を

修得している学生がいる（資料１１－３－②－１）。協定校以外でも，専攻科インターンシップの

受け入れ先としてオーストラリア・ワランゴン大学を活用している（資料１１－３－②－２）。ま

た，インターンシップの受け入れ先として多くの企業や官公庁に協力を頂いている（資料１１－３

－②－３）。 

 平成１９年から３年間にわたり取り組んだ全学科／専攻の横断プロジェクト「複合技術商品の導

入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン」を構成する「総合実験」「総合演習」では，

多数の企業技術者との協働教育を実践している（資料１１－３－②－４）。 

 その他にも，本校では専攻科「産業論」などの講義においても，豊富な経験を持つ実務経験者の

講義を通じて，技術者の資質，企業人としてどう生きるべきかなどについて学び，就業意識を高め

るための協働教育を実践している（資料１１－３－②－５，６）。 

 

資料１１－３－②－１ 徳山大学「自治体学特論」における単位取得 

 

出典：教務係資料 
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資料１１－３－②－２ オーストラリア・ワランゴン大学におけるインターンシップ 

 

出典：専攻科インターンシップ報告書 
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資料１１－３－②－３ 平成２３年度専攻科インターンシップ派遣先一覧  

 

出典：専攻科資料 
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資料１１－３－②－４ 専攻科「総合実験」「総合演習」のカリキュラム構成 

 

 

出典：「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育プラン」最終報告書 
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資料１１－３－②－５ 「産業論」シラバス 

 

出典：シラバス 
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資料１１－３－②－６ 平成２４年度 「産業論」講師一覧およびスケジュール 

 

出典：専攻科資料 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 協定校において単位互換制度を利用して学生が単位を取得している。インターンシップの受け入

れ先として多くの企業や官公庁に協力を頂いている。実践力のある創造的技術者を養成するために，

全学科／専攻の横断プロジェクト「複合技術商品の導入により知識を知恵に変えるものづくり教育

プラン」では，産業界から専門家を招へいし協働教育を実践している。「産業論」などの講義にお

いても実務経験者との協働教育を実践している。 

 以上のことから，学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用している。 

 

観点11－４－①： 高等専門学校における教育研究活動等の状況や，その活動の成果に関する情報

を広くわかりやすく社会に発信しているか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校の日常的な活動や，教育研究活動の状況に関しては，本校Webサイトにより情報を発信して

いる（資料１１－４－①－１〜３）。また，高専だより（資料１１－４－①－４），テクノ・リフ

レッシュ教育センター年報（資料１１－４－①－５），ゆめふうせん（資料１１－４－①－６）な

どの多くの出版物を通じて，読者層に応じてわかりやすく紹介している。これらは本校Webサイト

に掲載するとともにその冊子は，サテライトオフィス「高専夢広場」（資料１１－４－①－７）に

も配布し広く市民の方に提供している。 
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資料１１－４－①－１ 本校のイベント情報 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料１１－４－①－２ 本校の活動状況の公表 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料１１－４－①－３ 研究シーズ検索（T-SEARCH） 

 

出典：本校 Web サイト 
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資料１１－４－①－４ 徳山高専だより 

 
出典：徳山高専だより 
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資料１１－４－①－５ テクノ・リフレッシュ教育センター年報 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター年報 
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資料１１－４－①－６ ゆめふうせん 

 

出典：本校広報リーフレット ゆめふうせん 
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資料１１－４－①－７ 高専夢広場 

 

出典：本校 Web サイト 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校の日常的な活動や，教育研究活動の状況に関しては，本校 Web サイトなどの複数のメディア

によりわかりやすく情報が発信されている。 

 以上のことから，高等専門学校における教育研究活動等の状況や，その活動の成果に関する情報

を広くわかりやすく社会に発信している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 各主事，総合企画室，各種委員会等の管理運営体制および事務組織が整備され，その役割も果た

されている。また，活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が適切に実施され，外部有識者の

意見が反映されるシステムも整っている。さらに，これらの評価結果については Web サイト等に公

表している。 

（改善を要する点） 

 特になし。 

 

（３）基準１１の自己評価の概要 

 学校の目的を達成するため，校長が最高責任者としての意思決定を行っている。 

 そのための補佐体制として，教育計画，学生の厚生補導，寮生の厚生補導について３人の主事

を置くとともに，専攻科長，各学科等主任，図書館長，テクノ・リフレッシュ教育センター長，

情報処理センター長および事務部長を配置し，それぞれの組織における体制を整備している。 

また，機動的な学校運営を行うために総合企画室を設置し，中長期的視野においての情報収集

・分析，経営方針等について企画・立案，調整を行い，教育・研究活動の経営基盤の強化を図っ

ている。 

 事務組織も教員と緊密な連携・協力体制をとりつつ全校一体となった運営を行っており，平成

１９年度に業務の効率化とサービスの向上を目的として，総務課，学生課の２課に再編統合し，

業務の見直しを積極的に行っている。 

 自己点検・評価として，毎年度，自己評価委員会により「本校の活動状況報告及び教育点検シ

ステムの点検結果報告書」が作成され公表されている。「顧問会議」や日本技術者教育認定機構

（JABEE）からの認定など，外部評価の結果を，具体的に管理運営の改善に反映させている。 

 本校が実施または受審した自己評価あるいは各種外部機関からの評価については，本校Webサイ

トにより広く社会に公表されている。 

 本校の日常的な活動や，教育研究活動の状況に関しては，本校 Web サイトなどの複数のメディア

によりわかりやすく情報が発信されている。 


